
    
      戒書封殺記

その本、触れることなかれ



十月ユウ













富士見ファンタジア文庫



    

  
    
      本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



    

  
    
      

口絵・本文イラスト　藤丘ようこ



    

  
    
      　目　次



プロローグ

第一章　深き闇やみ、ここに

第二章　その者、御み魂たまを喰くらう

第三章　贄にえ、魔まとなりて

第四章　魔ま力りよく、限かぎりなく

第五章　希望、潰ついえず

第六章　強大、されど勝機あり

エピローグ



　あとがき




    

  
    
      
　プロローグ






　その場所は、まだ夜の闇やみが深かった。

　街がい灯とうもなく、ネオンの光も届とどかない。

　光という名の侵しん略りやく者しやの侵しん攻こうがなく、本来の姿すがたを保たもっている。

　だからこそ彼は現あらわれたのかもしれない。

　闇に溶とけ込む黒いシャツとスラックス。大きくはだけた胸むな元もとはシルバーのネックレスで彩いろどられていた。他にも数あま多たのシルバーアクセサリーで身を包み、完全に闇と一体化してはいない。

　誰だれよりも闇に近く、それでいてけしてそこに溺おぼれることはない──彼はそういう人間だ。

　だが彼が訪たずねたモノは完全に闇の住人だった。

　人ひと気けのない森の深しん奥おうで、端たん整せいな顔立ちの青年がにこやかに微笑ほほえむ。

「こんばんは。元気だったかな?」

　返事はない。

　あるいは周囲の闇が言葉まで吸すい取ったのかもしれないが、彼はすぐに自分の失敗であることに気づいた。

「ああ、ゴメンゴメン。すっかり忘わすれてたよ」

　軽く自分の頭を小こ突づき、彼は小さな白い紙を足元に落とした。

　メモ紙、いや、ひょっとすればチラシの裏うら面めんだったかもしれない。

　誰もが目にし、誰もが手に入れられるありふれた紙だ。

　唯ゆい一いつの特とく徴ちようは、何か奇き妙みような文字とも紋もん様ようともつかぬものが刻きざまれていることだけ。見ようによって、道教や神しん道とうで目にする呪じゆ符ふやお札ふだといった品に似にている。

　青年の手から地に落ちた瞬しゆん間かん、それは青白い炎ほのおに包まれて焼失した。火の気などどこにもなく、青年に火をつけられたわけでもない。

　しかしその小さな炎は確かく実じつに存そん在ざいし、一瞬地を青く染そめた。同時に彼が求めたモノを呼よび覚ます。

　──何をしにきた………?

　呪じゆ詛そと呼ぶのも生ぬるい声が聞こえた。

　地の底から響ひびく怨えん嗟さの声──そんな比ひ喩ゆが似につかわしい声は、実じつ際さい彼の足元から響いていた。

　子こ供どもなら泣き出し、大人でも恐きよう怖ふと共に耳を塞ふさぐ。長く聞いていれば、精せい神しんに異い常じようをきたしかねない憎ぞう悪おの響き。性せい別べつも年ねん齢れいもわからない、いや、そもそも人の声なのだろうか?

　そんな声に耳を傾かたむけながらも、青年の表情は涼すずやかなままだった。

「ずいぶんと怖こわい声を出すね。何をそんなに怒おこっているんだい?」

　──ほざいたな………！

　青年の周囲の木々がざわめき、草花が揺ゆれた。

　足元からは風が吹ふき上げ、怨嗟の声は憤ふん怒ぬの色合いを強めていく。

　──我われにした仕打ちを忘れたか……?　我が何な故ぜこのような場所におるか……全すべては貴き様さまのせいだ……！　この屈くつ辱じよくはけして忘れん……！　いずれ必ずその体を八つ裂ざきにして………。

「気の長い話だね」

　青年は呆あきれたように肩かたをすくめた。嘲あざけりというよりは素す直なおな感かん嘆たんの動作だが、相手には侮ぶ辱じよくとしか映うつらない。さらなる憤怒の声が発せられようとしたが、彼は機先を制せいした。

「いずれ、なんて言わなくていい。出してあげようか?」

　声は途と切ぎれた。

　驚おどろきと、彼の真意を測はかりかねたために。

　──何のつもりだ……?

「言ったとおりさ。君を解かい放ほうしてあげよう。もちろん、君がそれを望むのならね」

　望むか否いなかなどとうに見み透すかした口調は、不信しか生まない。

　だが彼の言葉はあまりにも甘かん美びで、あまりにも魅み力りよく的だった。

　抗あらがいがたい申し出に、声が迷まよいの唸うなりを帯びる。

　──わかっているのか……?　我を解とき放てばどうなるか………。

「わかっているとも。でも、過か去こはどうあれ今の君を封ふう印いんし続けるのは僕ぼくのポリシーに反するしね」

　──それだけか?

　訝いぶかしがる声は、確たしかに的を射いていた。

　ポリシーはともかく、この男がただの親切心だけで来たはずがない。

　最初から隠かくし通す気はなかったらしく、彼はあっさりと本心を吐と露ろした。

「本音を言うと、一つ手に入れたいものがあってね。丁ちよう度ど君のことを思い出したから、手伝ってもらおうと思って」

　──手伝う……?　ふざけるな！

　一ひと際きわ強い突とつ風ぷうが吹きつけ、彼の髪かみを乱みだす。しかし精神には漣さざなみさえ立てられない。

「ふざけちゃいない、大真ま面じ目めだよ。それに、別に君に指図する気はない。君は君らしく、ただ己おのれのあるがままに行動すればいい。結果、それが僕を導みちびいてくれる。そして、僕の描えがく“〝ストーリー”〟も完結するだろう」

　真しん摯しといっていい言葉に、声の主も迷いを感じたようだ。

　しばしの間辺りは沈ちん黙もくに包まれ、やがて意を決したように声が聞こえた。

　──いいだろう。解き放つがいい。だが勘かん違ちがいするな、貴様のために動く気は毛頭ない。我が最後に望むのは、貴様の命であることも忘れるな……！

「いいとも。だが忠ちゆう告こくはしておこう。君の前に必ず一人の少年が立ちはだかる。彼は君の行く手を阻はばみ、何としても君をその姿に留とどめようとするだろう。彼は手て強ごわく、けして諦あきらめない。それでも構かまわないかな?」

　青年の言葉通り、それは確かに忠告だった。

　一いつ切さいの嘘うそ偽いつわりを交えない、純じゆん粋すいに声の主を案じる言葉。

　ただし、それが相手に届くかどうかはまた別の問題だ。彼の心配りを嘲あざ笑わらいつつ、声の主は傲ごう慢まんな語り口で告げる。

　──構わん。貴様が一番よくわかっていよう。貴様以外に、我を止められる人間などいるわけがない。

「……そう言うと思った」

　青年の口元が綻ほころぶ。伏ふし目がちな瞳ひとみにも、特に憂うれいた様子はない。その瞳はすでに相手の反はん応のうを完全に見透かしている。その両りよう眼めは、あるいはこの先の未来までも見透かしているのかもしれなかった。

「だが、そうこなくちゃね。忠告の責任は果たした。後は全て君の意い志しのまま進む。僕はささやかな黒子に徹てつしよう」

　彼は身を屈かがめ、その地に片かた膝ひざをついた。

　その右手には、古風な羽根ペンが握にぎられている。

　それこそ中世ヨーロッパの時代から抜ぬけ出してきたような骨こつ董とう品ひんは、単なる筆記用具以上の品ひん格かくと神しん秘ぴ性せいを放っていた。ペンの本体は高貴な銀ぎん製せいの装そう飾しよくで彩いろどられ、最も目を引く羽根は、いかなる鳥のものか想そう像ぞうすらつかない漆しつ黒こくの輝かがやきを帯びている。

　その外見はこの羽根ペンが全ての要素を彼に合わせ、彼のためだけに存在する品だということを窺うかがわせた。

　青年は体の一部と思えるほど自然な動きで羽根ペンを使い、地にある言葉を刻む。

　インクなどまったく使っていないが、その言葉は確かに刻まれたのだ。

　いつの時代、どこの国とも知れぬ文字、だがその意味は単たん純じゆん明めい快かいなもの──そう「解放」だ。

　最初に彼が地に落とした紙もまた、それを役目としていたが、あくまでも表ひよう層そう的てきなものにすぎない。真の「解放」はこれから始まる。

「現れるがいい──『封ふう魔ま録ろく』よ」

　促うながす言葉と共に、青年の足元の土が爆はぜた。

　そのことで生じた穴あなから黒い大気が立ち昇のぼり、周囲は一層濃こい闇やみに彩られる。

　その闇は、それまでそこに封じられていたものの怨おん念ねんだったのだろう。

　ありとあらゆる負の情じよう念ねんを内包した闇は、そう簡かん単たんには消えずに彼を包み込む。常人ならば気がふれていたかもしれない。

　だが青年は満足げに微笑ほほえみ、穴の底を見つめていた。

　三十センチほどの深さに、それは在あった。

　土に汚けがされることなく、かつての姿すがたのままで。

　そこに在るのは一冊さつの本だった。

　かなりの年代を経へた古書の表紙には、ただこう書かれている。

『Ｚツｗヴｅアｉイ』と。

　ただならぬ妖よう気きを漂ただよわせるその本に、彼は先ほどまでと変わらぬ口調で笑いかけた。

「それでは始めよう。新たなる“〝ストーリー”〟を」
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「あ～あ、よく寝ねたわ～」

　拳こぶしも入りそうなほど口を開けて欠伸あくびをし、永えい命めい学園司書・氷ひ室むろ真ま由ゆは軽く全身をほぐした。まだ歳としも若わかく、美人司書と呼よんでも差し支つかえない容よう貌ぼうの持ち主ではあるが、学園の男子生徒にはその存そん在ざいをあまり知られていない。

　その理由は、彼女よりも学園最強と呼ばれるある男子生徒と学園一の美少女の方が、知名度が高いからだ。さらに、真由自身が彼らに図書館を任まかせて表に出ないことが言える。大たい抵てい彼女は貸かし出し用のカウンター奥おくの図書準じゆん備び室しつに引っ込み、図書館の業ぎよう務むとは別の個こ人じん的な仕事に勤いそしんでいる。

　今もその最中で、昼休みと掃そう除じ時間が終わり、彼女以外は無人と化した図書館で仕事をしていた──と言えば聞こえはいいが、実じつ際さいはすぐにウトウトきて眠ねむっていた。起きてみればかなりの時間が経たち、午後の授じゆ業ぎようが終わるのもそう遠くない。しばらくすれば、また生徒達が訪おとずれるだろう。

「な～んか体がダルイわね。寝すぎたかなあ……」

　ボーッと目を擦こすりつつ、真由は眠気覚ましを兼かねて準備室の肘ひじ掛かけ椅い子すから立ち上がり、館内を歩き始めた。

　自分が管理を任された図書館ではあるが、実際にここの運うん営えいをしているのはある男子生徒である。それは自分が仕事をしないことが原げん因いんなのであるが、負い目はまったく感じていない。

　彼がいてくれて助かる──などと呑のん気きに思いつつ、久ひさしぶりに館内を見て回る。整理と清掃の行き届いた様子に感心していると、ふと利用者用の机つくえに一冊さつの本が載のっていることに気づいた。

「置き忘わすれ……?　珍めずらしいわね。月つく詠よみクンなら掃除のときに本ほん棚だなに戻すはずだけど……」

　信しん頼らいする少年のささやかな取りこぼしを目にし、真由は本を手に取った。ずいぶんと古ぼけた本で、赤せき褐かつ色しよくの乾かわいた表紙が印象に残る。取り立てて汚よごれている様子はないが、他の本と比くらべると毛色が違ちがう。

　まず表紙に書かれた『Ｚツｗヴｅアｉイ』という文字。とりあえず題名と考えていいだろうが、それ以外には著ちよ者しや名すら明記されていない。しかしその題名にしろ表紙に直筆で書かれたものらしく、その装そう丁ていはかなり他の本と異ことなる。そもそも保ほ護ご用のシートも貼はられていないし、貸し出しの際に読み取るバーコードもない。

「おかしいわね……これ、うちの本?　誰だれかの忘れ物かな……」

　頬ほおに片かた手てを当てて考え始めたとき、何かが頭の中で響ひびいた。

　──よ………

　それは静かな、それでいて否いや応おうなく刻きざみ込こまれる威い圧あつ感のある声。

　だが真由は最初の一文字を聞くと同時に本を机に置いた。

「……空耳?　ま、いっか。あ、そうだ、今日は合コンの日じゃない！」

　それまで保たもたれていた図書館の静せい謐ひつを大声で乱みだし、彼女は絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかを慌あわてて駆かけた。その足音もまた静謐の崩ほう壊かいに繋つながるのだが、気にしてはいない。多分、利用者がいても同じだろう。

「やっぱり一度家に帰って着き替がえた方がいいわよね～。化け粧しようも大分崩くずれたしなあ。急がないと……！」

　最さい優ゆう先せん事じ項こうを確かく認にんし、家路のために準備室の私し物ぶつを取りに行く。すでにその頭からは机の本のことなど消え失うせている。あえて残っているとすれば、せいぜい後で来る少年が戻してくれる──程てい度どのことだろう。

　実際、それは間違っていなかった。

　その少年がこの本を目にしたら、必ずその本をあるべき場所に戻したことだろう。そして、これからやって来る災さい禍かも未然に防ふせげたかもしれない。

　だが運命は無む情じようにもその本をそこに置き去りにした。

　歴史の流れに「もしも」はない。

　だがこのときの真由の行動は後の事態を知る者にとっては、痛つう恨こんの出来事だった。

　その本を所定の位置に戻せ、とは言わない。むしろ、声の全すべてを聞く前に手を離はなして正せい解かいだった。問題はその後──せめて図書準備室の机にでも置くか、彼女が信頼するある少年の目につく場所に置くべきだった。少なくとも、今はまだそれが可か能のうだっただろう。あくまでも、今だけは。

　自分の行動が今後何を引き起こすのか、いそいそと帰り支度じたくに勤いそしむ真由は知る由よしもない。ただ言えるのは、これからまた一人の少年が禁きんじられた異界の力を秘ひめた本に立ち向かうこと、そしてその少年が真由の行動を司書失しつ格かくと憤いきどおることだけだ。





　永命学園図書準備室。

　学園最強と謳うたわれる男の仕事場であるこの場所は、一いつ般ぱんの生徒からは一種の「聖せい域いき」と呼ばれ、容よう易いに立ち入ることはできない。

　元々図書部員以外の生徒は立ち入り禁止が原げん則そくであるが、最大の理由は無む論ろんこの部屋の主である少年のせいだ。

　月詠読どく破は──学園最強との誉ほまれ高き少年は、今日も放課後の図書館を訪れ、この部屋で仕事に勤しんでいる。縁ふちなし眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみはいつも以上に鋭するどく、知的な顔も真しん剣けんそのものだ。

　そんな彼の様子を、新米の図書部員、楠くす本もと綴つづるは感かん嘆たんの面おも持もちで見つめていた。

　もっとも仕事と言っても、やっていることは至し極ごく普ふ通つうである。

　公共施し設せつ並なみの規き模ぼと蔵ぞう書しよ量りようを誇ほこるこの図書館も、やはり高校の一施設であることは否いなめない。それゆえ、一般の「図書室」のように季節に応おうじてそれなりに模も様よう替がえのようなものを行う。

　もっとも内容は展てん示じ物ぶつの張り替え、季節やイベントに応じたイラストや飾かざりつけなどが関の山だ。小学校の図書室などではよく見られるものではあるが、高校ともなるとあまり楽しんでやるものはいない。

　しかし、この図書館を管理する男は館内においては何事にも妥だ協きようしなかった。

　先ほどから色画用紙をデザインナイフで器用に切り裂さき、これからの行楽シーズンに向けての飾りつけを作成している。さらに折り紙を使用しての遠足の風景の貼はり絵、そして今月のオススメ本と新たに入荷した本を宣せん伝でんする小冊さつ子しまで同時進行中だ。

　その工作の腕うでは見事としか言いようがなく、保ほ育いく士しにでもなれば子こ供どもから何か作ってとせがまれること確かく実じつなレベルだ。早さも尋じん常じようでなく、作業机には瞬またたく間に完成した品が積みあがっていく。

　──すごいな………。

　手先の不器用さを自じ認にんする綴は、ただそう思うことしかできない。手伝いたいのは山々だが、まず足手まとい確定だ。ダサい黒縁の眼鏡に三つ編あみ、そしてドジっ娘こと三拍びよう子し揃そろった自分なら、せいぜいデザインナイフの刃はで手を切るのがオチだ。

　読破もそれを理解しているのか、作業は終始無言のまま孤こ独どくに行われている。それに反はん比ぴ例れいするかのように、どちらかと言えば女じよ性せい的な品々が次々と机に並ならんでいく。やがて作業が終わりを迎むかえると、彼も一息ついたように呟つぶやいた。

「終わりだ。明日は張り替えと展てん示じをやるから、出来るだけ来てくれ」

「は、はい！」

　いきなり声をかけられ、綴は思わず「気をつけ」の状じよう態たいになる。図書部員に対する読破の影えい響きよう力りよくは絶ぜつ大だいで、普ふ段だん図書館に来ない者でも声をかけられると大体こんな感じだ。



    

  
    
      「さて……それでは本の整理でもするかな。君も暇ひまなら手伝ってくれ」

「あ、はい……あの、その前にちょっと訊ききたいことが……」

「何だ?」

「私、一いち応おう異い界かい司書の見習いなんですよね……?　その、そろそろ何かこう……教えてくれません………?」

　これこそが綴が今まで仕事もないのに部屋で立ち尽つくしていた理由だ。

　ふとしたことから巻まき込まれた、読むことを戒いましめられた禁きん断だんの書物“〝戒かい書しよ”〟を巡めぐる事じ件けん。その中で眼がん前ぜんの上司が“〝戒書”〟を「回かい収しゆう」する異界図書館に所しよ属ぞくする異界司書であることを知り、その存そん在ざいに憧あこがれた。

　そして、綴もまたその存在に至いたる資し質しつがあるらしく、最終的に異界司書見習いとなった……はずなのだが、正式に任にん命めいされてから一週間、読破は全くそのことを話題としない。

　見習いである以上、仕事は読破が教えてくれるはずだが、この一週間で彼に言われた事といえば図書部の雑ざつ用ようだけだ。それはそれで好きだから苦にならないが、ここまで放置されるとさすがに一言言いたくなる。

　読破もそんな彼女の意志を感じ取ったのか、軽く溜ため息いきをついてこう切り出した。

「別に君のことを忘わすれていたわけじゃない。だが何分私も見習いの育成など初めてでね。そもそも私自身もまだまだ修しゆ行ぎよう中ちゆうの身だ。何より、私はまだ君の事を知らなすぎる。指し導どうするにしても、君の適てき性せいを見み極きわめないとな」

「適性、ですか?　あの、一応私資質があるんじゃ……」

　彼女らしい控ひかえめな抗こう議ぎだが、生あい憎にく問題はもっと深いところにあった。読破とて彼女の資質を認めてはいるが、実際に任にん務むに就つくとなるとまた違う意味の適性が問われる。

「私が言っているのは、君の専せん門もんの話だ。異界司書には大きく分けて『鑑かん定てい』『回収』『管理』の三つの分野があり、君もどれかを専門とすることになる。だがそのためにはまず君の適性を掴つかまねばならない。だから今日まで仕事を通し、私なりに君という人間の理り解かいに努めてきたつもりだ」

「観察……じゃああれですか、よく漫まん画がとかであるみたいに、実は今までの仕事も何か異界司書の修行的な意味があったりとか、自然と力がついたりとか………」

「いや全然。純じゆん粋すいに図書部員としての仕事だ」

　ズッコケかけた綴に、読破は冷たい視し線せんを浴びせた。

「……不服なのかな?」

「い、いえ、そんなことないです！」

　慌あわてて否定するものの、やはり本心では未練がある。この一週間で、読破は自分の適性を見極めてくれたのか?

「……それで先せん輩ぱい、結局、何かわかったんでしょうか?」

「ああ。完全に理解したとは言えんが、私なりに異界司書としての君の今後が見えてきた」

「どんな感じですか?」

「一言で言えば問題外だ。適性云うん々ぬんを語る以前に基き礎そから徹てつ底てい的に叩たたき込む必要がある」

　冷れい酷こくな落ちこぼれ発言に、今度こそ綴は前のめりにズッコケた。日ひ頃ごろからよく転ぶが、今日ばかりは精せい神しん的にも辛つらい。打った膝ひざを撫なでながら、半泣きで読破を見上げる。

「つまり、ダメダメってことですか……?」

「ああ。そのドジな点も含ふくめてな。この一週間、君の熱意と生き真ま面じ目めさは伝わってきたが、ミスの多さと作業の遅おそさも気になる。改かい善ぜんに努めたまえ」

「はい………」

　自覚してはいるものの、はっきり指し摘てきされるとさらに辛い。所しよ詮せん自分は読破とは対極の人間、単なる本好きにすぎないのだろうか。

　しばらく俯うつむいて落ち込んでいると、さすがに良心の呵か責しやくに耐たえかねたのか、読破が無愛想に声をかけた。

「だが、今後のためにある程てい度どの指針は必要だろう。説明を聞く気があるなら、そこに掛かけたまえ」

「あ、はい……！」

　落ち込んだ気分がほんの少し上向き、綴は読破の向かい側に腰こし掛けた。真剣な顔つきを前にし、読破はレクチャーを開始した。

「さっきも言ったように、異界司書の仕事は大きく分けて三つある。まずは『鑑定』──これはその名の通り“〝戒書”〟の鑑定が主な仕事だ。そもそもその本が“〝戒書”〟か否いなか、また“〝戒書”〟ならばどのような内ない容ようで、どれほどの危き険けん度どなのか……そういったことの判はん別べつが含まれる。我われ々われの仕事はまずこの『鑑定』から始まると言っても過言ではない」

「はあ……すごい仕事なんですね。あの、やっぱり鑑定士さんみたいな技ぎ術じゆつが必要なんですか?」

「あるに越こしたことはないが、どちらかと言えば本の内容を解読する方が重要だな。一いつ般ぱんに“〝戒書”〟とは古書に分類される本であることが多い。本の内容が解読できれば、それだけで書かれた時代や国の特定に繋つながる」

「……ってことは、つまり語学力とかが必要ですよね……?　私、英語苦手なんですけど………」

　綴は顔を曇くもらせ、改めて自分の英語力の貧ひん弱じやくさを思い出した。成せい績せきは中の上程度だが、テストの度たびに英語に足を引っ張られ、得意教科の国語で挽ばん回かいしている。どちらも文系けい科目なのだが、正直あのアルファベットの文章は読んでいるだけで頭ず痛つうがしてしまう。

「別に英語力がそこまで必要なわけじゃない。確たしかに語学力は必ひつ須すだが、さっきも言ったとおり“〝戒かい書しよ”〟とは基き本ほん的に古書だ。つまり、西洋の“〝戒書”〟ならばかつての公用語であるラテン語が役に立つ場合が多い。同じように、日本の“〝戒書”〟ならば君も習っている古文の知ち識しきが役立つわけだ」

「は～なるほど………」

　さすがに学園の文系科目トップが言うと説得力が違ちがう。彼は今までの経けい験けんから、学校の授じゆ業ぎようがどこまで異界司書の仕事に適用できるか熟じゆく知ちしている。

「だが最も重要とされるのは、直感力だ。既き存そんの文字ならば、時間をかければ解読はできる。だが未いまだ発見されていない未知の文字体系、それを駆く使しした暗号的な文章は、単なる語学力だけでは解読できない。何より、簡かん単たんに『鑑定』させてくれる“〝戒書”〟ばかりではない。“〝戒書”〟に記された異界の叡えい智ちの『鑑定』は、最終的に本人の直感、危機予よ測そくや閃ひらめきがものを言う。こればかりは、習得しようと思ってできるものではない」

「はあ………」

　感心と同時に、どうも自分には無理なことが感じ取れてきた。危機予測ができるならドジはやらかさないし、閃けるならもう少し英語の試験の記号問題ができている。

「……何か、私は『鑑定』向きじゃないような気がします」

「結けつ論ろんは今出さなくていい。今の君はそれを判はん断だんするレベルにさえいない」

「………はい」

　自分の立ち位置を再さい度ど突つきつけられ、また気分が重くなるが、読破は構かまわず説明を続ける。

「では次に『回かい収しゆう』に関してだが、これは君も知っての通り、『鑑定』によって“〝戒書”〟指定された本を実じつ際さいに異界図書館へ回収する仕事だ。私の専せん門もんでもある」

　これはすでに綴もある程度理解している領りよう域いきだ。二週間前に解決した二冊さつの“〝戒書”〟を巡めぐる事じ件けん──それは読破の『回収』の物語だった。一応当事者である綴は、ある程度この『回収』についての知識もある。

「やっぱあれですよね、私も栞しおりとか本とか武ぶ器きにしないと駄だ目めですよね?」

「……いや、それはあくまで『回収』の一側面だが………」

「えぇ、毎回あんなのじゃないんですか?」

　真顔で驚おどろく綴に、読破も少々辟へき易えき気味だ。どうも自分を含めて「回収」が誤ご解かいされているような気がする。

「確かに、『回収』というのはそれなりに荒あら事ごとがつきまとう。対象となる“〝戒書”〟が悪用されている場合は、こちらも相そう応おうの力を以もつてしなければ対たい抗こうできないからな。だがそうでない場合も多い。一般の古書として出回っている“〝戒書”〟もあるし、所有者がいても“〝戒書”〟であることを知らなければ、別に実力行使はいらないだろう。それらの場合は金きん銭せんで解かい決けつできることも多いし、いわゆる交渉人ネゴシエーターとしての能のう力りよくが重視される」

「あ、そうなんですか。よかった、私運動苦手なんで………」

　ほっと胸むねを撫なで下ろす綴。

　実際、読破クラスの戦せん闘とう力りよくを要求するのはまず無理だろう。だがそれを差し引いても上司の評ひよう価かは厳きびしかった。

「……まあ、そういう考え方もあるな。しかし、正直君にはあまり向いていない気がする。人間、向き不向きがあるからな」

「そうですね……私もやっぱり本で戦うとかできない気がするし……」

「……少しそこから離はなれてくれ。では最後に『管理』についてだ。これは回収後の本の管理で、主に異界図書館に常じよう駐ちゆうすることが多いな。あるいは諸しよ般はんの理由で異界図書館に持ち込めない“〝戒書”〟の一時的、もしくは長期的な管理が仕事だ」

「はあ……管理………」

　具体的な管理法はまだわからないが、他の二つよりは専門的な技術が必要ない気がする。

　すでに鑑かん定ていは問題外、回収も不向きと言われた以上、これが今のところ最適かもしれない。

　何より──

「なんか私でもできそうですね。結構楽そう………」

「『管理』を甘あまく見るな」

　静かに一いつ喝かつされ、綴は思わず身を震ふるわせた。この男の仕事に関する厳しさが気配から垣かい間ま見みえる。

「す、すいません……」

「『管理』は君が思っているよりもずっと過か酷こくな仕事だ。他の二つは終わりがあるが、これは半はん永えい久きゆう的てきに続く。集中力を切らすことなく終わりのない仕事を続ける……これがどれほど辛つらいか、君にも想そう像ぞうがつくだろう?」

「はい………」

「そもそも『管理』の異界司書は他の二つの内、どちらか一つを極きわめた者がなるのが原げん則そくだ。今の君では目指すことすらおこがましい。例外がないわけじゃないが、楽になれるとは思わないことだ」

　唯ゆい一いつ残った選せん択たく肢しも切り捨すてられ、綴はしばらく絶ぜつ望ぼうに沈しずんだ。自分なりに頑がん張ばろうと思って選んだ道だが、その道のりは果てしなく険けわしいようだ。そう歳としも変わらないのにその道のりのはるか先を行く少年が目の前にいるが、彼では希望の光になりそうもない。

　それでも、今の自分に縋すがれるのは彼しかいなかった。

　萎なえた心を奮ふるい立たせて、読破の経けい験けん談だんを尋たずねる。

「あの、先せん輩ぱいは『回収』が専門なんですよね?　その……やっぱり大変なこととかあったんですか……?」

「ああ。子こ供どもの頃ころからの乱らん読どくのおかげで、『鑑定』のスキルは多少身に付いていたが、『回収』の仕事は未知のものだったからな。『管理』の研けん修しゆうのときも、色々と苦労したよ」

「『管理』の研修……?　あの、先輩は『回収』が専門なんじゃ……?」

「ああ、言ってなかったな。私は特とく務む班に所しよ属ぞくしているので、一応三つの分野全すべての研修を受け、一定以上のレベルを身に付けなくてはならない。マスターしたとは言えんが、仕事に支し障しようがない程てい度どには『鑑定』も『管理』も行える」

　読破はさらりと言ってのけるが、無論異界司書の中でもかなりハイレベルな能力であるのは間違いない。そしてそれを言われたのは専門を決める以前の新米──ここまで来ると、落ち込みを通り越して尊そん敬けいするしかなかった。

「先輩ってすごいんですね……！」

　両手を組んで素す直なおに尊敬の眼まな差ざしを向ける部下に、さすがの読破も照れたらしい。ここまで尊敬の眼差しを受けるのは予想外らしく、そっぽを向いて無愛想に語る。

「要はただの便利屋だ。特務班への所属も、抜ばつ擢てきではなく私の希望が通った形だしな」

「そうなんですか。でも、何で特務班になったんです?　やっぱりエリートでかっこいいからですか?」

　裏うら表おもてのない問いは、時として何よりも回答者の深しん奥おうを突く。

　読破は押おし黙だまり、かつて自分の道を定めたときのことを噛かみしめる。あのとき示しめされたいくつもの選択肢──自分は何な故ぜあえてこの道を選んだか。

「先輩……?」

　心配そうな綴の声にも反応はない。ただ、絞しぼり出すような声だけが漏もれた。

「特務班にいた方が、あの人を追うのに都合がいい。それだけだ……」

　それきり、読破は押し黙った。

　突とつ然ぜん生じた沈ちん黙もくは、もちろん綴にとっては予想外。

　自分の質しつ問もんの何が彼の心を貫つらぬいたか知るよしもなく、ただ様子を窺うかがうしかない。

　──どうしよう、悪いこと言っちゃったのかな……?

　考えても理由がわかるはずもなく、ただ時が刻こつ々こくとすぎていく。

　そんな重い空間は、突然の音で打ち破やぶられた。

　何かが割れる音──そしてざわめき。

　読破が音の方へ顔を向けたとき、図書館と繋つながるドアから女生徒が顔を出す。高こう貴きな印象の長い黒くろ髪かみの美少女は、読破以外なら凝ぎよう視しせずにはいられないだろう。

「部長、ちょっと来ていただけませんか?」

　珍めずらしく慌あわてた声で読破を呼ぶのは、図書部副部長の樹いつき睦むつ美みだった。

　学園一の美少女と名高い彼女は、読破と共に大たい抵てい図書館にいる。今日も彼が綴と話し込む間、カウンターで貸かし出しの業ぎよう務むを行っていた。

　二年生の彼女にとっては手て馴なれた仕事で、わざわざ読破を呼ぶ必要など本来ならばない。何より、いつも落ち着いた美び貌ぼうがやや青ざめているのが気になる。

　ただならぬ事じ態たいが進行中と気づき、読破はすぐに立ち上がった。

「何があった?」

「急に暴あばれ出した人がいて……普ふ段だんは見ない人なんですが………」

「けしからんな」

　当たり前の言葉に尋じん常じようでない敵てき意いを込こめ、彼は部屋を出た。その後ろをおそるおそる綴もついていく。理由は一種の怖こわいものみたさからだ。図書館内の静せい寂じやくを乱みだす者がどうなるか──それはこの学園の者ならば誰だれでも知っている。

　緊きん張ちようしつつ読破の後を追うと、彼はカウンターの近くの小さな木き机づくえの前で立ち止まっていた。

　この木机は館内のインテリアの一つであり、いつも季節の花を活いけた花か瓶びんや小物が載のっている。

　もちろん大して重要なものではなく、ほとんどの者がその存そん在ざいすら認にん識しきしていないだろう。だが図書館という空間を構こう成せいする要素の一つには違ちがいない。何より、花の手入れをしているのは他ほかならぬ読破である。

　そんな木机は、今倒たおされて床ゆかに転がっていた。当然花瓶も割われて破は片へんが床に散らばり、零こぼれた水が絨じゆう毯たんを濡ぬらしている。それだけなら単なる過か失しつといいわけもできるだろうが、机の傍そばで腹はらや脚あしを押さえて数人の生徒が倒れているとなると話は別だ。

　読破は知らないことだが、彼らはたまたま机の傍におり、事の原げん因いんと思おぼしき生徒に何があったのかと声をかけた。ただそれだけなのに、いきなり殴なぐられ、蹴けられ──という憂うき目を見ていた。

　犯はん人にんは逃にげもせずにその場に立っており、館内の視し線せんを一手に集めていた。利用者は皆みな目でこう訴うつたえている。

　どうしてこんなことをしたのか、命が惜おしくないのか、と。

　だが犯人は虚うつろな瞳ひとみのまま動じていない。

　図書館では見かけないその男子生徒は、引き締しまった肉体と平へい均きんよりやや上の身長以外はとりたてて特とく徴ちようはない。体は鍛きたえているようだが、粗そ暴ぼうな印象は皆かい無むで良くも悪くも平へい凡ぼんな一生徒だ。左手に赤せき褐かつ色しよくの装そう丁ていの古ぼけた本を手にしていることからも、あくまで利用者の一人であることが窺える。

「君がやったのか?」

　読破はあくまで静かに尋たずねた。

　図書館に相応ふさわしい、静かだがよく通る声。

　だが答えはない。

「答えろ。君がやったのか?」

　三度目はないと感じさせる問いへの答えは、高速のハイキックだった。

　男子生徒の右足が、鋭するどい軌き跡せきで読破の左顔面を襲おそう。

　利用者の中には、この動きから男子生徒が空手部に所しよ属ぞくし、足あし技わざを得意とする有ゆう段だん者しやと気づいたものがいたかもしれない。

　グシャッという鈍にぶい音に、読破の後ろにいる綴と睦美は息を呑のみ、傍ぼう観かん者しや達は目を背そむける。だがおそるおそる読破を見たとき、彼らは月詠読破という少年の肩かた書がきを思い出すだろう。

「ずいぶんと乱暴だな。だがこの場所では許ゆるされんぞ」

　学園最強の図書部長は、自分の顔に迫せまった靴くつを見ながら悠ゆう然ぜんと語る。彼の顔と生徒の靴の間には、一冊さつの本が挟はさまっていた。

　題名も著ちよ者しや名も記き載さいされていない黒くろ塗ぬりの表紙、それを十字に縛しばる金の鎖くさり、そしてその中央にあしらわれた蛇へびの絡からみつく林りん檎ごの装そう飾しよくという神しん秘ぴ的な装そう丁ていのそれは、読破のトレードマークであり、彼が常つねに携けい帯たいしている黒本に他ほかならない。

　席を立ったときにすでに読破はこの本を小こ脇わきに抱かかえており、今身を守る盾たてとして使用した。

　この黒本の硬こう度どは恐おそるべきもので、今まで読破に挑いどんだ多くの者はこれで攻こう撃げきを阻はばまれ、さらに手足に甚じん大だいなダメージを負っている。それは今回も変わりない。先ほどの破は砕さい音おんは、紛まぎれもなく男子生徒の足が砕くだけた音だ。

　それにも拘かかわらず──彼は平然と立っていた。

　ダラリと下ろされた右足は、間違いなく破は壊かいされている。しかし彼はただ虚ろな瞳のまま、無表情で立ち尽つくしている。さらに口の端はしから滴したたる涎よだれが、明らかに彼が尋じん常じようならざる状じよう態たいであることを感じさせる。

「……保ほ健けん室しつに行った方がいいな」

　忠告と共に読破が黒本で生徒の顔面をはたく。鈍どん器きで殴られたのとほぼ同ダメージの衝しよう撃げきは、すぐさま彼を前のめりに倒させる。

　そのまま動かない彼に、誰もが終わりを感じた。

　読破のこれまでの戦歴を考えれば至し極ごく当たり前の結果だ。

　本人も同じ思いを抱いだき、図書館からつまみ出すために倒れた生徒に近づく。そのとき、男子生徒がふらつきながらも立ち上がった。

　読破も虚きよを突つかれ、一いつ瞬しゆん反応が遅おくれる。

　それでも胸むな元もとへ繰くり出された正せい拳けんを黒本でガードできたのが、彼が学園最強たる所以ゆえんだ。すぐに侮あなどりを理り解かいし、一いつ旦たん下がって距きよ離りを取り、相手の様子を確かく認にんする。

　表情は先ほどと一いつ切さい変わっていない。敵てき意いも悪意もゼロ、だが破壊衝動だけは強大だ。とにかく近寄る者があれば無む条じよう件けんに攻こう撃げき──それが虚ろな瞳が放つ唯ゆい一いつの感情だった。

「致いたし方ないな」



    

  
    
      　諦あきらめたように呟つぶやき、読破は動いた。

　その動きを目で追えた者はいない。

　綴や睦美を含ふくむ傍観者が彼の姿を確認できたのは、再ふたたび男子生徒が床ゆかに倒れてからだ。

　中には目を擦こすって疑うたがう者もいるが、眼がん前ぜんの光景は揺ゆるがない。一見理解しがたくても、少し想そう像ぞう力りよくを働かせばわかる。

　読破がやや本気で潰つぶしにかかった──それだけだ。

　誤ご解かいされがちであるが、彼はいかなる相手でも基き本ほん的に手て加か減げんをする。まして図書館ではあくまで追い出すのに支し障しようがない程てい度どのダメージしか与あたえない。しかし今回は徹てつ底てい的に痛いためつけなければ駄だ目めだと判はん断だんし、いつもより本気を出した。

　高速で繰り出された黒本は生徒の全身を殴おう打だし、今度こそ強きよう制せい的てきに戦意を失わせた。

　少なくとも、彼が再び立ち上がるまでは誰もがそう思っていた。

　読破が顔つきを強こわ張ばらせ、傍観者達が信じられないとかぶりを振ふる。

　だが三度目の戦いは結局無かった。

　立ち上がった瞬間、彼は糸が切れたようにあっけなくその場に崩くずれた。

　だれもがほっと胸むねを撫なで下ろす中、読破は倒れた生徒に駆かけ寄り、その様子を確認する。

「どうかなさったんですか?」

　読破のただならぬ表情に気づき、睦美が近寄ってくる。興きよう味みを引かれ、綴もまた生徒を覗のぞき込こもうとしたが、

「近寄るな」

　と読破に制され、二人はその場で立ち止まった。

　声からして、すでに読破が事を一生徒の起こした器物破は損そんと捉とらえていないのがわかる。

　彼の眼まな差ざしは、生徒の手の甲こうに注がれていた。

　そこに浮うかび上がる奇き妙みような刻こく印いん。

　一筆書きのサインのような模も様ようは、一見すると刺いれ青ずみと思える。だがそうでないことはこの生徒自身が否ひ定ていするだろうし、何より読破自身がそう感じていない。

　そして、いつの間にか消えた本。

　最初に読破と対たい峙じしたとき、彼は左手に一冊さつの本を手にしていた。それはいつの間にか忽こつ然ぜんと消え失うせ、周囲にも見当たらない。

　その二つの事実からある仮か説せつを考えたとき、黒本の中であるものが蠢うごめいた。

　彼が黒本に挟はさみ込み、常に持ち歩く蒼あおい栞しおりが。

　その反はん応のうを感じ取り、読破は否定の思いを込めて自身の前まえ髪がみを掴つかんだ。

「まさか……『封ふう魔ま録ろく』シリーズか?」



    

  
    
      　第二章　その者、御み魂たまを喰くらう






　目覚めた途と端たん、体の各所に鈍どん痛つうが走った。

　部活や自主トレーニングでも体験したことのないダメージの理由を、自分は知らない。

　そもそも何な故ぜこんな場所にいるのか。

　首を傾かしげながら辺りを見回すと、清せい潔けつ感のある白い壁かべと薬品の戸と棚だなが目に付いた。

「……保ほ健けん室しつ?」

「お目覚めかな」

　はっと声のした方を見ると、学園最強と謳うたわれる男が、自分のいるベッドの横の椅い子すに座すわっていた。

　この男が自分を立てなくなるまでぶちのめしたことを、彼はまだ知らない。

「あ……月つく詠よみさん……?」

「君に訊ききたいことがある。２─Ｃ、工く藤どう貴たか樹き君」

「はあ……あの、俺おれ、何でここにいるんスか?　そのうえ節々いてーし………」

「やはり覚えていないか……」

　予想はしていたものの、いざ実じつ際さいに言われると厳きびしい。

　自分の予想が着実に事実へと変わっていくのを実感し、読どく破はは溜ため息いきをついた。

　もちろん、工藤には訳わけがわからないのは言うまでもない。

「あの、一体何なんスか?　つーか、何でアンタがここに……」

「君は図書館の備び品ひんを壊こわし、なおかつ複ふく数すうの生徒に暴ぼう行こうを働いた。私が取り押おさえ、その後保健室へと運んだ──それが全すべてだ。反はん論ろんがあるなら聞こう」

「はあ……?　ちょ、俺がスか?」

　いきなり驚きよう天てん動どう地ちの事実を告げられ、工藤は文字通り目玉が飛び出すほど困こん惑わくした。確たしかに記き憶おくの空白はあるものの、あまりに突とつ飛ぴすぎる。

　だが読破は動じない。

　想定の範はん囲い内の反はん応のうに、あえて冷たい声で淡たん々たんと告げる。

「自覚があろうが無かろうが、紛まぎれもない事実だ。目もく撃げき者しやも大おお勢ぜいいるし、被ひ害がいも出ている。事が公おおやけになれば、当然弁べん償しようしなければならないし、暴力沙ざ汰たとなれば君の所しよ属ぞくする空手部全体に処しよ分ぶんが及およぶかもな」

　言っていることは正しいが、口調には脅きよう迫はくめいたものが見え隠かくれする。読破は工藤が目覚める前にその情じよう報ほうを把は握あくしており、それを利用して彼から真相を聞き出す腹はらづもりだった。

「そんな……！　俺、本当に何も………！」

　記憶がない──そう訴うつたえて詰つめ寄よる工藤に、ますます読破の中で昏くらい確かく信しんが強まっていく。それが彼の表情をより冷たいものに変え、工藤を威い圧あつする。

「では私の質しつ問もんに素す直なおに答えろ。いいかな?」

「……はい。でも、本当に俺何も………」

「覚えていることだけ答えればいい。君はあのとき図書館にいた。それは認みとめるか?」

　工藤は小さく頷うなずいた。少なくとも、それだけは確固たる自分の意い志しでの行動だ。

「今まで君を見かけたことはないが、今日はどんな理由で来た?」

「え、それは……」

　工藤は答えに詰まったが、少し気転を利きかせばその必要はない。図書館の利用は全校生徒の誰もが持つ権けん利り、偽いつわりを含ふくめ、理由などいくらでも創つくり出せる。しかし読破の眼まな差ざしと自身の気質が合わさり、彼は素直に答えてしまった。

「……気になる人がいて」

「図書館にいる、ということか?」

「……はい。あの、誰かも言わなきゃ駄だ目めスか?」

「できれば」

　強きよう制せいでなくとも、抗あらがうのは難むずかしい。しばらく逡しゆん巡じゆんした後、工藤は目を逸そらしながら告白した。

「……樹いつきさんです」

　こう答えるのは、工藤だけではないだろう。

　学園一の美少女と名高い睦むつ美みには、数多くのファンがついている。そして、彼らが日々睦美の姿すがたを一目見ようと図書館に訪おとずれているのも周知の事実だ。

　比ひ較かく的新顔とはいえ、工藤もそういうよくある例の一つにすぎなかった。

「前から綺き麗れいだなと思ってたんスけど、たまたま今年同じクラスになって、それで……」

「それで彼女を見に図書館に来たと。今日が初めてだったわけだな?」

「……はい。あの、やっぱこういう理由で図書館に来たらマズイんスかね?」

「別に。理由はどうあれ、図書館に来てもらうのは喜ばしいことだし、読書の楽しさに目覚めてくれることもあるだろうしな。だが度を超こすとストーカーだ。それは気をつけた方がいいな」

　ほぼ毎日睦美と顔を合わせている男は、少年の純じゆん情じように何の興きよう味みも示しめさない。大事なのは図書館に来たのが彼自身の意志か──それだけだ。

「それでここから本題だが、君はあのとき一冊さつの本を手にしていた。それに関する記憶はあるか?」

「え、本ですか……?」

　ボリボリと頭を掻かいて記憶を思い返す。自分としては睦美より重要度が低いため、中々思い出せない。

「これが一番大事なことだ。しっかり思い出してくれ……！」

「そう言われても……」

「樹君にあることないこと吹ふき込こむぞ」

　ボソッと恐おそろしいことを呟つぶやかれ、工藤は蒼そう白はくになった。

「お、脅おどさないで下さいよ！　ええと……あ、そうそう、確かに持ってました。ずっと机つくえに座すわって暇ひまだったんで、何か読もうかなーと思って……そしたらちょうど目の前に本があったんで………」

「開いたんだな?」

「ええまあ……それが何か?」

　図書館で本を開くという自然この上ない行こう為いの、何が問題なのか。工藤が怪け訝げんな顔をしている傍そばで、読破はいよいよ頭を抱かかえ出していた。

「……その本を読んでからのことを、覚えているか?」

「あ～……そういや、それからが全然覚えてないや………あの本、何だったんだろ?」

「私が知りたいのもそこだ。赤せき褐かつ色しよくの表紙……それはわかる。表紙には何が書かれていた?」

　核かく心しんに迫せまってきたが、工藤の記憶はなおも曖あい昧まいだった。自信のない様子で、

「え～と……アルファベットだったかな?　たしか最初の文字が『Ｚ』で………」

「『Ｚツｗヴｅアｉイ』か」

　完全なる確信を得て、読破は立ち上がった。もう用はないと言わんばかりにそのままドアへと歩いていく。

「あ、あの………」

「今回の件けんのことは心配しなくていい。ただ、しばらくは図書館に来ない方がいいな。君のせいでないのはわかっているが、他の者に示しがつかない」

「はあ………あの、樹さんにもうまく言っといてくれますか……?」

「善ぜん処しよしよう」

　あまり乗り気でない口調で答え、読破は保ほ健けん室しつを出た。

　すると、すぐに綴つづるの姿が目に入った。どうやら部屋の傍で待っていたらしい。

「先せん輩ぱい………」

「何の用だ?」

「……いえ、何か、普ふ通つうじゃなかったから、気になって………」

「君の気にすることじゃない」

　そう言い捨すて、読破は背せを向ける。

　彼が何も語らずに去ろうとすることで、逆ぎやくに綴の中のある懸け念ねんが強まっていく。

「もしかして……また“〝戒かい書しよ”〟が………?」

　読破は答えなかった。

　唯ただ一つ、彼が断だん言げんできる警けい告こく以外は。

「──もしも赤褐色の表紙に『Ｚツｗヴｅアｉイ』と書かれた本を見かけたら、何もせずに逃にげろ。今の君にできるのは、それだけだ」

　彼はそのまま振ふり向かずに去った。

　そのため、綴は彼の顔を見ることができなかった。もし見ていれば、自分の懸念が当たっていたことを確信していただろう。

　その顔は、すでに図書部長から異い界かい司書のものへと変わっていた。

　読破は綴から離はなれて校こう舎しやの外に出ると、すぐに懐ふところから携けい帯たい電話を取り出して連れん絡らくを入れる。

「月詠だ。確かく認にんしたいことがある」

「はい、何でしょう?」

　性せい別べつ不明な無む機き質しつな声が応おうじた。

　読破達異界司書のサポートに当たる「見えざる調ちよう査さ官かん」は、いついかなるときでもこの声を崩くずさない。

「“〝回かい収しゆうリスト”〟にある『封ふう魔ま録ろくシリーズ』の巻かん数すうを確認してくれ。第二巻『Ｚツｗヴｅアｉイ』は未回収のままか?」

「少々お待ち下さい……はい、その通り未回収のままです。それが何か?」

「おそらく、学園内にある。どこまで解かい放ほうされたかは不明だが、すでに動き出しているようだ。即そつ刻こく『回収』に移うつるので、副館長にも伝えてくれ」

「かしこまりました。お気をつけ下さい」

　珍めずらしく任にん務む外の忠ちゆう告こくをした調査官の態度が、そのまま“〝戒書”〟の危き険けん度どを暗示していた。

　先ほど綴に全すべてを伝えなかったのも、彼女を危険に巻き込みたくなかったのともう一つ、彼女ができることは本当にあれしかなかったからだ。

　そしてそれは自分も大差ない。

　次なる「回収」の前ぜん途とを示しめすように、夕日が彼の前で沈しずんでいた。

　徐じよ々じよに薄うすれていく陽光は、希望の光を示しているのか。

　だが明けない夜はない。

　新たな仕事の幕まく開あけに、若わかき異界司書はゆっくりと踏ふみ出した。





　図書館の一件の翌よく日じつ──学園は平へい穏おんだった。

　唯ゆい一いつ波立つものがあるとすれば、月詠読破という少年の心中だけだった。

　いつものように真しん剣けんな顔で授じゆ業ぎように耳を傾かたむけているものの、どこか昏くらい翳かげがつきまとって離れない。

　だがそんな彼の心を知る者はこの教室にはいなかった。

　教きよう師しは淡たん々たんと英語の授業を進め、大半のクラスメイトは昼休みまで残り十分を切ったことで、十分後の安息のことしか考えていない。

　良くも悪くも平穏な日にち常じよう──読破もできればそこに埋まい没ぼつしていたかった。

　しかし崩ほう壊かいの前まえ触ぶれが後方で聞こえた。

　筆記用具の落ちた音は、授業中では特に珍しいことではない。ただ読破のすぐ斜ななめ後ろの席だったことで、反はん射しや的に彼はその音のした方を振り返った。

　その顔は、クラスメイトの机つくえにある本を見た瞬しゆん間かん蒼そう白はくに染そまっていく。

　授業に必要な教科書ではなく、赤せき褐かつ色しよくの古書。

　──あれは……！

　本を手にすべく、読破はすぐさま席を立って腕うでを伸のばす。

　その腕を、本が載のる机の主が掴つかむ。

　振り解ほどこうとしたとき、信じがたい力が全身を包んだ。そのまま足が床ゆかから離れ、体が空へ投げ出される。

　読破よりも小こ柄がらな男子生徒の所業に、教室の全すべての者が目を丸くして吹ふっ飛ばされた読破を見ているが、当の本人は至し極ごくまともに事じ態たいを受け止めていた。

　天てん井じよう近くまで飛ばされたものの、そこで宙ちゆう返がえりを決めて優ゆう雅がに着地する。

　その姿すがたは、すでに授業中という日常から異界司書の仕事に足を踏み入れていた。

　怪かい力りきを振るったクラスメイトには目もくれず、あの本の行方ゆくえに目をやる。だがすでに本はどこにも見当たらなかった。

「もう次の生いけ贄にえに移ったか……となれば、問題は解放されたお前だ」

　読破の視し線せんがクラスメイトに移る。

　同じクラスになって約一か月、ようやく顔と名前を覚え始めた少年はやや小柄で線も細く、全体的におとなしい印象を受ける。

　だが今は違ちがう。

　図書館での工藤と同じ虚うつろな瞳ひとみは、彼が人とは違う何かに支し配はいされたことを物語っていた。

「まだ自じ我がは目覚めていないか。おそらくはこれで二人目……あと何人必要だ?」

　呟つぶやきの最中、クラスメイトが読破に掴みかかってきた。

　誰だれかのやめろ、逃にげろという声が聞こえる。

　状じよう況きようがまったく呑のみ込めなくても、読破に迫せまる危険は皆みなが感じ取っている。しかしその心配は杞き憂ゆうでしかない。

　掴みかかった両手は、空むなしく空を切った。

　残っていたのは残ざん像ぞうと──高速移い動どうの余よ韻いんである一陣じんの風だけ。

「悪く思うな」

　声は少年の背はい後ごでした。

　振り向きざまに読破が手にした黒本の一撃げきを側頭部に叩たたき込む。

　前回の反省を踏まえ、今度は斃たおすことを前ぜん提ていとした一撃──だが、ダメージはかすかに身を揺ゆるがせるのみに留とどまった。

　再さい度ど読破を掴もうとする腕。しかも狙ねらっているのは首だ。

「致いたし方ないな」

　諦あきらめの言葉を呟き、相手の好きにさせる。

　即そく座ざに彼の首は少年の両手に掴まれ、そのまま怪力で持ち上げられる。

　絞こう殺さつ確かく実じつな状況に、さすがに他のクラスメイトもざわめきだし、教師も割わって入ろうとする。その寸すん前ぜん、急に読破の首を絞しめる力が緩ゆるみ、彼は解かい放ほうされた。同時に、少年も図書館で暴あばれた工藤同様に糸が切れたように崩れ落ちる。

　唐とう突とつに終結した事態に、周囲の者はまずどう対応すべきかわからない。

　唯一読破だけが全てを理解し、倒たおれた少年に駆かけ寄よった。

「やはりな………」

　手の甲こうに浮うかぶ奇き妙みような刻こく印いんを確かく認にんし、その近くに貼はりついている愛用の蒼あおい栞しおりをそっと剥はがす。

　首を掴まれた瞬間、読破は密ひそかにこの栞を相手の手に貼りつけていたのだ。

　それが彼の中に巣食っていた存そん在ざいを退しりぞかせ、クラスメイトを魔まの支配から解放した。そしてもう一つ重要なことを成し遂とげてくれた。

　少年が倒れる瞬間、読破は確かにクラスメイトの体から、何かが抜ぬけ出るのを見た。

　あくまでも何かとしか呼よべない、あえて言うならば一種の思念のようなものを。

　おそらくは工藤のときもそうだったはずだが、今回は栞の力で読破にだけは確認できたようだ。

「栞まで使うことになるとは……次は押おさえきれんかもな」

　冷や汗あせ交まじりの言葉は、次に来るより大きな危機を予感させた。

　消えた本とクラスメイトの体から抜け出た何か。

　何一つ解決していないうえに、今新たな危機が彼を襲おそう。

　ふと横を見ると、クラス全員の視線が自分に突つき刺ささっていた。

「月詠、こりゃ一体どういうことだ……?」

　英語教師の当然の発言に、読破は沈ちん黙もくすることしかできなかった。





「で……結局またあの部長さんがやっつけちゃったんでしょ?」

「うん……まあ………」

　親友の興きよう味みのなさそうな口調に、綴はやや言葉を濁にごした。

　放課後、昨日の図書館での一件けんを親友の深ふか津つ香か奈なに語ったのだが、どうも反はん応のうはよろしくない。

　いかにも文系けいで本好きに見える綴と対照的に、ショートカットの似に合あう自他共に認みとめる活発な香奈は、そもそも図書館自体にあまり興味がないのだ。

　さすがに幼おさな馴な染じみの親友が巻まき込まれれば変わってくるだろうが、あの図書館には学園最強の男がいる。その意味では心配は不要だろう。実じつ際さい、昨日の件も読破があっさりと片かたをつけた。

　だが綴の心配は、事態のもっと深い部分に根づいていた。

　読破ほど具体的でなくとも、昨日の事件に潜ひそむもう一つの一面──“〝戒書”〟の存在を感じ取っている。

「香奈ちゃんも知ってると思うけど……私、怖こわい話って苦手でしょ?」

「そりゃあ知ってるけど……本好きでも、ホラー系は全然駄だ目めだもんね」

「うん……表紙見ただけで怖くなって……。それでね、昨日もそんな感じがしたの」

「そんな感じって……怖い本を見たときぐらい、怖いってこと?」

　綴は頷うなずいたが、心の中では否ひ定ていしていた。

　ぐらい、ではない。

　あのとき感じた感覚は、怖い本を見たときと全く同じ恐怖──少なくとも、あのとき綴は工藤を人間とは思えなかった。それこそ「本」と認にん識しきしてたかもしれない。

　自分でも説明のできない感覚だけに、香奈が相手でも口に出さない。

　もっとも顔には充じゆう分ぶん出ていたので、察した香奈がポンと頭を撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。もう終わったことでしょ?　大体、もし何かあってもあの図書部長さんがどーにかしてくれるって。いざってときは、私もついてるしね」

　にっこり微笑ほほえんだその顔に、今まで何度救われてきたかわからない。

　綴もぎこちなく笑い、その話はそれで終わった。

　安心した途と端たん、急に重要な用事を思い出す。

「あ、図書館に本返さなきゃ……」

「行ってきなさいよ。あんまり時間かかんないでしょ?」

「うん、次に借りる本も決まってるし……香奈ちゃんも来る?」

　香奈は顔の前で手を振ふった。

「私はパス。あの雰ふん囲い気き苦手。ここで待ってる」

「そっか……じゃあ行ってくるね」

「転ばないようにね」

　たったか走り出した綴に、いつもの忠ちゆう告こくをする。

　純天然ドジっ娘この綴は、何もないところでもとにかく転びやすい。

　とりあえず自分の視界にいるうちは大丈夫だったが、なまじ急いでるだけに不安だ。

　親友の無む傷きずな帰き還かんを願っていると、いつの間にか教室に誰だれもいないことに気がついた。皆みな下校したか部活に行ったらしい。自分も陸上部の部活があるが、今日は顧こ問もんが出しゆつ張ちようで休みだ。

　孤こ独どくな時間をどうやってすごそうかと思案していると、眼がん前ぜんの机つくえの上に載のっている本が目についた。

　表紙に貸かし出し用のバーコードが貼はられていないことから考えると、誰かの私し物ぶつだろうか。

　赤せき褐かつ色しよくの表紙はずいぶんと古ぼけていて、歴史を感じさせる。タイトルと思おぼしきアルファベットだけが内ない容ようの手がかりだが、香奈には意味がわからない。

　Ｚ・ｗ・ｅ・ｉ……単語なのだろうか?

　いつもならば、ただ疑ぎ問もんに思うだけでそれ以上発はつ展てんしない。

　だが今日は違ちがった。

　目にした瞬しゆん間かんから、それから目を逸そらせない。

　意識せずにその下もとに歩み、表紙に手を置いた。

　本好きの親友に付き合っているうちに、自分も感化されたのだろうか──不ふ可か視しの魔ま力りよくをそんなふうに理由付けをして、本を開く。

　そこに何が書かれているかを意識した瞬間、意識は途切れた。





　小走りで廊ろう下かを駆かける綴は、もう校こう舎しやの出入り口まで来ていた。ここから図書館への距きよ離りはそう遠くない。

　なるべく急いで香奈の下に帰ろう──そう思った矢先、前方から来た者とぶつかった。顔が前に出ていたせいで、額ひたいが相手の胸むねに当たる。

「……痛いたい………」

「気をつけたまえ」

　やや呆あきれた声は聞き覚えがある。

　見上げると、読破が立っていた。

「あ、先せん輩ぱい……」

「廊下を走るな……とまでは言わんが、もう少し落ち着いた方がいいな。昨日注意したばかりだと思うが?」

「すいません……」

　悲しげにうなだれる綴。

　かなり同情を誘さそう光景だが、読破は無感情そのもので告げる。

「もういいから行きたまえ。私も忙いそがしい」

「はい……何か、疲つかれてませんか?」

「…………」

　読破は無言で肯こう定ていした。

　今日の授じゆ業ぎよう中ちゆうの一件けんは、さすがに身に応こたえている。

　あのあと目覚めたクラスメイトを眼がん力りきで脅おどし、「授業中に寝ねぼけて暴あばれたようです」と証しよう言げんさせ、自分がそれを押おさえ込んだ……という言い訳わけはしたものの、それを完全に信じてもらえたかどうかは自信がない。

　一応納なつ得とくしてもらえたようだが、元々交流のないクラスの仲間との距離がさらに開いた気がする。

　そのうえ、同じ事がまた起きないとも限かぎらない。

　読破ならずとも多少の疲れが見えるのは仕方ないことだろう。

「……まあ、色々あってな。しばらくは図書館も樹君に任まかせる」

「はあ……やっぱり、“〝戒書”〟のせいですか?　昨日のことも………」

　読破と遭そう遇ぐうしたことで、また昨日の恐きよう怖ふが甦よみがえる。

　彼が何か知っているのは事実だろうし、できればちゃんと聞きたい。何より、自分だって異い界かい司書の端はしくれなのだ。

　だが読破はまたも無言を貫つらぬく。

　その顔が急に小こ脇わきに抱かかえている黒本を向いた。中から愛用の栞しおりを引き抜ぬくと、それは蒼あおく強い光を放っている。

「いかん……三人目か！」

「え……あ、私のも……！」

　綴もまた己おのれの栞の変化を知った。

　以前読破からもらった異界司書の証あかしである栞──返すはずの本にうっかり挟はさんだままだったそれは、無地の白に丸文字で大きく「見習い」と書かれた明らかに読破のものとは見み劣おとりする品であるものの、確たしかに淡あわい光を放っている。

「これって……」

　読破には日にち常じようでも、自分にとっては初めての体験。当然、発光の意味も理由もわからない。まずは上司に意見を仰あおごうとしたが、彼はすでに走り出していた。

「あ、どこ行くんですか?」

　答えはなく、読破はただひたすら廊下を駆ける。

　仕方なく綴も後を追うが、運動神しん経けいが限りなくゼロに近い綴では差が開くだけだった。それでも何とか追いつけたのは、読破がそう遠くない位置で──今自分が出て来た教室の前で立ち止まったからだ。

「遅おそかったか……」

　歯は噛がみする読破の視線の先には、別れたばかりの親友がいた。

　いつもと同じ──だが何か違う。

「香奈ちゃん……?」

　訝いぶかしがりながら、教室に足を踏ふみ入れる。その肩かたを読破が掴つかんだ。

「やめろ、近寄るな！」

「え?」

　振ふり向いたとき、自分の足は地から浮ういていた。そのまま不ふ可か視しの衝しよう撃げきが後方へ自分を押し出す。

「くっ………！」

　すかさず読破が受け止めてくれたものの、衝撃はなおも彼を後ずらせ、教室から遠ざける。何とか廊ろう下かの壁かべに激げき突とつする寸すん前ぜんで踏み止とどまったが、綴の心を挫くじくには充じゆう分ぶんすぎた。

　半なかば呆ぼう然ぜんとした顔で親友を見ていると、読破が身を離はなして言い聞かせるように語った。

「今の彼女は、君の知ってる彼女じゃない。離れていろ」

　彼の視線の先には香奈がいる。

　いつもと同じ活発で明るい印象──だが何か違う。その心だけが、何か別のモノに変わっている。

　周囲に目をやれば、彼女の半径二メートルほどの空間にはあるべきはずの机つくえや椅い子すが存そん在ざいしていない。散さん乱らんしたそれらの様子を見れば、先ほどのような衝撃波が周囲から吹ふき飛ばしたのは容よう易いに想そう像ぞうがつく。

「いよいよ力を取り戻もどし始めたか……三人目でこれほどとはな」

「……我われを知るか。貴き様さまも異界司書とやらか?」

　言葉遣づかいはともかく、それは明らかに香奈の声だった。

　それだけに余よ計けいに思い知らされる──今の彼女が彼女ではないと。

　言葉も出ない綴を尻しり目めに、読破は冷静に分ぶん析せきを続ける。



    

  
    
      「……自じ我がも取り戻したようだな。いかにも私は異界司書の一員だ。そちらは──“〝ツヴァイ”〟と呼よんで構かまわんのかな?」

「好きに呼ぶがいい。だがそのような名で我らを縛しばることはできん」

「かもしれんな。だが、これ以上貴様をその体に留とどまらせるわけにはいかん」

　読破が栞を構え、放つ準じゆん備びを整える。

　敵てき意いを剥むき出しにした行こう為いに、今まで廊下に座すわり込んでいた綴が足にしがみついた。

「香奈ちゃんに何する気なんですか?　やめてください！」

「まだわからないのか?　今の彼女は……」

　叱しつ咤たの途と中ちゆう、急に読破の体が仰のけ反る。あの不可視の衝撃波が再び全身を叩たたいたのだ。踏み止まれたのは奇き跡せきに近かったが、衝撃自体は確実に叩き込まれている。

　軋きしむ骨ほねと震ふるえる内ない臓ぞうを感じながら片かた膝ひざをつく。

　その様子に香奈ことツヴァイは、前に突つき出した右手に首を傾かしげる。

「殺す気でやったが、この程てい度どか。やはりまだまだだな。早く本来の我を取り戻さねばならん」

「……待て………」

　立ち上がった読破は、香奈が左手に一冊さつの本を掲かかげているのを見た。

　赤せき褐かつ色しよくの表紙に「Ｚｗｅｉ」の文字──間違いない。

「貴様………」

　前へ踏み出した読破に、ツヴァイは嘲ちよう笑しようを送った。

「案ずるな、若わかき異い界かい司書よ。この娘むすめの体は返そう。もう用はない。だが我はいかん。では──いずれまた」

　ニッと顔を歪ゆがめた瞬しゆん間かん、その手から本は消失した。続いて香奈の体も床ゆかに崩くずれ落ちる。

「香奈ちゃん！」

　読破も今度は駆け寄る綴を止めない。

　彼の興きよう味みは彼方かなたに消えたあの本──そして、香奈が崩れ落ちた瞬間にその体から抜け出たモノに向けられている。

　だが最も早はや追う術すべはなく、軽く溜ため息いきをついて半泣きで親友を揺ゆさぶる綴に目をやる。

「香奈ちゃん、香奈ちゃん………」

「気を失っているだけだ。時間が経たてば目を覚ます。あえて被ひ害がいがあるとすれば、その手の刻こく印いんだけだ」

　読破にそう言われ、綴は香奈の手の甲こうの刻印に気づいた。この見み慣なれない刻印が事じ態たいの元げん凶きようなのか。

「別に気にすることもない。それはあくまで依より代しろの証あかしであって、実害はない。奴やつが去ればそのうち消える」

「本当ですか……?」

　読破が頷うなずくと、綴もやや落ち着いて香奈を抱だきしめる。

「よかった……」

「まったくだ。何もせずに出て行ってくれたのは、幸運だった」

　読破に悪気はないが、事じ情じようを知らない綴には冷たく聞こえる。

　こんな状じよう況きようの香奈を何な故ぜ「幸運」の一言で済すませられるのか。

　そんな憤いきどおりが、胸むねに秘ひめたあの問いをもう一度言わせる。

「先せん輩ぱい、やっぱりまた“〝戒書”〟のせいなんですよね……?」

「そうだ」

　今度は読破も肯こう定ていした。この状況では隠かくし通すのも無意味だろう。

「詳くわしく教えてもらえませんか?　知りたいんです……！」

「知ってどうする?　今の君ではまだ何もできん」

「でも、知りたいんです……！　もしまた香奈ちゃんがこんなことになったら……！」

　言葉に込めた強い意い志しは、読破にも充分伝わっていた。

　彼の言うことは正せい論ろんだが、綴という少女は、こと周りの人間が巻まき込まれることに関しては毅き然ぜんとした態度を取る。かつて異界司書の秘ひ密みつに触ふれたときもそうだった。

　何より、今の彼女は見習いとはいえ異界司書の一員なのだ。

「……いいだろう。だがまずは彼女を保ほ健けん室しつに連れて行ってからだ。ここでは人目につきすぎる」

「はい……」

　読破に手伝われて香奈を支ささえ、綴は教室を出た。

　それから十分後、香奈を保健室に預あずけた二人は図書館の図書準じゆん備び室しつの前に来ていた。

「あ、部長………」

「仕事の話をする。悪いが、二人きりにしてくれ」

　カウンターで貸かし出し業ぎよう務むをしていた睦美にそう伝え、読破は準備室に入った。

　睦美は一瞬複ふく雑ざつな表情を浮うかべ、

「わかりました……」

　とだけ答えた。平静を装よそおってはいるが、読破と共に部屋に入った綴を見る目は、嫉しつ妬とが隠せない。

　かつて、学園内で読破の秘密を知るのは自分だけだった。

　だが今は綴が──しかも自分より彼に近い位置にいる。

　御ぎよしがたい感情が胸に渦うず巻まくが、どうにもできない。準備室への未練を振ふり切り、睦美は仕事に集中しようと唇くちびるを噛かみしめた。

　そんな彼女の想おもいにまったく気がついていない読破は、自分専せん用ようの肘ひじ掛かけ椅子に腰こし掛かけ、綴にも椅子を勧すすめた。彼女が向かいに腰掛けると、重々しく口を開く。

「君の考えている通り、今学園には“〝戒書”〟が横行している。書名は『封ふう魔ま録ろく』シリーズ第二巻、“〝ツヴァイ”〟だ」

「ツヴァイ……どういう意味なんですか?」

「ドイツ語で数字の『２』を表す。それは本の巻数を示しめすと同時に、ある存在の通り名でもある」

「存在………」

　人や物と限定しないことで、その正体はある程てい度ど想像がつく。

　おそらくは、香奈を支配していたモノに違ちがいない。

「わかりやすく言えば、それは魔物と呼ばれる存在だ。そしてそれは『封魔録』の中に封印されている」

「封印ですか……?」

「そうだ。全すべては中世の、今でいうドイツと呼ばれる場所で始まった」

　そう読破は前置きして、『封魔録』について語り出した。

　中世ドイツ──数あま多たの領りよう邦ほう国こつ家かが興こう亡ぼうしていた時代、『封魔録』は生まれた。

　事の起こりは、八体の魔物の出しゆつ現げんによる。

　彼らに関する正確な伝でん承しようは残っていないが、人に仇あだなすためだけの存そん在ざいであったことは間違いない。

　数多の伝説や神話で描えがかれているように、異い界かいの住人は必ずしもこちらの世界に敵意を持っているわけではなく、むしろ好意的に接せつする場合も多々ある。

　だがその八体の魔物はただ人を滅ほろぼすことのみを本ほん能のうとし、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした。それが人間に対する悪意の結果ならばまだしも、感情の欠片かけらさえ見えない、本能的あるいは反はん射しや的とも言える虐ぎやく殺さつは戦争よりもはるかに惨むごたらしい惨さん禍かを招まねいた。

「──被ひ害がい者しやの数は定かではない。だが一説によれば中世に大流行したペストによる死者の一部は、彼らの手によるものと言われている。当時の施し政せい者しやが事じ態たいの隠いん蔽ぺいを図り、ペストによる死者と記録したというのが現在の定説だ」

「そんなことが……退たい治じとか、できなかったんですか……?」

「試みは幾いく度どかあったが、成功しなかった。当時はまだ魔道が幅はばを利きかせていたこともあり、我われ々われ異界司書も良識派の魔道士に協力したそうだが、それも失敗に終わった。唯ゆい一いつの対たい処しよ法ほうが生まれたのは、魔物の出現から十年後だ」

　読破はかつて閲えつ覧らんした異界図書館のデータベースの内ない容ようを思い返し、対処法に関する記述を語りだした。それこそが後の『封魔録』を生み出した原げん因いんに繋つながっていく。

　魔物の出現から十年後、ある魔術結社が一つの結論に辿たどり着いた。

　魔物の完全な消しよう滅めつは不可能──ならば封じるしかない。

　数々の封ふう印いん法ほうを模も索さくした結果、彼らは自身の結社に伝わる秘術を元に、新たな方法を生み出した。

「それが、本に封印するってことなんですか?」

「ああ。封印は成功し、世界は救われたわけだ」

　読破の声には空しさに近い虚うつろな響ひびきが込められていた。

　ここまでならば、ただの英えい雄ゆう譚たんで終われるものを。

「……だが封印は解とかれてしまった。元々封印自体が完かん璧ぺきなものではなかった。我々異界図書館が管理する、もしくは誰も手に取らない場所に隠いん匿とくでもすれば別だがな」

「そうだったんですか……でも、何で本なんかに封印したんですか?　ファンタジーとかじゃ、どこかの洞どう窟くつとか神しん殿でんの奥おくとかに封印してますよね?」

「……まあそういう方法もあるな。だが『本』というのもあながち場違いな品ではない。君が言ったファンタジーの世界でも、いわゆる魔道書の類たぐいが重要なアイテムとしての意味を持つことがあるだろう?　それは本が知ち識しきを象しよう徴ちようするものであり、内ない容よう以前にそれ自体が一種の魔ま術じゆつ的意味を帯びるからだ。何より、この封印法は本でなくてはならない。本に封印された魔物は、どんな姿すがたになっていると思う?」

　いきなり訊きかれても、綴に答えられるはずもない。

　口ごもっていると、読破はたまたま机の上に置いてあった新書を手に取って開いた。

「別に深く考える必要はない。本の中にあるもの……つまりはこれだ」

　読破が指差しているのは、本の中の文章そのものだった。

「魔物は全存在を文字情じよう報ほうへと変へん換かんされて本に封印されている。つまり『封魔録』に書かれた文字の一字一句くが魔物そのものであり、そんなものに変換されたことで本来の力を封じられてもいる」

「はあ……何か、いまいち想像しにくいんですけど……」

「ＤＶＤやＣＤにデータを書き込むようなもの……とでも考えておきたまえ。向こうは電子情報でこちらは文字情報……それゆえに、解かい放ほうには人の力が必要になる」

　綴は人の力という言葉に何か引っかかるものを感じた。

　以前読破から受けた忠ちゆう告こくが、急に現実性を帯びる。

「あの、先せん輩ぱい、ひょっとして封印を解くのって………」

「気づいたようだな。『封魔録』から文字情報を解放するとは、人にその文字情報を認にん識しきさせ、情報を流出させること。すなわち、人に読まれれば『封魔録』は解放される」

　そこまで言うと読破は席を立った。

　もう話すことはない、そんな様子でドアのノブに手をかける。

「待ってください、まだ……」

「言うべきことは話した。言ったはずだ、見つけたら読むなと。読めばどうなるか、もうわかっているだろう?」

　その言葉で、綴の中で先ほどの香奈の一件が甦よみがえる。昨日の図書館での出来事も、全すべてはこのことに起因していたのだろう。

「『封魔録』を読んだ者は、封じられた魔物に一時的に憑ひよう依いされ、その力を行使できる。その際憑依する魔物は、読んだ人間が解放した分と、今まで解放された分の両方だ。つまり、解放が進めば進むほど憑依する魔物は力を増ます」

「じゃあ、香奈ちゃんは……」

「彼女は三人目の犠ぎ牲せい者しやだ。そして一人が読むことができる『封魔録』の分量は全体の六分の一──彼女はちょうど半分の魔物に憑依されていたことになる。君も異い界かい司書見習いならば、残りの三人には絶ぜつ対たいに入るな」

　念を押おすように読破が振ふり向く。

　その強い瞳ひとみには逆さからうことなどできようもない。

　だが一ひと握にぎりの勇気が綴を引き下がらせない。

「でも、私だって何かしたいです……！」

　強い意い志しを秘ひめた言葉は、香奈の一件がまだ尾おを引いているからだ。

　親友に取り憑ついた魔物は許ゆるせないし、これ以上何もさせたくない。

　なにより自分も見習いとはいえ異界司書だ。何もしないままではいたくなかった。

　だがそんな切ない思いは、読破には届かない。

「心がけは認みとめよう。だが君に何ができる?」

「それは……」

「君は優やさしすぎる。憑依された人間を力ずくで止めることは無理だし、魔物を追い出す術すべもない。本の探たん索さくもその栞しおりの機き能のうでは不充分だ。何より、『封魔録』は解放されればされるほど近くの人間に己おのれを読ませる強きよう制せい力りよくが増す。ただでさえ本好きの君には危険極きわまりない。だからもう一度言おう──何もせずに逃にげろ。今の君にできるのはそれだけだ」

　ひどく冷たい言葉を吐はき、読破は部屋を去った。

　取り残された綴は、しばらく俯うつむいたまま動かなかった。

　何もできない自分と、それを認めることしかできない自分──どちらも嫌いやなのに、否ひ定ていできない。

　──どうしよう………。

　そんな形にならない問いを繰くり返しているから、読破の言葉の裏うらに隠かくれたものに気づけなかった。

　何な故ぜ、彼が『封魔録』の解放を知っていたのか。

　全ての『封魔録』が封印されたままならば、解放の手順など誰も知らないはずなのに。

　その事実が彼をいっそう孤こ独どくな戦いに駆かり立てていることなど、今の彼女には知る由よしもなかった。





　準じゆん備び室しつを出ると、すぐに睦美が話しかけてきた。

「部長、あの……やっぱり楠くす本もとさんに、お仕事を手伝わせるんですか?」

　睦美にとって、一番気になるのはそこだった。読破が自分に仕事の内容を伝えないのは仕方ないとして、問題なのは綴の処しよ遇ぐうだ。

　つい最近図書部員になったばかりの彼女は、いつの間にか才能を見み出いだされて異界司書の見習いになっていた。

　それもかなり納なつ得とくのいかないことだが、今度は目の前で自分を差し置いて読破と二人きりの会話──読破に悪意がないのはわかっているが、自分の心中は理り屈くつでは割わり切れない。特別な異い性せいが自分でなく新参者、しかもどう見ても自分より劣おとる者と行動を共にしている。

　醜みにくい嫉しつ妬ととわかっていても、読破に事の次し第だいを訊きかないわけにはいかなかった。

「いや、彼女には今回の件けんはまだ早い。図書館の仕事でも任まかせておくさ」

「そうですか……」

　やや安心したが、読破の発言はまた心に新しい棘とげを突つき刺さす。

　読破の留る守すを預あずかって図書館の仕事をする──それは自分の、いや自分だけの仕事のはずなのに。

　そんな思いに気づくことなく、読破は思い出したように告げた。

「そうだ、君にも言っておくことがある」

「何ですか?」

　期待に目を輝かがやかせると、冷たい言葉が投げかけられた。

「もしも赤せき褐かつ色しよくで表紙に『Ｚツｗヴｅアｉイ』と書かれた本を見つけたら、手出しせずにすぐにその場を離はなれろ。絶対にだ」

　有う無むを言わせぬ口調には、頷うなずくしかない。

「はい……あの、その本って………」

「君は知らなくていい」

　いつものように切り捨て、読破はそのまま去っていく。

　こんなとき、読破の口は何より硬かたい。

　仕方ない、そう自分に言い聞かせて睦美は黙だまって彼の背せを見送る。

　彼を理解するがゆえの配はい慮りよは、いつもの読破ならば気づいていただろう。

　だが今の彼にその余よ裕ゆうはなかった。

　図書館の扉とびらをくぐり、空を見上げる。

　雲一つない青空だが、彼の心には暗あん澹たんたる雲があらゆる光を遮さえぎっていた。

　溜ため息いきと共に携けい帯たい電話を取り出し、リダイヤルボタンを押す。

「私だ。副館長はいらっしゃるか?」

「いえ、ただいま留守です。先ほど所用で連れん絡らくをしましたが、携帯電話の電でん源げんを切っておられるようで、連絡もつきません」

「バックレたな」

　ボソッと呟つぶやいた陰かげ口ぐちは、電話の向こうの調ちよう査さ官かんも同調した。

「同感です。ですが、『封ふう魔ま録ろく』に関する報ほう告こくはしております。いずれ連絡は……」

「あるといいがな」

　絶望的な期待を口にし、読破は電話を切った。

　これからが本ほん格かく的に仕事の時間だ。

　すべきことは、『封魔録』が残り三人に読まれることの阻そ止し。

　具体的には、『封魔録』そのものの確かく保ほだが、前途は多た難なんだ。

　これまでの経緯いきさつからわかるとおり、一度解放された『封魔録』は、読まれるたびに自身の力でその姿すがたを消す。どこに現あらわれるかは不明だが、閲えつ覧らんしたデータベースによれば、それなりの法ほう則そく性せいがあるという。

　あまり離れた場所には移い動どうできず、移動場所自体も封印の影えい響きようで望む場所は選べない──とのことだ。学校の敷しき地ちを考えれば、ほぼ学校内かもしくは周辺に本は存在しているだろう。

　となれば、栞の反はん応のうを頼たよりに歩き回るしかない。

　読破の栞は、異界図書館の“〝回収リスト”〟に登録された本が周囲にあれば発光してその存在を知らせる。反応距きよ離りは不確定だが、今はそれが最も確実な方法だろう。

　すでに解放された魔物の半身の捕ほ捉そくはほぼ不可能に近い。異空間に潜せん伏ぷくしている可能性もあるし、先ほどの言葉からすれば完全な復ふつ活かつまでは事を起こす気もなさそうなので、追う必要もまだないだろう。

　やるべきことを絞しぼり込み、読破は歩き出した。

　その顔はこれからの仕事への懸け念ねんではなく、終えた後の懸念が貼はりついていた。

　──『封魔録』を見つけ出したとき、果たして自分は読まずにいられるか?



    

  
    
      　第三章　贄にえ、魔まとなりて






　自分がひどく幸運であるという自覚はあった。

　己おのれで居い場ば所しよを選べぬ以上、完全な解かい放ほうまで長い時を費ついやす覚かく悟ごはしている。

　何処いずことも知れぬ場所ですごした悠ゆう久きゆうの時間、そしてあの男に暗い地の底で封ふうじられていた屈くつ辱じよくの日々を思えば、この程てい度どの忍にん耐たいはどうということもない。

　だが全すべては思うように進んだ。

　最初こそあの男の助力を得たものの、一いつ旦たん解放されてからは面おも白しろいように皆みなが自分を読む。

　遠からずあと三人に読まれる確かく信しんもあった。

　すでに四人目も近づいている。

　今自分がいるのは、春風の吹ふく冷たい大地。

　それが舗ほ装そうされた街路であることは、知ち識しきがないのでわからない。

　だが多くの人間の目に触ふれていることは気配でわかる。ここに自分が現あらわれた瞬しゆん間かん、すぐに多くの視し線せんを感じた。

　そして今、一人の少女が自分の存そん在ざいに興きよう味みを惹ひかれ、近づく。

　最初の一歩は少女の意い志し──だが次からは自分に支配されている。

　──読め……！

　命じた言葉は、強きよう制せい力りよくを以もつて少女を引き寄よせる。

　すでに虚うつろな瞳ひとみをした彼女は、何の疑うたがいもなく自分を手に取る。

　歓かん喜きと邪じや悪あくを込こめて己を曝さらけ出すと、新たなる依より代しろは他愛もなく手に落ちた。

「残り二人──だが、その前に片かた付づけねばならん者がいるな」

　解き放たれた自分は、少女の口を借りてそう呟つぶやいた。





　辺りが暗くなり始め、綴つづるも学校から去っていた。

　香か奈なの方は大事をとって母親を呼よび出し、付き添そいの下もとで帰してある。

「この娘こが寝ね込こむなんてねえ」

　母親の苦く笑しよう交じりの言葉に、返す言葉はなかった。

　自分のせい、というわけではないだろう。

　だが親友のために自分が何もできなかったことは確たしかだ。

　二度とこんなことにならないために何かしたくても、できることはない。そう読どく破はには宣せん告こくされた。

　先の見えない探たん索さくに赴おもむいた読破同様、綴もまた暗あん澹たんたる思いを抱かかえてとぼとぼと歩いていく。

　赤の他人でも不ふ憫びんに思い声をかけてきそうな俯うつむきながらの歩みは、街路に差す光の前で不意に止まる。

　そのまま通り過すぎればいいところを、つい立ち止まってしまったのは、やはり本好きの性さがだろうか。

　街路の左側を見ると、薄うす闇やみの中で「中央書店」の看かん板ばんが煌こう々こうと光を放っていた。

　学校から数分とたたない場所に位置するこの本屋は、ほとんど永えい命めい学園の生徒で経けい営えいが成り立っているといい。敷しき地ちはそれなりなのに、中高生向けのコミックスやライトノベルがスペースの多くを占しめているのがその証しよう拠こだ。

　もちろん綴も今までに幾いく度どとなく立ち寄っている。

　ただし、香奈と一いつ緒しよという条じよう件けん付きだ。

　思えば高校に入学して以来、香奈と一緒に帰らなかった日はない。自分がこの本屋に寄り、ついつい立ち読みが長じても、いつもしょうがないわねと笑っていた親友は、今隣となりにはいないのだ。

　思わず懐かい古この念に駆かられ、綴は自然と中央書店に足を踏ふみ入れていた。

　しかしその顔にいつもの喜びはない。本屋とは綴にとって最も楽しむべき場所であるが、さすがに今日はそんな気分になれなかった。

　特に目的もなく店内をふらついていると、いつの間にかいつも立ち寄る少女向けの文庫コーナーに来ていた。無む意い識しきのうちに来てしまったのは、体が覚えているからだろうか。

　それでも立ち読みや新しん刊かんの確かく認にんをする気にはなれず、茫ぼう洋ようとその辺りを見ていると、場ば違ちがいな先客に気づいた。

　その長身の青年は、表紙がいかにも女じよ性せい的で繊せん細さいなイラストの文庫本を手にし、立ち読みにふけっている。

　澄すんだ瞳と実年ねん齢れいより幼おさなく見える顔立ち、そして首のあたりまで伸のびた髪かみを一つに束ねた姿すがたは、彼が手にしている類たぐいの文庫の表紙には合っていた。実じつ際さい、文庫本の表紙を飾かざっているのは長ちよう髪はつの美少年だったりする。

　人の好みはそれぞれとはいえ、こう人目につく場所で真しん剣けんに読みふけっていると、傍はた目めにはやや違い和わ感があるのは否いなめない。



    

  
    
      　綴もつい訝いぶかしげな視線を送ってしまったが、すぐにその瞳は驚おどろきに見開かれた。

「ひょっとして……副館長さんですか?」

　おそるおそる声をかけると、青年は物もの憂うげに綴の方を向いた。

「あ、やっぱり……」

　顔を正面から見たことで、綴は青年の素す性じようを確信した。

　異界図書館副館長──四し海かい統とう馬ま。

　読破の直ちよく属ぞくの上司に当たるこの青年は、綴にとっても恩おん人じんに当たる。そもそも彼女が異界司書となるきっかけを作った人物であり、推すい挙きよもしてくれた。

　思わぬ再さい会かいに綴も少しだけ暗い気分が晴れたが、統馬の言葉はあっさりそれを打ち砕くだく。

「……誰だれだっけ?」

　真顔の問いかけに綴は、言葉を失った。

　まだ数度言葉を交かわしただけの彼女には知る由よしもないが、統馬とはこういう男だ。

　読破はいかなる駄だ作さくでもあろうと読んだ本は必ずその胸むねに留とどめている。だが統馬は自分が気に入らない本は即そつ刻こく記き憶おくから削さく除じよするだろう。問題なのは、それが対人関係にも当てはまることだ。

　この場合はまだ綴という人間をほとんど知らないことが原げん因いんだが、それでも自分が推挙した少女をまるっきり忘わすれているのは統馬だから為なせる業わざだ。

「お、覚えてないんですか?　私……」

「あ～……何か思い出してきた。楠くす本もと………」

　綴がホッとしたのも束つかの間、統馬はまたも真顔で言い放った。

「……硯すずりちゃんだっけ?」

　再び言葉を失った綴だが、自分のアイデンティティに関かかわることなので、さすがに強い口調で否ひ定ていした。

「違います……！　綴です、つ・づ・る！」

「あ、そうだったっけ?」

　悪びれない様子は不思議と不ふ快かい感をあまり感じさせない。読破が彼の下で何とかやっていけるのもそのせいだろう。

　それに、綴はまだ苗みよう字じを覚えられていただけ運がいい。再会がもう少し先なら、姓せいも名も原型を留めていなかっただろう。

「……あの、こんなトコで何してるんですか?」

「見てわかんない?　立ち読みだよ。今いいとこなんだ。邪じや魔ましないで」

　それだけ言うと、統馬は綴から目を離はなして立ち読みを再開した。

　素っ気無さすぎる対たい応おうだが、いつもの綴ならそれ以上声をかけることもなかっただろう。

　だが今日は一人「回かい収しゆう」に赴いた読破の姿が目に焼きついている。彼が危き険けんと隣り合わせの仕事中だというのに、統馬のこの行動はどうだろう。上司と部下で仕事の違いはあるのだろうが、こんな目と鼻の先の場所で立ち読みをするなら、読破の援えん護ごに行ってほしい。

「あの、先せん輩ぱいの仕事のこと、知ってるんですよね?」

「もちろん。『封ふう魔ま録ろく』シリーズの件けんでしょ?」

　知ってるならなんで、と言いかけたが、一応恩人なのでそこは押おさえた。だが読破を手伝わない理由は訊きいておきたい。

「……私はよく知らないですけど、すごく危あぶない本なんですよね?　先輩も大変みたいだし……手伝いとか、行かないんですか?」

「僕も仕事中だよ。今は小休止中」

「…………」

　綴の人生の中で、これほどまで真実味の伴ともなわない言葉はなかった。

　百歩譲ゆずって真実としても、小休止で文庫本を中ほどまで読み終えるだろうか?　さらに淀よどみなく高速で動く統馬の指先からは、一冊さつ読み終える気き概がいが溢あふれている。

　加えてここまでの会話で自分の方を見ない態たい度どに、綴も半なかば諦あきらめを感じた。多分何を言っても無駄だろう。帰ろうかな、という思いが頭によぎったとき、不意に統馬が痛いたいところを突ついてきた。

「あれ、手伝いってそもそも君の仕事じゃない?　君こそ何でこんなとこでブラブラしてるのさ?」

「それは………」

　口ごもる綴。

　しかし統馬は必要以上に鋭するどい洞どう察さつ力りよくを発はつ揮きしていく。

「あ、足手まといにでもされたか。まあ無理ないね」

　嘲あざけりでも侮ぶ蔑べつでもない、ただありのままの事実を無む感かん情じように口にしただけ。

　それだけに余よ計けいに心を抉えぐる。

　綴の目にふっと涙なみだが浮うかぶが、それが零こぼれる前に統馬は救いの言葉を紡つむいだ。

「まあ『封魔録』シリーズだしね。あれが相手なら、月つく詠よみ君も増ぞう援えんは『回収』のエキスパートか僕ぼくぐらいしか望まないだろうし」

「どういうことですか……?」

「そのままの意味だよ。それだけ危険ってね。月詠君から『封魔録』のことは聞いてるんでしょ?」

「はい、封印の解とき方とか、解かれた後の憑ひよう依いのこととか………」

　頬ほおに人差し指を当ててやや上を向き、読破の言葉を思い返す。完全な知識とは言いがたいが、最さい低てい限げんの基き礎そ知識はあるはずだ。

「じゃあ訊くけど、何で封印が解かれた後がわかってるの?　予想はできるかもしれないが、月詠君ははっきりと君に説明したよね?　何でそんなことが言える?　『封魔録』が完全に封印されていたのなら、そんなこと誰も知らないはずだろ?」

「あ……！」

　指し摘てきされた矛む盾じゆんはもっともだ。自分は読破の言葉をあっさり受け入れてしまったが、少し考えれば確かにおかしい。あのときの読破の語り口は、明らかに『封魔録』の解放後の事実を知っているものだった。

　そのことに気づけば、自おのずと一つの答えが導みちびかれる。

　綴は固かた唾ずを呑のんでその答えを口にした。

「じゃあ、ひょっとして『封魔録』って前にも………」

「そう、数年前に『封魔録』シリーズの一冊が完全に解放されてしまった。それまでは、『封魔録』は第一級の“〝戒かい書しよ”〟であるにも拘かかわらず、それほど『回収』に熱を上げてはいなかった。今までも封印は解かれていないんだから大だい丈じよう夫ぶ、どうせどこか誰も知らない場所で眠ねむってるってね。だがその幻げん想そうは打ち砕くだかれた。大いなる犠ぎ牲せいと共に」

「犠牲、ですか?」

「うん。あのときはさすがに館長も乗り出したっけ。まあ魔ま物ものが暴あばれていた頃ころとは時代が違うから、封印法はほぼ失われていたけど、斃すことは不ふ可か能のうじゃなかった。しかし魔物の殲せん滅めつには成功したものの、死し傷しよう者しやは百名を超こえた。その大部分は一いつ般ぱん人じんだ。君、これをどう思う?」

　言葉は出なかった。

　憧あこがれだけで選んだ仕事の苛か烈れつさに、あらためて打ちのめされる。読破が綴を切り捨すてたのも、今思えば当然だったのだろう。

「……当然月詠君もこのことを知ってる。だからこそ、魔物の完全復ふつ活かつという最悪な事態だけは避さけるつもりだろう。同時にその最悪の事態の覚かく悟ごもしてる。そうなったとき、君はあまりに非ひ力りき──守るべき一般人と大差ない。君だけじゃない、特とく務む班はんの『回収』専せん門もん以上のレベルでなければ同じことだろう。だから月詠君は君を遠ざけた」

　まだ言葉は出ない。

　統馬の淡たん々たんとした言葉で明かされた真実は、確かに納なつ得とくはもたらした。

　だが自分の無力さもまたこの上ない形で突きつけられた。

　やはり、何もできない。

　いや、してはいけない。

　かつて読破が言ったように、それが最さい善ぜんに違ちがいない。ようやく自分の限界を知って諦めがついた。

　それなのに──それなのに、まだ自分のどこかが疼うずいている。

　それが気持ちを落ち込ませ、店に入る前のように彼女を俯うつむかせた。

「落ち込んでるの?」

　心配とは程ほど遠とおい声。

　ここまでの会話がずっと本に目を向けながらのものであることを考えれば、そうおかしいことでもない。

「僕にはわからないな。どうしてそんなに落ち込むの?」

「……それは…………」

「君はまだ何もしてない」

　統馬は本から目を離はなし、真まっ直すぐ綴を見み据すえた。

　その澄すんだ瞳ひとみからは、未いまだ俯いたままの彼女に対して何を思うかはわからない。

「落ち込むってのはね、何かした人間のすることなんだ。でも君はまだ何もしてない。しようとすらしてない。だから失敗もしないし、挫ざ折せつも味わってない。なのに、どうして落ち込めるんだい?」

　皮肉のこもらない純じゆん粋すいな問いは、確たしかに綴の心に楔くさびを打ち込んだ。

　何もできないかもしれない。だが、何もしないのとそれは違うのではないか?

「何もしないことをするってのも大切さ。君がそれを自分の意志で選ぶのならね。後は君自身の問題だ」

「副館長さん……」

　まだ想おもいは形にならないが、綴はようやく顔を上げた。

　だが統馬はすでに自分から目を離はなしていた。

　代わりにまったくの反対方向──自分も入ってきた出入り口の自動ドアの方を見つめている。

「来た」

　何気ない呟つぶやきには、綴の背せ筋すじを冷たくさせるものが含ふくまれていた。

　統馬の言葉通り、自動ドアが開き店は新たな客を迎むかえ入れる。

　客は、ちょうど店の中央にいる綴達の下もとへまっすぐ歩いてくる。

　さして特筆すべきこともない歩みなのに、綴は一歩一歩近ちか寄よられる度たびに胸むねがしめつけられていく感覚を覚えた。

　最初は単なる不安──それが相手の姿すがたがはっきりわかるにつれ、確かつ固こたる恐きよう怖ふに変へん貌ぼうしていく。目の前で対たい峙じしたときには、恐怖はすでにその種類すら明確になっていた。

　すなわち、図書館で暴れた工く藤どうや香奈を見たときと同種の。

　眼がん前ぜんにいるのは人間ではなく、『封ふう魔ま録ろく』という本そのものと言ってよかった。

「また会ったな、異い界かい司書」

　ツヴァイは永命学園の女子生徒の口でそう言った。

　綴がまったく覚えのない顔であることから、おそらくは上級生だろう。これといった特とく徴ちようのない、しいて言えばおとなしそうで落ち着いた顔立ちと統馬のように後ろで一つに束ねた髪かみが印象に残る女子生徒は、今は異界の存そん在ざいに支し配はいされていた。

　その右手の甲こうの刻こく印いんは、邪じや悪あくな魔物の依より代しろたる証あかし。それを消し去ることが困こん難なんなのは、気配でわかる。

　女子生徒の内側から滲にじみ出る悪意と破は壊かいの衝しよう動どうは、香奈が憑ひよう依いされていたときより明らかに力を増ましていた。今彼女を支配している魔物ツヴァイは三分の二の力に留とどまっているはずだが、それでも危き険けん度は第一級だ。小こ柄がらな綴よりやや上くらいの背せ丈たけなのに、長身の統馬と対峙しても見み劣おとりはしていない。

　さすがの統馬も若じやつ干かん顔を引き締しめたが、口調からはあまり緊きん張ちよう感かんが窺うかがえない。

「初めましてのはずだけどなあ。またと言うのはこっち?」

　隣となりの綴を親指で指差すと、ツヴァイは頷うなずいた。

「そうなるかな。前に二度会った。完全に解かい放ほうされるまで特に事を起こす気もなかったが、そちらの言葉で言えば──そうそう、準じゆん備び運動とやつだな。ここに来たのはそのためよ。だがもう一人敵てきはいたようだ」

「それはそれは」

　いつのまにか統馬の左手に黒い栞しおりが挟はさまっていたことは、彼がそれを天てん井じように向けて投じるまで、気づかれることはなかった。

「運のないことで。界式の壱いち──“〝絶ぜつ界かい”〟展てん開かい！」

　統馬は顔の前で左手を握にぎり締しめた。それを合図とし、上方に舞まった栞から黒い光が迸ほとばしっていく。四方全すべてを覆おおうそれは一いつ瞬しゆんでやんだものの、その光が辺りを覆った後では明らかな変化が生じていた。

　五感はまったく変化を感じないが、統馬達三人の空間とそれを包む外界とは明らかに隔かく絶ぜつされている。不ふ可か視しの壁かべ、いやごく薄うすい膜まくが三人だけを完全に外部の干かん渉しようから遮しや断だんしている。

　立ち位置や風景に変化はないが、おそらく店内の他の人間は、この三人を見るどころかあらゆる感覚で認にん識しきすることは不可能だろう。

　栞一枚まいでこのような空間を形成した統馬に、さしもの魔物も舌したを巻まいた。

「やるな……一体いかなる技わざだ?」

「大したものじゃないさ。一いち応おう本ほん拠きよ地ちが異空間なんで、あるレベル以上の者は空間を多少操あやつれる。けどこれはただ周りの目から隠かくれるだけの、一番初歩の奴やつだ」

「なるほど……では、問題なく殺やりあえると?」

「いいや、この界式はあなたとの会話を聞かれないためさ」

　会話という言葉に、ツヴァイだけでなく彼の隣りで震ふるえていた綴も首を傾かしげた。人間同士ならいざ知らず、ここで会話というコミュニケーションはあまりに不自然すぎる。少なくとも会話で進展する事柄がないのは明白だ。

　しかし統馬は真顔で尋たずねた。

「君達に同族意識があるかはわからないが、一応確認のために訊きいておく。『フィーア』と『ズィーベン』はどこにある?」

　その二つがドイツ語で「４」と「７」を意味することは、綴にはわからない。もし彼女に知識があれば、統馬が他の『封魔録』シリーズの所在を尋ねていることにすぐ気づいただろう。そして、質しつ問もんに対する答えがより興きよう味みのあるものに変わっていたはずだ。

　だが仮かりに問いの意味を知っていたとしても、答えは出そうにない。

「貴き様さま……我われを侮ぶ辱じよくするか?」

　自分という敵を目の前にして同族の居い場ば所しよを尋ねられるのは、ツヴァイにとっては屈くつ辱じよくでしかないようだ。周囲を圧あつ迫ぱくする威い圧あつ感がさらに高まっていくが、統馬は気にせずに続ける。

「この仕事は月詠君のものさ。だから僕の関心事は他の『封魔録』シリーズにある。一体が解放されたことにより、現げん存ぞんするのは七冊さつ──そのうち四冊はすでに『回かい収しゆう済ずみ』だ。残る三冊のうち、『ツヴァイ』は彼が所持していると踏ふんでいたが、後の二つは未いまだにわからない。どうやら、それは君も同様らしいけどね」

　残念そうに肩かたをすくめた統馬の言葉に、ツヴァイは口元を歪ゆがませた。

「貴様、あの男を知っているのか?」

「元同どう僚りようさ。そして同期でもある」

　爆ばく弾だん発言を涼すずしい顔でやってのけた統馬に、さしものツヴァイも畏い怖ふの念を抱いだき始めた。取るに足らない人間とはいえ、この青年の態たい度どはどこかあの男に通じる者がある。警けい戒かいのレベルは引き上げなくてはならない。

「なるほどな……あの若わかい異界司書とは違ちがうということか」

「まーね。大体、君は僕に感かん謝しやすべきだと思うけどね」

　得意げな統馬は、再ふたたび過か去こに触ふれた。同僚であった、彼との過去に。

「かつて僕は『封ふう魔ま録ろく』シリーズ第一巻の『アインス』を追い、彼は君を追った。僕は無事に『回収』を終えたが、彼は裏うら切ぎった。もしもあのとき、僕がジャンケンに負けて君を担たん当とうしていたら、君はここにはいなかった」

「……なるほどな。だが、我は人に感謝などせん。それでも名だけは訊いておこう。名乗るがいい、異界司書よ」

「四海統馬。一応副館長やってるよ」

　不敵に微笑ほほえむ統馬を、ツヴァイは確かに強敵と認みとめていた。彼は攻せめ手を熟じゆつ考こうし始め、閉とざされた空間はしばしの安あん息そくを得た。その代だい償しように緊迫感は一いつ瞬しゆん経たつごとに高まっていく。綴が胸むねに物理的な圧迫感を感じるほどの段だん階かいに達するまで、数秒もかからない。

　そして、それが消え失うせるのもまた同様に数秒かからなかった。

　統馬がポンと綴の肩かたを叩たたく。

「じゃ、あとヨロシク」

「はぃぃぃぃ?」

　綴が素すっ頓とん狂きような声を上げたのもむべなるかな。

　ここまで場を盛もり上げるだけ盛り上げておいて、それはない。

「じょ、冗じよう談だんですよね?」

「いーや。この“〝絶界”〟は領りよう域いき内ないの衝しよう撃げきを外に出すのを防ふせぐものじゃない。僕が下へ手たに本気を出してしまうと、憑ひよう依いされた女の子はおろか、この店ごと吹ふっ飛んでしまう可能性がある。それは僕の読書ライフのためにも避さけたいから、君にやってもらうしかない。あ、これ業ぎよう務む命令ね。逆さからったらクビ」

　最後の一言だけがやけに明るい口調だった。

　綴からすれば職しよつ権けん乱らん用ようもいいところだが、統馬の言葉が真実ならそう抵てい抗こうもできない。逡しゆん巡じゆんの後、綴は一応訊くだけ訊いてみた。

「……どうすればいいんですか?」

「栞しおりは持ってるだろ?　あれには退たい魔まの力がある。投げて当たれば魔物は去る……のは無理だろうな、多分」

「多分って………」

　こうも敵に聞こえるように喋しやべっては多分無理には違いない。もっとも統馬はそのあたりを考えてはいなかった。

「だって君の栞って最下級だし。でもやらなきゃあの娘こはどうなるのかな?」

　綴がビクッと震ふるえた。

　対たい峙じしているのはツヴァイという名の魔物でも、瞳ひとみに映うつっているのは無む垢くな少女の姿すがただ。

　その姿は香奈の姿と重なり、綴に決意を促うながす。

「わかりました……！」

　急いで鞄かばんから栞を取り出し、ツヴァイに向かって投とう擲てきの構かまえを取る。

　やる気は充じゆう分ぶんだが、いかにも頼たよりない。小こ刻きざみに震える姿は、ツヴァイでさえどこか憐あわれむような眼まな差ざしを向けている。ここまでのやりとりを静観していたのも、綴に多少同情していたのかもしれなかった。

　だがそれは人が蟻ありの行進を見守るような類たぐいのものであり、慈いつくしみの念はない。

　ニッと邪じや悪あくに笑い、ツヴァイは蟻に等しき存そん在ざいを、突つき出した右手の指を曲げて促した。

「来い」

「…………！」

　唇くちびるを強く結び、綴は栞を放った。運動音おん痴ちのうえにキャッチボールも未体験、当然そのフォームは恐おそろしく不ぶ格かつ好こうだ。

　ただ込こめられた想おもいは誰にも劣おとらない。それに応こたえるかのように、白い栞は高速でツヴァイの額ひたいを目がけて空を駆かけた。



    

  
    
      　やった、と綴も心の中で叫さけんだが、初めての成功は成しえなかった。

　ツヴァイが唇を尖とがらせ、ヒュッと鋭するどく息を吐はく。

　その息吹いぶきに当たっただけで栞は勢いきおいを失い、落下の道を辿たどった。

　綴が顔を絶ぜつ望ぼうに染そめ、ツヴァイが妖あやしく笑う。

　どちらの表情も、栞が突とつ如じよ視し界かいから消えたことで凍こおりついた。そしてツヴァイのみがある男もまた消えたことに気づく。愕がく然ぜんと背はい後ごを振ふり向いたときは、すでに遅おそかった。

「立ち読みで足あし腰こし鍛きたえてるんでね。そして、弘こう法ぼう筆を選ばずっと」

　統馬は不敵に微笑み、手にした栞をツヴァイの額に投じる。その栞が綴のものであることは言うまでもない。

　文字通りの神速の動きは回かい避ひの隙すきを与あたえず、栞はツヴァイの額に貼はりついた。同時にその肉体から何かが抜ぬけ出る。半分以上解放されたことでその姿はより具ぐ現げん化かし、黒い気流がうっすらと人型を取ったような印象を受けた。

　──やるな……！　貴様とは我が全すべて解き放たれた後で見まみえよう……！

　捨すて台詞ぜりふを残し、ツヴァイはその身を四散させる。

　捕ほ捉そくが不可能と知る統馬は追おうとせず、ただ左手を掲かかげた。すると天てん井じよう付近に浮ういていた彼の黒い栞が舞まい戻もどり、“〝絶界”〟が解とかれる。栞が統馬の手に戻ると、すでに彼らのいる場所は周囲の空間と違い和わ感なく溶とけ合っていた。

「とりあえずは終わりか。けど残りの奴を収おさめた『封ふう魔ま録ろく』の行方ゆくえはどこなのかな」

　ぼんやりと呟つぶやき、彼は綴に栞を返した。

「助かったよ。君のおかげだ」

「……いえ、私は何も………」

　できなかった、と言うのは遮さえぎられた。

「少なくとも君は何かをした。結果、彼女は助かった。それで充分だろう?」

　統馬が床ゆかに倒たおれた少女を指差すと、ようやく綴も少しだけ笑え顔がおを浮かべる。自分に何ができたかはわからない。ただ、今なら統馬が語ったことの意味が少しだけわかる気がする。

　あらためて彼に礼を述のべようとすると、背後から驚おどろきの声が聞こえた。

「お客さん、どうしました?」

　振り向くと、若い男性の店員が立っている。倒れた少女を見て血相を変えているのはすぐにわかった。

「あ、これはその……」

　説明をしようと思ってもパニクってうまく言葉が出ない。ここは頼たよれる上司に任まかせようと統馬を見ると、彼はすでにいなかった。

　というか、レジの前で立ち読みしていた本の会計をしている。いつ選んだのか、他にも少年漫まん画がのコミックスが数冊さつ追加されていた。ポカンと口を開けて見つめる綴をよそに、会計を済すました彼はさっさと店を出ていく。

　隣となりで店員が救急車を呼よぼうと電話をかけている最中、綴は少しだけ今後の彼を上司として仰あおいでいくことに不安を覚えた。

　四海統馬──異界図書館副館長。そして、仕事と部下よりまずは読書第一の男。





「まさか、君が出て来るとはね」

　中央書店から出て行く統馬を遠目で見つつ、青年は呟いた。その声は珍めずらしく純じゆん粋すいな驚きに満ちている。彼にとって、統馬の参戦は予想外だったのだ。

「相変わらずだね、統馬。だがもうこれ以上“〝ストーリー”〟に絡からまなくていい。君の方も、もうこれ以上彼と関かかわらないことだ」

　街路に佇たたずむ彼は、そう忠ちゆう告こくした。

　傍はたから見れば独ひとり言だが、相手はきちんといる。

　今し方一敗地にまみれた、ツヴァイが。

　先ほどと同じく朦もう朧ろうとした人型を取りつつ、それは彼の周囲に漂ただよっていた。

　──奴やつは、侮あなどれん。おそらくは、貴き様さまの言うあの異い界かい司書以上に。

「だろうね。少なくとも、完全に甦よみがえるまでは手を出すのはやめた方がいい。ところで、君は何な故ぜあの本屋に行った?」

　──……異界司書の気配を感じたからだ。お前ならばわかろう?

「ああ。問題は、誰の気配を感じたかだ。統馬は自分の実力や気配を隠かくすのが恐ろしく上う手まい。彼を知らなければ、僕でも易やす々やすと見抜けないほどにね。だから、君が感じたのはあの女の子のはずなんだ。そうだろう?」

　──それがどうかしたか……?　ただ、半ば目覚めた力を振るおうと思っただけだが……。

　大して気にしたふうもないツヴァイに対し、青年は物もの憂うげな姿で物思いに沈しずんでいる。

「……問題大アリさ。まず彼女と君が出会うこと自体、プロットに無かった。それはまだ許ゆるせるが、そのせいで統馬まで絡んできた。一歩間ま違ちがえれば“〝ストーリー”〟は破は綻たんしていたかもしれない。全すべては、あの娘このせいだ」

　青年の視し線せんは中央書店に吸すいつけられていた。

　正確には、まだ中にいる綴の存在に。

「……何者なんだろうね、彼女は。読破の傍そばにいるのもわかる気がするよ」

　──全ては偶ぐう然ぜんだろう……貴様ほどの者が何を気にする?

　仇きゆう敵てきの警けい戒かいを杞き憂ゆうと片かた付づけ、ツヴァイが笑った。もちろんはっきりとした表情がわかるわけではないが、少なくとも言葉の節々からその類たぐいの感情は感じ取れる。

「君に励はげまされるとはね。まあいい、一度ならそうとも言える」

　肩かたをすくめ、青年は歩き出した。

　──どこへ行く……?

「もう一人の君のところさ。どうやら、僕が助けなきゃ読んでもらえない場所に移い動どうしたようだ。封ふう印いんのルールにより、君は干かん渉しようできないし、僕がやるしかないだろう?」

　──何を考えている………?

「言ったろう、物語を書く──そして、望むものを手に入れたいだけさ。君がついてくる必要はない。好きなところへ行くといい」

　──…………。

　ツヴァイは黙だまって見送り、黒い気流は彼から離はなれ、何ど処こかへと消えていく。

　かつて地の底に閉とじ込こめられた者と、閉じ込めた者。

　奇き妙みような関係はけして友好とは言えないが、共きよう闘とうに近い。

　だが全ての封印が解とかれたとき、ツヴァイの魔まの手がまず誰に及およぶか。そのことはおろか、これから先の全てのことを見み透すかした青年は、悠ゆう然ぜんと歩を進めた。

「せいぜいあがくがいい、ツヴァイよ。やがて読破が立ちはだかる。そのとき君は、人の力の前に三度敗れ去るだろう」



    

  
    
      　第四章　魔ま力りよく、限かぎりなく






　放課後の読どく破はの探たん索さくは、一言で言えば徒労に終わった。

　あれから学園中を回ってみたものの、『封ふう魔ま録ろく』の気配は感じ取れない。

　もちろんあの時点ですでに『封魔録』は学園の外にあったわけだから、無む駄だな努力と言えるかもしれないが、実じつ際さいはそう無意味なことでもなかった。

　綴つづるとツヴァイが出会ったとき、すでに『封魔録』そのものは五人目の生いけ贄にえを探さがして何ど処こかへ消えていた。再ふたたび学園内に戻もどった可か能のう性せいもけしてゼロではない。

　だが成果は上がっていなかった。

　昼休みを迎むかえたその顔は、さすがに疲ひ労ろうの色が見え隠かくれしていた。一いち応おう自じ宅たくに戻って多少の食事と睡すい眠みんを取ってはいるものの、やはり結果が出ないと精せい神しん的に辛つらい。

　昼食に思い思いの行動をとるクラスメイトを横目に、読破はいつもよりも力ない足取りで教室を出た。

　授じゆ業ぎよう中ちゆうは生徒が出歩くこともないので、そこまで『封魔録』の読書を警けい戒かいする必要はないと判はん断だんしたが、昼休みとなると話は別だ。

　いつものように黒本を小こ脇わきに抱かかえ、さらに学生服のポケットに蒼あおい栞しおりを入れて探索に赴おもむく。ポケットには左手を入れ、いつ栞が反応してもいいようにしてある。だが読破の顔からは成果への期待が見えない。

　──……仮かりに学園内にあったとしても、感じ取れるものか……?

　そんな疑ぎ問もんが歩きながらも彼を支し配はいし始めていた。

『封魔録』シリーズ、それも“〝ツヴァイ”〟が絡からんでいるとわかったときから、背はい後ごにいる存そん在ざいには気がついている。

　かつてツヴァイを追っていた異い界かい司書──それこそが“〝彼”〟なのだから。

　異界図書館史上最大の反はん逆ぎやく者しやにして稀き代だいの異い端たん作家、そして、神の如ごとき力を持つ魔人とも謳うたわれる男。

　その男の目的は計り知れないが、『封魔録』の解かい放ほうを意図していることはわかる。そして向こうもまたそれを阻そ止しせんとするこちらの行動は予よ測そく済ずみだろう。ならば、『封魔録』自体に探索を無む効こうにする何か特とく殊しゆな措そ置ちを施ほどこしているのかもしれない。

　もしそうだとしたら、自分の行動はすぐに新たな方向へ転てん換かんする必要がある。

「……やはり、考えておかなくてはならないな」

　読破の呟つぶやきは、最悪の事じ態たいへの対たい処しよ法ほうを意味していた。

　すなわち、ツヴァイが完全復ふつ活かつしたとき、いかにして立ち向かうか?

　新たな行動の指針を固めたとき、彼はあまり訪おとずれたことのない場所に来ていたことに気づいた。

　目の前にあるのは音楽室だ。

　昼休みが始まったばかりのせいか、中には誰だれもいない。読破はしばらく部屋の前で何事か考え込んでいたが、やがて部屋の中へ入っていった。

　その顔はやはり疲労の色を留とどめていたようなものの、どこか懐なつかしい場所に戻ったような安らぎを宿していた。





　昼休みといっても、多少時間が過すぎなければ図書館には誰もいないのが普ふ通つうだ。大たい抵ていは読破が真っ先にやって来るのだが、今日その役を果たしているのは睦むつ美みだった。

　元々少食のうえに最近はダイエット中なので、食事の方は早目に済すまし、読破の代理として図書館のカウンターに立っている。

　だがその顔はどこか冴さえない。

　読破の代理に不満はないが、彼と二人きりで過ごす昼休みや放課後が失われてから久ひさしい。彼との距きよ離りがますます遠ざかっているように思えて仕方なかった。

　ふうと小さな溜ため息いきをつくと、自分の気持ちをさらに逆さか撫なでする人物が背後の準じゆん備び室しつから現れた。

「あれ、また月つく詠よみクンじゃないんだ?　頼たのみ事あったのにな～」

　そう欠伸あくび交まじりに言って、永えい命めい学園司書・氷ひ室むろ真ま由ゆは小さく伸のびをした。昼休み前から準備室で寝ねていた彼女は、今読破が置かれている状じよう況きようなど知る由よしもない。ついでに自分の行動が彼の仕事を増ふやしたことも、まったく自覚はない。

「……いたんだ」

　小さく呟いた睦美の言葉には敵てき意いが溢あふれている。並ならび立てばかなり男性の目を引く二人なのだが、はっきり言って折り合いは悪い。また真由の存在を知る生徒も少なかった。

　睦美とはまた違ちがう大人の色気を兼かね備そなえた彼女は、本来なら睦美と並んで図書館の看かん板ばん娘むすめになりえる存在だろう。もっともほとんど図書準備室にこもっているので、一いつ般ぱんの生徒はその存在自体をあまり知らない。さらに図書館自体を空けることも多々あるので、図書館の業務も読破や睦美に任まかせきりだ。

　一応彼女には新しん鋭えいの民みん俗ぞく学者としての一面がある……らしいので読破は大目に見ているが、睦美は彼の仕事を増やしているとして認みとめていない。さらに読破とは昔からの知り合いで何かと馴なれ馴なれしい態度をとるため、睦美はかなり彼女を嫌きらっている。ただし、基き本ほん的に睦美が対たい抗こう意い識しきを燃もやしているだけなので、真由に自覚はない。

「……また論ろん文ぶんの手伝いでも頼むんですか?」

　皮肉たっぷりの口調の睦美だが、真由には通じない。

「そうそう、あと資し料りようの整理とかも頼んじゃおうかな～って。ねえ、何してるの彼?」

「知りません。知ってても言いません」

　プイとそっぽを向いた睦美を、真由は不思議そうに首を傾かしげて見ている。大体二人のやりとりは毎回こんな感じだ。

「あら、そう。でもあなた来るの早いわね。まあ月詠クンには負けるけど……ねえ、彼っていつご飯食べてるのかしら?」

「さあ……私は見たことないですし………」

　言われてみれば、読破が食事をしているのを見たことがない。自分が図書館に来ると彼は常つねに先に来ているが、その前に食事をするのではあまりに時間が足りないはずだ。読破と同じスピードで図書館に来るには、それこそ昼休み開始直後に全速力で向かわなければならない。



    

  
    
      「毎回お昼抜ぬくのはさすがに無理よねえ……ねえ、ホントに知らないの?」

「……知らないですよ。嘘うそ言ってどうなるんですか?」

「そりゃそうだけど、月詠クンといつも一いつ緒しよだからそれぐらいは知ってると思って」

　何気ない一言がグサッと睦美に突つき刺ささる。

　痛いたいところを突かれた。確たしかに学園内では読破と最も親しい人間という自負はあるし、実際そうだろう。

　だが彼をどこまで知っているかというと、最近は特に自信がなかった。もしかしたら、自分の知る読破など彼のごくわずかな部分にすぎないのかもしれない。

「まあ、そんなこと訊きいてもしょうがないか。で、結局あなたが代わりやるんだ?」

　自分で訊いておいて、あっさり他の話題に切り替かえる。ここらへんが睦美に敵てき視しされる理由でもあるが、真由は気にしない。そもそも、読破の仕事は本来自分がやるべきものという意識もゼロだ。

　さすがにそのことには睦美も少し頭にきたようで、

「どうせ、先生に任せてもしませんからね。私か部長がいなきゃどうなってることか……！」

　とキツイ言葉を吐はく。が、真由には通じない。

「そうよね～。二人がいなきゃ図書館も開けらんないわ。ありがと」

　呑のん気きに礼を言う真由に、睦美も戦意を失った。多分読破もこうしたやりとりを経へて、今のように黙だまって業務を引き受ける気になったのだろう。

「でも、月詠クンもあなたにはずいぶん感かん謝しやしてるわよ?　さすがに一人じゃ辛つらいけど、あなたがいてくれるおかげで助かるって、よく言ってるし」

「え……本当ですか?」

「ええ、私と二人っきりのときに」

　最後の一言が気に食わないが、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。読破から礼は言われているものの、彼が他人にそんなことを漏もらしているとは。

「大体、月詠クンが女の子とまともに話してるとこなんて、あなた以外見たことないもの。将しよう来らい心配してたけど、安心したわ」

　真由がうんうんと腕うで組ぐみする傍そばで、睦美の顔がますます喜色に染そまっていく。学園中の男子が見てみたいと思うその表情に、真由も睦美の想おもいの先にある少年に気づいた。こういう方向では意外に洞どう察さつ力が利きく。

　ついでに心配りも働き、彼女は思わぬ提案をした。

「……何なら、今から月詠クンに確かめてみれば?」

「え、それは……」

「仕事は私がするわよ。たまには気分転てん換かんになるし」

　ウインクした真由に、睦美は珍めずらしく軽く頭を下げた。

「じゃあ……お願いします。あの……」

「何?」

「ありがとうございます……」

　ぎこちない礼に苦く笑しようし、真由は片かた手てを振ふって彼女を送り出した。

「がんばってね～」

　単純に面おも白しろがっているだけかもしれないが、一応真由の励はげましを受けて睦美は図書館を後にした。

　だが出た瞬しゆん間かん、次の行動に困こまった。

　──会っても、何言えばいいんだろ……?

　さすがに自分が役立っているか確かめる気はない。一気に告白、なんてのも無理だ。できるならとっくの昔にしている。

　──……とりあえず捜さがそう……！

　迷まよった末にそう決断し、睦美は歩き出した。やはり彼のことが気になる。昨日別れた後何もなかったか、それだけでも確かく認にんしたい。

　まずは読破の教室に行こうと考え、校こう舎しやに向かう。四階にある彼の教室を目指して階段を上っていると、ピアノの音が耳に入った。そういえば、この階には音楽室がある。基本的に昼休みは開かい放ほうされているので、誰かが弾ひいていてもおかしくはない。

　読破を捜す身としては聞き流すところであるが、その音色は何な故ぜか心魅ひかれるものがあった。子こ供どもの頃ころから親にピアノを習わされていたので、それなりに造ぞう詣けいはある。演えん奏そうの方は正直そこまで得意ではないし興きよう味みもないが、聞くのは好きだ。

　聞こえてくるピアノの音色は、技ぎ術じゆつ的には物足りないものの曲自体はなかなか魅み力りよく的で、心に迫せまるものがある。誰もが知るオーケストラの名曲などではなく、おそらくはオリジナルの楽曲──ゆったりとした曲調はざわめく心に染み入り、聞く者の心を癒いやしていく。作曲者はかなりの力量の持ち主であり、人を感動させる術すべを心得た人物に違いない。

　その証しよう拠こに睦美も足を止め、そんな曲を演奏する人物に興味を抱いだく。ちょっと見るだけと自分にいいわけし、睦美は音楽室の中を覗のどき込こんだ。人気のない部屋には学生用の机つくえと各種の楽器が備えられているが、目当ての人物は一ひと際きわ目立つ教きよう壇だん横のピアノに向かっていた。

「部長……！」

　驚おどろきを漏らし、睦美は音楽室の中に入った。

　まさか、こんなところで会えるとは。

「君か………」

　ピアノを弾いていたのを見つかったのが恥はずかしいのか、読破は少し照れたように鍵けん盤ばんの蓋ふたを下ろした。

「図書館の方はどうした?」

「あ、氷室先生が……」

「珍しいこともあるものだ」

　しみじみ語る読破からは、普ふ段だんの苦労が滲にじみ出ている。異界司書と高校生、そして図書部長との兼けん業ぎようはこれで結けつ構こうハードらしい。

「で、君はどうしてここに?」

「それは………」

　あらためて訊かれると、答えに詰つまる。まさか真由に吹ふき込まれたことを言うわけにもいかないので、とりあえず無ぶ難なんな話題に逃にげた。

「えっと……ピアノの音が聞こえたもので。部長も弾かれるんですか?」

「楽がく譜ふが多少読めるだけだ。この程てい度どは弾けるうちに入らんよ」

「楽譜って……どこに?」

　ピアノの周りを見ても、そんなものは影かげも形もない。首を傾かしげる睦美に、読破は指で軽くこめかみを叩たたいて見せた。

「ここにある。昔せがんで見せてもらったが、何とか忘わすれずにいる」

「へえ……その方が作曲されたんですか?　ピアニストの方とか?」

　作曲者に言げん及きゆうすると、読破の顔に翳かげが差した。睦美はまずいことに触ふれたと直感したが、彼は特に気を悪くしたふうもなく答えた。

「いや……作家だ」

「作家……?　どうして、そんな人が作曲を?」

「修しゆ行ぎようの一いつ環かんだそうだ。音楽のみならず、全すべての芸術には──いや、およそ人を感動させる全てのものは、その背はい景けいに必ず何かしらの物語性を秘ひめている。だから、作家としての力量を上げるためにはそれらに触れ、より深く創そう作さくを理解しなければならない──そう言っていた」

　そう語ると、読破は椅い子すから立ち上がった。その顔は複ふく雑ざつな表情を示しめしている。

　悲しみと憧しよう憬けい──そしてそれだけでは片付けられない、遠い日を想おもう寂さびしい瞳ひとみ。

　何が彼をこんな顔にさせるのか、誰を想ってこんな表情をしているのか。

　自分にはけして向けられないその顔は、睦美の心を激はげしく波立たせた。嫉しつ妬としても叶かなわない──そんな気がする。

「どんな人……だったんですか?」

　答えは期待していない。ただ、訊きいてみたかった。

　想いが届とどいたのか、読破は窓まどの外を見ながら答えた。

　その瞳は何を見ているのだろう。

「……どうだったかな。もう昔のことだ。ずいぶんと、昔の………」

　彼自身、覚えていないのかもしれない。

　いや、ひょっとしたら自ら記き憶おくの底に封ふうじたのだろうか。

　ピアノに興じていたのは、もう戻もどれない過去に少しでも浸ひたっていたかったのだろう。

　だが彼は過去の幻げん想そうに囚とらわれ続けるほど愚おろかではない。思い出を振ふり切るように頭かぶりを振り、睦美に微び笑しようした。

「そろそろ仕事に戻らなくてはな。行くとするか」

「はい……あの、部長」

「何だ?」

「ピアノ、素す敵てきでした……」

　思わぬ称しよう賛さんに、読破は苦く笑しようした。見よう見まねで覚えたもので、到とう底てい人に聞かせるようなものではない。それでも単なるお世せ辞じでないのは、睦美の性せい格かくを考えればわかる。

「……ありがとう」

　小さく礼を言い、読破は睦美の下もとから去っていく。穏おだやかだったその顔が、徐じよ々じよに厳きびしいものに変わっていった。

　睦美との語らい、そして思い出に浸っていたやすらぎの時は終わる。

　そして──また戦いの時間が。

　何か言いたげな睦美の瞳に応こたえることはなく、読破は部屋の外に出るとすぐに携けい帯たい電話を取り出した。かける先はいつもの調ちよう査さ官かんではなく、上司である統とう馬まにだ。運よく繋つながると、すぐにとぼけた声が聞こえてきた。

「は～い四し海かいです。ただ今読書中なので、数時間後にかけ直してください」

「……緊きん急きゆうにお訊きしたいことがあるのですが」

「あ、月詠クン?　じゃあしょうがないか」

　ぶつくさ言いながらも、統馬は応じた。留る守す番ばん電話になっていなかっただけマシだろう。

「で、何の用?　僕ぼく忙いそがしいんだけど……読書で」

「……それは失礼を致いたしました。早さつ速そく本題に移うつらせていただきますが、かつて八体の魔ま物ものを封ふう印いんした術じゆつは、再さい現げん可か能のうでしょうか?」

「妙みようなことを訊くね。探たん索さくは諦あきらめたのかい?」

「そうとってもらっても結けつ構こうです。発見の可か能のう性せいはゼロではありませんが、背後にいる人物を考えれば完全解放を覚かく悟ごした方がいいように思います。問題は解放後にいかにしてツヴァイを斃たおすか──一番効こう果か的なのは、かつての封印法でしょう」

　読破の考えにも一理ある。斃した前例はあるにせよ、次の保ほ証しようはない。ならばより確実な手段をとるべきだろう。しかし統馬の答えは冷たかった。

「今のところ再封印は無理だろうね。かつて魔道士が使ったアイテムはインクとペン、そして『封魔録』の原型となった白紙の本だ。最後の一つ以外は、一応同じものを用意できる。だが封印術を再現するには、決定的に欠けているものがある。君も知ってるだろう?」

「術を行使する者……ですか?」

「そう。いかに道具が揃そろおうが、それらを使いこなせる者がいない。かつての魔術結社の秘ひ術じゆつは、結局彼らだけのものだった。そして、彼らはもういない」

「……そうですか………」

　あらかじめ予想はしていたが、はっきり言われると辛つらい。最悪の事態は、最悪のままなのだろうか。

「あ、でも一つ望みがあると言えばあるかな」

「何ですか?」

　再ふたたびやる気を取り戻もどした読破に対し、統馬は相変わらずゆるい口調で告げた。

「あくまで可能性だけど……『封魔録』の作者は、手記を残している可能性がある」

「手記……ですか?」

「うん。最近の研究では、どうもあの魔術結社は『封魔録』に対する警けい告こくを様々な文ぶん献けんにおいて述のべていたらしい。その中には、万が一魔物が解放された場合のものもあるそうだ。今のところ具体的な対たい処しよ法が記き載さいされているものは見つかっていないけど、いずれ出て来る可能性はある。特にツヴァイの場合はね。君もわかっているだろうけど、おそらくツヴァイを確かく保ほして最初に解放したのは彼だ」

「はい……」

　携帯電話を握にぎる力が強まる。彼とは、そういう相手なのだ。

「『封魔録』を相手にする以上、彼も事前に何かしら対たい策さくを講こうじただろう。そのときに手記を参考にした可能性は高い。そしてもしも手記が実在し、彼が目にしたとするなら──」

「学園内に、手記が存そん在ざいしているかもしれない……ということですか」

　統馬の意を読み取り、読破が呟つぶやく。

　この結けつ論ろんに辿たどり着くのは、異い界かい司書の中でも読破と統馬ぐらいだろう。かつて異界司書であったあの青年は、この学園で数あま多たの“〝戒かい書しよ”〟を解放した。そしてその傷きず痕あとは今も学園内に残り、“〝戒書”〟自体も数多く残されている。その「回かい収しゆう」のために読破はこの学園におり、統馬でさえ頻ひん繁ぱんにやって来るのだ。

「まあ、これは全て可能性の話だ。けど新たな封印術を模も索さくするならば、手記に賭かけるのも悪くない。ただし、仮かりに見つかったところでそこに解決が記されているとは限かぎらない。それでもやるかい?」

「あてのない探索よりはマシでしょう。私はすぐに地下に行きます」

「授じゆ業ぎようはちゃんと受けよう。そういう約束だったよね?」

　珍めずらしく統馬が年上風を吹ふかせた。まだ学生である読破には、時としてこういった制せい約やくが課せられる。ただし、大たい抵ていは統馬の気分で決まる。

「……放課後からにします。増ぞう援えんの方は………」

「無理だね。僕も仕事中だ」

「読書中とおっしゃいましたが?」

「今移い動どう中だもん。ちなみに空の上だよ」

　何で普ふ通つうに携帯電話が繋がるのかと思いつつも、読破は孤こ独どくな戦いを決意した。統馬の場合、あまりアテにしない方が後々傷きずつかなくて済すむ。

「わかりました。では、やれるだけやります」

「頑がん張ばってね。じゃ、そろそろ本読みたいんで」

　ブツッと電話が切れ、読破は本当に孤独になった。いや、嘆なげくこともない。そうやって多くの「回収」をこなしてきた。願わくは──今回も。

　決意を新たに、読破は歩き出した。まもなく掃そう除じの時間──図書館に行かなければならない。





　午後の授業が終わると、読破はすぐさま図書館に向かった。足音を殺した駆かけ足で図書準じゆん備び室しつに入ると、余よ計けいな人物がそこにいた。

「どしたの、息切らして?」

　真由は指先でペンを回しつつ、自分用の椅い子すに腰こし掛かけている。元々この部屋の主は彼女なのだから当然なのだが、正直今は邪じや魔までしかない。

　──……新手の嫌いやがらせか?

　露ろ骨こつに顔をしかめた読破に、ムムッと真由が眉まゆ根ねを寄よせた。

「何よ～私がいちゃ迷めい惑わく?」

「いえ、別に。で、今日はどうしてまた?」

「うん……まあ気分転てん換かんかな。論文が煮に詰つまって」

「…………」

　言うまでもなく、転換の方向が逆ぎやくだ。図書館の仕事の気分転換に論文を──が司書のあるべき姿すがただろう。しかし読破クラスとなるともう呆あきれない。そこからさらに先を予想する。

「……それだけですか?」

「な、何よ、どういう意味?」

　読破の見み透すかしたような瞳ひとみに、真由がたじろぐ。図書館での権けん力りよくの差を如によ実じつに表す光景だ。

「いえ、そういえば先日の合コンの彼は、その後どうなったかなと思いまして」

　ギクッと胸むねを押おさえた反はん応のうは恐おそろしくわかりやすい。事の顛てん末まつを想そう像ぞうし、読破の口元が綻ほころぶ。

「どうやらこの度たびはご縁えんがなかったということで」

「それは就しゆう職しよくのときでしょーが！　何よ、私のプライベートにケチつけないでくれる?　あんな男はこっちから願い下げですよ～だ」

　──多分向こうもそう思ってるだろうな。

　そう心の中で呟つぶやいたが、顔にはしっかり出ていたらしい。ますます機き嫌げんを悪くした真由は、ふくれっ面つらで机つくえに突つっ伏ぷし、人差し指で「の」の字を書き始めた。結構傷ついているらしい。

「いいわよ、どうせ私の恋れん愛あい偏へん差さ値ちは三十そこそこよ。出会いもなければ愛もないわよ」

　ついでに未来もない……と読破は言いかけたがこらえた。さすがにそれは人として言ってはいけない気がする。かといってこの愚ぐ痴ち女おんなを放置しておくわけにもいかず、扱あつかいに困っていると、向こうから立ち上がってきた。何を思ったのか、そのまま読破の方へ歩いてきて、顔を両手で包み込んできた。

　白くて細い手は柔やわらかく、並なみの男ならその感かん触しよくにドギマギしてしまうだろう。ましてここは密室──二人だけときた。

「……何ですか、いきなり?」

　迷惑そうな読破に対し、真由は真しん剣けんに彼の顔を見つめている。

「うーん、やっぱり駄だ目めね」

「はあ?」

「これで目つきがもう少し優やさしかったら、結構好みの美形なんだけど……何より歳としが駄目ね。せめてあと二、三歳さい上なら全然オッケーなんだけどな……できれば性せい格かくももうちょい柔らかい方がいいわ。ついでに眼鏡めがねもコンタクトに変へん更こうね。ねえ、私のために自分を変える努力をしてくれない?」

「……それじゃほとんど別人でしょう。自分のアイデンティティを捨すててまで、あなたに媚こびたくありません」

　要求を拒きよ絶ぜつし、読破は真由の手を振ふり払はらう。少しでも同情した自分が愚おろかだった。

「何よ、結構切実な要望なんだけど。絶ぜつ対たいその方がもてるわよ?」

「死んでも嫌いやです」

　きっぱりした否ひ定ていに、真由も肩かたをすくめた。土台彼の年ねん齢れいに踏ふみ込んだ時点で無理な話だ。

「まあそうよね。しょうがない、地道に新しい出会いを探すとしますか」

　妙みような方向に力を入れ、真由はいそいそと帰り支度じたくを始めた。このへんの切り替かえはいつも早い。都合の悪いことはとっとと忘わすれるタイプだ。いつもの読破なら嫌味の一つでも言うところだが、今日は無言を通して真由を見送った。

「じゃあ先帰るわ。あとヨロシクね～♪」

「……いってらっしゃい」

　切り替えの早い悩なやめる子こ羊ひつじを虚うつろに手を振って送り出すと、読破はすぐさま行動に移うつった。

　事は一いつ刻こくを争う。すぐさま準備室の奥おくにある貸かし出し禁きん止しの書物を収おさめた本ほん棚だなの裏うらに回り、床ゆかに積まれた雑ざつ多たな置物をどける。

　ほどなくして、床に奇き妙みような石板が現あらわれた。

　普段は本や資料によって意図的に隠かくされたそれは、大理石に似にた白い光こう沢たくを放っている。表面には一流の言語学者でも解読不能な文字が刻きざまれており、この石板自体が現存する文明とはその存そん在ざいを隔へだてられたものであることを予感させる。

　しかし学園内で唯ゆい一いつ読破だけはその文字を読み取れる。

　異界図書館の一部でも使用される「異界文字」の一種は、読破にこう告げている。



　この門を潜くぐる者、その証あかしを捧ささげよ。



　要求に応じ、読破は蒼あおい栞しおりを石板の上に置いた。その上に自分の手を重ねる。

「異界司書月詠読破、その命めいにおいて開門を願う」

　読破の声に反はん応のうし、石板が淡あわい光を放つ。その途と端たん硬こう質しつな表面も変へん貌ぼうを来きたした。水面を思わせるような触感が読破の手を包み、奥へと導みちびく。彼は導きに従したがい、足からその身を石板に投じた。

　本来ならばあえなく弾はじかれるはずの身はあっけなく受け入れられ、読破の体は石板を瞬しゆん時じに通過した。しばしの闇やみを経へて、彼は再び大地に出会う。

　硬かたい床に優ゆう雅がに着地し、読破はすぐ横の電でん灯とうのスイッチを入れた。

　灯火の輝かがやきが増ますにつれ、この空間がその真実の姿すがたを曝さらけ出していく。

　目の前に広がるのは、軽く百架かを超こす本棚の群むれだった。そしてその本棚にすら収まりきらず、床に散在した数々の本。地上部分の蔵書量を超えると思われるその量は、同時にこの空間の広大さも示しめしている。漂ただよう空気はひどく冷たく、読破の耳には、永ながきに亘わたって読まれていない本達の嘆なげきの声が聞こえてくるようだ。

　実じつ際さい、ここを訪おとずれる人物は読破しかいない。

　図書館の地下にこのような書庫があるのを知る者さえ、学園内ではごく少数──司書である真由でさえも知らぬことだ。その理由は、この地下書庫の蔵書の性質による。

　そう──異界図書館の封ふう印いんが施ほどこされていたことからわかるように、この地下書庫の蔵書には数多くの“〝戒かい書しよ”〟が混在している。未いまだ「鑑かん定てい」が終しゆう了りようしていないその多くは、一いつ般ぱんの書物と共にこの場所で眠ねむりについているのだ。

　読破の重要な仕事の一つは、この地下書庫から“〝戒書”〟を見つけ出す「鑑定」にある。普ふ段だんから暇ひまを見つけて来ているが、今日は『封ふう魔ま録ろく』の著ちよ者しやの手記というただ一冊の本を探さがし出すのが目的だ。

　探たん索さくに向けて一歩踏ふみ出した読破は、誰ともなしに呟つぶやく。

「あるいはこの探索もあなたの“〝ストーリー”〟のうちか。だが全すべてが思い通りにいくと思うな。残しているならば、必ず見つけ出す。異界司書の名に懸かけて」





　読破が地下書庫にこもってからも、図書館は平へい常じよう通り開館している。ただし真由もすでに帰っているため、業ぎよう務むを行っているのは睦美、そして今日は綴もいた。

「先せん輩ぱい、もう地下の方に行っちゃったんですよね……?」

「そうね。しばらく出て来ないって言ってたけど……」

　カウンターで会話する二人からは、読破への心配が滲にじみ出ている。二人とも掃そう除じ時間に事の顛てん末まつは聞かされているから、彼が何をしているかは知っていた。もっとも知らされただけで、未だに今回の「回収」への干かん渉しようは許ゆるされていない。

　その意味では二人とも同格の扱いなのだが、睦美の方は若じやつ干かん綴にコンプレックスを抱いだいている。何せ彼女は見習いとはいえ異界司書、こと「回収」に関しては自分より読破に近いはずだ。そう思うがゆえに、言葉の節々から何とか情じよう報ほうを聞き出そうとする魂こん胆たんが見え隠かくれしている。

「……あなた、部長から他ほかに何か聞いてないの?」

「え、何がですか?」

　キョトンとした顔からは、とぼけている様子は感じとれない。睦美も彼女が腹はら芸げいのできる人間だとは思っていないが、恋こいとは時として人を疑うたぐり深くする。

「本当……?　仕事のこと、聞かされてないの……?」

「……はい、あんまり……。今回のは危き険けんみたいで、私にはまだ早いとかで……樹いつき先輩こそ、何か聞いてないんですか?」

「え、き、聞いてないけど……何で私に訊きくのよ?」

　自分に振られると対応に困る。睦美の狼ろう狽ばいに気づかず、綴は純じゆん真しんに問い続ける。

「だっていつも先輩と一いつ緒しよだし、私より色んなこと聞かされてそうだし……付き合いも長いんですよね?」

「ま、まあ………」

　睦美の秀しゆう麗れいな顔が引きつってきた。綴の言うとおりにも拘かかわらず、自分の扱あつかいは彼女と変わらない。知ってて言っているなら、かなり効こう果か的な嫌いやがらせだ。

「え、そうなんですか?　てっきり何か知ってるのかなって……」

　悪気のない問いは、グサッと睦美の心に突つき刺ささった。

　確たしかに自分は何も知らない。

　彼の仕事も、何が彼をそれに駆かり立てているのかも、何な故ぜあんなに音楽室で寂さびしい顔をしていたのかも、何も。

　あらためてその事実に気づかされ、睦美の美び貌ぼうに絶望が広がっていく。

「あ、あの、私……何か悪いこと言いましたか……?」

　ここに来てさすがに綴も気づいた。何より、先ほどから無数の視し線せんを感じる。おそらくは睦美目当ての男子生徒のもので、綴に無言のプレッシャーを与あたえていた。視線の意味するところは、樹さんを悲しませるな、といったところだろう。

「え～と、でも、月詠先輩って無口みたいだし、仕方ないですよね……?　樹先輩に言わないのも、多分そのせいだと………」

　弁べん明めいもすでに時遅おそし、睦美はこちらを見ようとしない。彼女はすでに読破との距きよ離りを自覚し、ある決意を固めていた。

　いつまでも、この位置に甘あまんじているわけにはいかない。

「ごめんなさい、今日ちょっと先に帰るわ。閉へい館かん処しよ理りお願いできる?」

「え、はあ……」

「戸と締じまりをして、鍵かぎを用よう務む員いん室しつに預あずければいいから。それじゃあ」

　鞄かばんを手に取り、睦美は絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかを駆けていった。足音を立てないのは、読破譲ゆずりのものだろう。

　止める間もなく出て行った睦美の背せを、綴はポカンと口を開けて見送っていたが、すぐにまた無言のプレッシャーを感じた。館内の至いたる所から自分に突き刺さる数あま多たの視線は、皆みな睦美がいなくなったことを咎とがめている。

「ご、ごめんなさい……」

　綴はとりあえず小さく頭を下げたが、無言の糾きゆう弾だんは止やまなかった。ちなみに、その後かなりの数の男子生徒が図書館を去っていくことは言うまでもない。





　読破が地下書庫にこもってから、すでに半日以上が経けい過かしていた。

　彼はその間睡すい眠みんはおろか一いつ滴てきの水も口にすることなく、黙もく々もくと探索を続けている。その顔にはさすがに疲ひ労ろうが見え、終わりの見えない作業の過か酷こくさが知れる。

　十二時間以上に及およぶ探索もまた徒労か──事情を知る者でもそう思うだろう。否ひ定ていはできないが、読破がここまで費やした時間はけして充じゆう分ぶんなものとは言えない。もし『封ふう魔ま録ろく』の著ちよ者しやの名が判はん明めいしているならば、読破は栞しおりを使ってすぐさまその本の場所を特定できるだろう。

　しかし著者の名は不明、そして手記の形式自体も不明とくれば、後は虱しらみ潰つぶしに本を探し、その中に記き述じゆつがないか、あるいは手紙などが挟はさまっていないかを見み極きわめるしかない。唯ゆい一いつの手がかりは、『封魔録』が中世のドイツで生まれたことから、手記もまたドイツ語の可か能のう性せいが高い──ということだけだ。しかしそれもあくまで可能性の段だん階かい、さして決め手にはならない。

　普通ならこの条じよう件けんだけでやる気をなくし、せめて複ふく数すうの増ぞう援えんを乞こうところだろう。読破はそのどちらも否定し、孤こ独どくに、そして辛しん抱ぼう強く作業を続けた。

　幸い入学当初から度たび々たびこの地下書庫で本の整理をしているため、構こう造ぞうは把は握あくしている。“〝戒書”〟と一いつ般ぱんの書物との判別はまだまだ終わっていないが、済んだ区く域いきはとりあえず対象から外していいだろう。

　そして対象となる区域──といってもほぼ大部分の区域であるが、その中から大おお雑ざつ把ぱではあるが、ある程てい度どの見当をつけて探索することは可能だ。

　一般的には図書館の蔵書は十進分類法に代表される形で整理されているが、この地下書庫の蔵書は違ちがう。おそらくは異界図書館の分類法「四式分類法」に則のつとっている。これはまずその“〝戒書”〟の危き険けん度ど、次に魔道書などその“〝戒書”〟の種別、最後に年代や国などの要素で分類するもので、この地下書庫の蔵書も完全ではないものの、その分類に従っている形けい跡せきが見られた。

　それを考こう慮りよすれば、手記があると思われる区域も、特定とまではいかないまでも目星はつけられる。

　読破はここにこもってからの数時間はその区域の探索に当て、続いて本格的な一冊一冊の「鑑かん定てい」に当たった。

　繊せん細さいな手が永きに亘わたり人から遠ざけられていた本を解放し、鋭するどい目つきが一文字たりとも逃のがすまいと内ない容ようを確かく認にんする。

　その姿は学園内で見かけるとき同様、恐おそろしく美び麗れいで近寄りがたい。読破の図書部長としての権力が容よう認にんされているのも、彼が時折人前で披ひ露ろうするこの姿ゆえだ。

　ただ本を読んでいる──それだけの行こう為いで人は魅み了りようされ、その姿に畏い怖ふを覚える。全すべての本は彼の手にとられ、読まれることこそが至し高こうの喜びであり、いかなる駄だ作さくでも彼の手にあるときだけは黄金の輝かがやきを帯びる。そう形容しても過か言ごんではないのが月詠読破という少年だ。

　一時期、彼が読書を始めると、あらかじめ尾び行こうしていた美術部員が即そく座ざにスケッチを開始するなどという噂うわさが流れたが、あながち出で鱈たら目めでもない。多少絵心のあるものならば、何とかして読書という終しゆう焉えんが約束されたその行為を、永と遠わにキャンバスに焼きつけようとするだろう。

　その意味では、彼の数時間に及ぶ「鑑定」という形の読書はまさしく彼らにとって絶好の機会に違いない。だが生あい憎にく彼は一人であり、この場所にいることさえごく少数の人間しか知らない。さらに悲しむべきことに、その読書も遂ついに終わりを迎むかえた。

　目星をつけた区域の本ほん棚だなの最後の本を読み終わり、読破は溜ため息いきをついた。本を元の位置に戻もどすと、そのまま床に座すわり込み天てん井じようを仰あおぐ。

　ここまで読んだ本はざっと二百冊を超こえるが、どれ一つとして『封魔録』の著者が残したと思おぼしきものはない。そのうち“〝戒書”〟と判別されるものが数冊発見されたのが唯一の収しゆう穫かくと言えば言えるが、どれも『封魔録』以上の危険度ではなく、正直ありがた迷めい惑わくなのが感想だ。

　日付はとうの昔に変わり、始業まで一時間と少し──早い教きよう師しや生徒ならもう登校していることだろう。ここまでくれば授じゆ業ぎようを休むことも辞さないが、果たして『封魔録』の解放までに間に合うのか。

　いっそここにないことが確信できれば、また新しい道を模も索さくできる。だが「ない」ことの証しよう明めいは「ある」ことよりはるかに難むずかしく、ここの蔵書を全て確かめなければ確信はできない。そしてそのための時間は自分に残されていない。

　さしもの彼も、このときばかりは諦あきらめが脳のう裏りをよぎった。

　自分の身長より高い本棚を前に、けして届くことのない祈いのりを吐はく。

「答えてくれ──今は亡なき偉い大だいな封ふう印いん者しや。今また魔物の脅きよう威いが迫せまっている。あなたの教えなくば、世界は再ふたたび闇やみに閉とざされるかもしれない。もしあなたが希望を残しているのなら、私の前に示しめしてくれ……！」

　切なる願いに答える者はない。

　無む常じような現実に、読破は床を拳こぶしで叩たたいた。

　本棚などの備品にあたらないのはやはり彼の性しよう分ぶんゆえだが、それでもこんな自じ暴ぼう自じ棄きな行為は彼らしくない。

　その代だい償しようである拳の鈍にぶい痛いたみが徐じよ々じよに彼を落ち着かせ──奇き妙みような事実に気づかせた。

　床がずれたのだ。

　一いつ瞬しゆん目を疑うたがったが、よく観察してみればすぐに真相は見えてくる。全面古風な石いし造づくりの床ゆかに、二十センチ四方の切り込みが走っているのだ。切り込みには数ミリほどの幅はばがあり、その余よ裕ゆうが床のごく一部の部分にずれをもたらしている。

「まさか……」

　読破はあらためてその部分に──今度は栞を伴って触ふれた。

　すると準じゆん備び室しつの石板を思わせる光がそこから走り、切り抜ぬかれた二十センチ四方の床石は読破の手に意志をもったかのごとく貼はりついた。固かた唾ずを呑のみながら蓋ふたの役目を果たしていた薄うすい床石を持ち上げ、露あらわになったその下を見る。

　数センチ程てい度どの深さの空くう洞どうには、その規き模ぼに相応ふさわしい小さな封書が密ひそやかに安置されていた。急いでそれを取り出し、表面を確かく認にんする。「鑑定」が専せん門もんではない読破でも、それが古い時代の紙であり、何かしらの魔力を宿していることはすぐにわかる。何より、表面にはドイツ語で、しかもあの『封魔録』の表紙に書かれた『Ｚツｗヴｅアｉイ』とまったく同じ筆ひつ跡せきでこう書かれてあった。



「願わくは、これが読まれざることを。なれど、次代のためにあえて記す。全ては悪あしきものの新たな跳ちよう梁りように備えん」



　読破の顔を何とも形容しがたい表情が覆おおった。

　奇跡にも近い偶ぐう然ぜん──いや、それだけでは片かた付づけられない。確かに読破が床を殴なぐったのは偶然だろう。だがこの辺りを探索していれば、いつかは床の異常に気づいていたはずだ。

　いずれにせよ、彼の長きに亘る孤こ独どくな戦いがあればこその僥ぎよう倖こうに違いない。

　問題は、それが全て彼の苦く闘とうと幸運だけがもたらしたものかどうかだ。

　何より、当の本人がそれを最も疑っていた。先せん刻こくよりも厳きびしい表ひよう情じようで封書を見つめ、その裏うらを確認する。

　そこにもまた、メッセージは刻きざまれていた。



「次にこれを手にする異界司書へ。幸運を願う」



　表のものとは違う日本語のメッセージ。だがその筆跡は明らかに違い、書かれた年代も相当離はなれていることが知れる。そして、たとえその意味を知らずとも誰もが目を奪うばわれる美び麗れいな文字。もしこんな文字を書く作家がいたとしたら、たとえその著作に興きよう味みがなくとも人はサインをねだり、直筆原げん稿こうは至し高こうの価か値ちを得えるだろう。



    

  
    
      　読破は内ない容ようではなく、その文字を見ただけで今までの喜びを捨すて去った。この文字には見覚えがある。おそらくは統馬も。

　古風な蝋ろうによる封ふう印いんが解かれていることからも、これがすでに彼によって一度読まれ、ここに安置されたことが想そう像ぞうできる。次にこの手記を求める者がいれば、必ず地下書庫のこの区く域いきを訪おとずれる──そこまで見み越こしたうえで彼はこの手記をここに隠いん匿とくしていた。

　その事実と短い文面から感じ取れる配はい慮りよが、読破に懐かい古この言葉を呟つぶやかせる。

「あなたがこれをここに隠したのは、まだ我われ々われの同胞だった頃か。……ずっとそうであったら、何も起こらなかった。どうして時は流れる?」

　一瞬寂さびしげに目を伏ふせたが、彼はすぐに感かん傷しようを追い払はらい、現実を見つめなおした。

「あるいは、これもあなたの“〝ストーリー”〟のうちか。だが忘わすれるな……人は神にはなれない」

　決意をその一言に込め、読破は封書の中の便びん箋せんを取り出した。文章は封書の表のものと同じ──本物と確信し、内容の確認に入る。彼の驚きよう異い的な速読能力が発動しようとしたとき、無情にも世界は暗くら闇やみに覆おおわれた。

　さすがに怒いかりを湛たたえた表情で、彼は天てん井じようを見上げた。

　地下書庫を照らす電灯が、全すべて消えてしまったのである。

　窓まどのないこの場所では、それが光を得る唯ゆい一いつの手しゆ段だんだ。夜目は利きくほうだと思うが、さすがにこの暗闇で手記を読むのは無理だ。

　急な停電か、あるいは半日以上の探たん索さくがたたっての蛍けい光こう灯とう切れか──どちらにしても異い常じよう事じ態たいに変わりはないが、今は原げん因いんをいちいち検けん証しようしている暇ひまはない。

　読破はすぐに地上に出ることを決め、逸はやる気持ちを抑おさえつつ地下書庫を駆かけた。





「…………?」

　図書館の扉とびらを前に、睦美は首を傾かしげた。

　開いているのだ。

　早朝のこの時間は当然閉しまっているはずなのに、何な故ぜだろう?

　昨日綴に指示しておいたのに、忘れていたのか──やはりあの娘こにはまだまだ任まかせられない。そう結けつ論ろんづけ、睦美はそれ以上深く考えもせずに図書館の中に入った。

　見み慣なれた光景も、時間と人ひと気けの有う無むでかなり印象は違う。

　そう寒くもないのに何故か底冷えするような空気が漂ただよい、物言わぬ本達に四方から見つめられているような錯さつ覚かくを覚える。

　それに加えて、圧あつ倒とう的な静せい謐ひつ。

　足音も、かすかな話し声も、本を繰くる音さえも聞こえないこの空間は、自分には未知なものだ。朝早くからここを訪れることの多い読破にとっては、特筆すべきことではないだろう。

　しかし自分は違う。

　無人という条件と時間の魔ま術じゆつが織おり成すこの空間にいられることで、少しだけ読破の領りよう域いきに近づけた気がする。できれば、もっと先へ。

　その想おもいは、体育の授業もないのに持ってきたスポーツバッグに詰つまっている。問題は、読破の所在だ。携けい帯たい電話に連れん絡らくを入れても応答がないから、おそらくまだ地下だろう。しかし始業時間が迫せまれば出て来てもおかしくはない。

　期待を込こめて、壁かべ越ごしに準じゆん備び室しつの様子を探さぐる。カウンターの裏にある準備室と図書館を隔へだてる壁は上半分はガラスで、利用者が司書の所在や図書部員の仕事振ぶりをある程てい度ど確認できる。だが読破の姿すがたはない。

「……まだ地下かな………」

　わかっていたものの、がっかりした様子で呟き周辺に目をやる。読破が館内にいないかという淡あわい期待ゆえだが、やはり彼の姿はない。場所が場所だけに、大声を出して呼ぶのも憚はばかられる。

　しょんぼりと肩かたを下ろしてカウンターにもたれかかると、一冊さつの本が載のっていることに気づいた。自分や読破なら所定の位置に直して帰るので、まずこんな場所に置きっぱなしはありえない。最悪でも、準備室の机つくえに載っているのが日常だ。

　──またあの娘こ……?

　仕事が行き届とどいていない後こう輩はいに軽く怒りを覚え、本ほん棚だなに戻すためにその本の題名を確認する。

　題名は『Ｚツｗヴｅアｉイ』──そう認識したとき、本ほん能のう的に“〝戒かい書しよ”〟と、いや、読破の追うモノと察知した。

　何かある。

　何か違う。

　この本は──危き険けんだ。

　読破の忠ちゆう告こくもあり、睦美も一歩退しりぞく。だが同時に別の想い、邪じや念ねんと呼よぶには忍しのびない、純じゆん粋すいな想いが胸むねをかすめる。

　読破はこれを追っている。地下にこもったのも、おそらくはそのために。ならば、もしこれを自分が手に入れたなら──

　ふっと読破の顔が浮うかぶ。

　その顔は珍めずらしく笑っていた。それも、自分に対してだけの笑えみ。

　甘かん美びな誘ゆう惑わくは、睦美の足を元の位置に戻もどした。しかし、普ふ段だんの彼女ならば最終的に読破の忠告に従したがうことを選んだだろう。

　ただ、今回は悩なやむ時間がなかった。

　睦美が足を戻したとき、すでに『封ふう魔ま録ろく』は語りかけていた。

　──我われを手に取れ…………読め……！

　あまりにも強きよう烈れつな念は、か弱い少女を屈くつ服ぷくさせるには充じゆう分ぶんすぎた。本に近づく足取りが緩かん慢まんなのが、唯一の抵てい抗こうだったのかもしれない。

　睦美の白くて細い手が表紙に触ふれる。

　そのとき、最後に残った一ひと握にぎりの理り性せいが悔かい恨こんの言葉を吐はかせた。

「ごめん……な……さい………部長…………」

　切ない想いは届かない。

　途と切ぎれゆく意識の中で、再び読破の顔が浮かぶ。

　それが文字の羅ら列れつによってかき消されたとき、彼女の想いごと「睦美」という人じん格かくも消えた。





「ようやく地上の空気が吸すえるか」

　地下から戻った読破は、そう言って首を揉もんだ。彼にしても、あの場所に何時間もいるのはそれなりに苦く痛つうらしい。単純に読書を楽しむならいざ知らず、任にん務むだと精せい神しん的にキツイものがある。

　気が緩ゆるんだ、というわけでもないが、どこか安あん堵どした顔で準備室を見回しつつ地下へ続く空くう洞どうを石板で閉しめて塞ふさぐ。下りるときはともかく、上がってくるときはこの石板もただの石製せいの蓋ふたになる。

　後処しよ理りを終え、読破はあらためて手に入れた手記に目を向けた。難なん解かいな内ない容ようである可能性を考えれば、やはり自分専せん用ようの肘ひじ掛かけ椅い子すで、落ち着いてみるべきだろうか。

　考えを実行に移うつし、彼は本棚の裏うらから出ていつもの作業机の前に来た。すると、ガラスの壁越しにカウンター前で佇たたずむ睦美の姿が目に入った。

　こんな時間に何故と思いつつも、その俯うつむいた姿に何か引っかかるものを感じ、読破は部屋を出て肩に手を置いた。

「……どうしたんだ、こんな時間に?　というか、鍵かぎは閉まっていなかったのか?」

　睦美は質しつ問もんに答えない。代わりに、読破の手から手記を奪うばい取る。予想外の事態と手記を手に入れたという油ゆ断だんが、彼の反はん応のうをわずかに遅おくらせた。

「何を……まさか」

　気づいたときには、すでに睦美のたおやかな手が自分の胸むな元もとに添そえられていた。その白い手に刻きざまれた、禍まが々まがしきあの刻こく印いん。

　睦美の俯いていた顔が上がり、読破は初めて彼女の顔をはっきりと見た。

　いつもと変わりない。

　だが目だけが違ちがう。

　睦美は、こんな悪意と殺気に満ちた瞳ひとみで自分を見はしない。

「お前はァァ………！」

　言葉の最後はひどく間ま延のびしていた。自分の意思ではなく、睦美の手のひらから発せられた衝しよう撃げきが彼の体を後方の中央ホールまで吹ふき飛ばしたからだ。

「ガハッ……」

　着地は完かん璧ぺきだったが、臓ぞう腑ふを襲おそう衝撃までは相そう殺さいできない。そのまま両りよう膝ひざをつき、胸元を両手で押おさえる。心臓か肺はいか──どちらにせよ、生命の危険に繋つながる部位がダメージを受けたようだ。

　よろめきながら立ち上がる彼を、普段ならけして向けない冷れい厳げんな瞳で睦美が見ている。

「ふむ……さすがに力が上がってきたな。だがまだまだ足りん。いくら解かい放ほうされようと、完全に封印が解とけるまではこの程てい度どか」

　実験の結果を確たしかめるようにしげしげと右手を見るのは、睦美であって睦美ではない。古いにしえの世に君くん臨りんした八体の魔物の一つ──かりそめの名はツヴァイという。

　正体を見切った読破は、まだ衝撃の余よ韻いんを留とどめたままで立ち上がった。

「貴き様さま……何な故ぜ彼女が?　いつ……読まれた?」

「ついさっきだ。何の用かは知らんが、この女が来てくれたのでな。あの男が何を考えているかは知らんが、うまい場所に置いてくれた」

　ヒラヒラと左手の手記を振り、読破の探たん索さくの成果を弄もてあそぶ。彼──いやこの場合は彼女かもしれないが、その目的はやはり手記が異い界かい司書側に渡わたることを阻そ止しすることか。

「なるほどな……彼は私がそれを見つけるのを見越して、お前をここに置いたわけだ。さっきの停電も貴様か?」

「ああ、妙みような気配を感じたのでな。あの男、これが発見されるときにそういう仕掛けを施ほどこしておいたらしい。お前が手にした瞬しゆん間かん、送電線とやらに力を送ってみた」

「……修しゆう理り代を請せい求きゆうしよう」

　読破の声は、ツヴァイの鼻先でした。会話で油断させ、一気に距きよ離りを詰つめる。見み抜ぬけなかったのは、ツヴァイのミスではなく読破の俊しゆん足そくゆえだ。

　まずは手記の奪だつ還かんを考え、読破の手がツヴァイの左手に伸のびる。それを阻止せんと空いた右手が読破の額ひたいに触れた。わずかでもそこから“〝力”〟が放出されれば、彼は脳のう死しに陥おちいったかもしれない。

　それより数段早く、黒本が振るわれる。手記の確保には睦美に眠ねむってもらうのが一番いい。体ごと回転する遠心力を利きかせた一撃は、いかにツヴァイといえど躱かわすことはできない──はずだった。

　ほんのわずか速度が鈍にぶったのは、彼が見知った少女の美び貌ぼうを目にしたからだ。入学してから、いつもひたむきに自分と共にある少女。駄だ目め押しに、彼女はこう言った。

「やめて」

　硬こう直ちよくは敗北と同どう義ぎだった。

　首くび筋すじの寸すん前ぜんで止められた黒本と対照的に、ためらいのない右手が読破の胸に触れる。

「愚おろかな……」

　嘲あざけりの一撃は先せん刻こくとまったく同じ部位に炸さく裂れつし、読破に同じ運命を辿たどらせた。

　再び後方に吹き飛ばされた彼は、今度は着地すらままならない。それでもごくわずかな間倒たおれただけで、すぐに息も絶たえ絶だえながら立ち上がる。唇くちびるの端はしから滴したたり落ちる血ち潮しおがダメージを如によ実じつに示しめし、その後の行動を絶望視させる。

　それでも、彼は一歩踏ふみ出した。

「……返……せ………」

　虚うつろに差し出した手の先には、手記を片かた手てに笑うツヴァイがいる。

「ハハハ、無様だな異界司書よ！　よかろう、返してやる。ただし、灰はいにしてだ」

　ツヴァイの左手で、黒い炎ほのおが踊おどった。自然界ではなしえない魔力の火は、その中にある唯ゆい一いつの希望を、偉い大だいな先人が残した手記を燃もやし尽つくす。

　愕がく然ぜんとそれを見つめる読破には、言葉どおり灰だけが返された。ツヴァイの吐と息いきに導みちびかれたそれは、読破の周囲でしばし舞まった後床ゆかに落ちた。そして、二度と甦よみがえることはない。

　残ざん忍にんな笑えみを浮うかべるツヴァイに対し、読破は俯いて沈ちん黙もくを通した。

　一秒一秒すぎるたびに、何かが自分の中で湧わき上がってくる。固く拳こぶしを握にぎり締しめ、黒本をツヴァイに向けて構かまえた。

「……開館前でよかったな」

　その一言で、ツヴァイも顔色を変えた。すでに手記への未練はない。あるとすれば、目の前の敵への憎ぞう悪おだけ。

「多少は暴あばれても問題ない。少なくとも、お前を斃たおす程度は」

　読破が床を蹴けった。いつもと同じ足音のない歩行──だが速度が段違いだ。

　それに対し、ツヴァイも惜おしむことなく力を使った。突つき出した右手から発せられた魔力は、はっきりとした形を持って読破を襲う。黒い霧きりのようなそれは、はっきりと人の腕うでの形をしながら彼の喉のどに迫せまった。

　しかし所しよ詮せんは本体から離はなれた虚きよ像ぞう──今の読破には通用しない。彼が黒本を叩たたきつけると、力を発はつ揮きする前に四散した。さすがにツヴァイも脅きよう威いを感じ、次いで左手を突き出して、新たな魔の腕を発生させる。

「小こ賢ざかしい……！」

　それすらも読破が一いつ蹴しゆうしたとき、ツヴァイは奥おくの手を出した。迫る彼に対し、自分の──いや、睦美の首に人差し指を当てる。その意味に気づいた読破は、苦く渋じゆうの顔で歩みを止めた。

「それでいい、異界司書よ。わかるな……?　お前がこれ以上抵てい抗こうすれば、この娘むすめを殺す。我われにとってはそれでも一向に構わん。所詮この肉体はかりそめ──元々長くは留とどまれんし、失ったところで何の問題もない。あるとすれば、お前の方だ」

　唇を噛かみしめる読破を黒い衝しよう撃げき波はが襲った。これまでにない強きよう烈れつな痛つう打だは、物理的な衝撃よりも刺さされるような痛覚の方がひどかった。図書館の中央で胸を押さえた彼は、なす術すべもなく両りよう膝ひざをつき、「死」を間近に感じた。

　このままでは、確実に死ぬ。

　それは恐きよう怖ふであったかもしれないし、あるいは覚かく悟ごであったかもしれない。少なくとも、彼は確実に「死」という現実を認にん識しきしたのだ。

　その認識は、彼の持つ黒本にもまた伝わっていた。

　主あるじの死──迫りくる現実が、変化を生む。金の鎖くさりで十字に縛しばられた黒本は、突とつ如じよ主の力なしに独ひとりでに解かれ、さらには黒本そのものが開かれようとしていた。

「やめろ、開くな！」

　開館前とはいえ、普ふ段だんなら館内ではけして出さない音量の声だった。しかも慌あわてて黒本を閉じた顔は蒼そう白はくに彩いろどられている。今の彼には、自身の体よりも、目の前の敵てきよりも、この本を開かないことが全すべてだった。

「どうした、何をそんなに慌てている?」

　ツヴァイの嘲ちよう笑しようには応じず、読破は鎖で縛りなおした黒本を抱だきしめて動かない。呼こ吸きゆうは荒あらく、顔にはまだ怯おびえとも言える表情を貼はりつかせたままだ。ただその瞳ひとみだけはツヴァイを、人質に取られた睦美を見つめている。

　そのまま攻せめあぐねる彼に、容よう赦しやない攻こう撃げきが加えられた。ツヴァイの両手から飛び出したあの黒い腕うでが脇わき腹ばらを掴つかみ、握にぎりつぶそうとする。ちょうど彼の肋ろつ骨こつが収まるサイズの両手は、何かを絞しぼり出すかのように圧あつ迫ぱくの度合いを強めた。

　読破は声も出さずにそれを耐たえた。抵抗不能だが、目の光は消えていない。それが気に入らなかったのか、指を鳴らして両腕を消しよう滅めつさせ、代わりに自身が彼に歩みよる。

「その目……気に入らんな。かつて我を封ふうじた者もそんな目をしていた。このまま殺されるだけなのに、何な故ぜそんな目ができる?」

　読破は答えない。

　喉にかかった右手が自分を持ち上げ、両足が床を離れてもそれは変わらなかった。

「…………！」

　ツヴァイは片手で軽々と読破を床に投げ飛ばした。うつぶせに倒れた彼に向かって、幾いく度どとなく衝撃波は放たれた。

　激げき痛つうに顔を歪ゆがめつつも、読破は立ち上がる。だがすぐに膝が崩くずれた。それでも彼は立ち上がることを諦あきらめない。

「……つくづく似にているな………」

　忌いまわしい記き憶おくは、眼前の少年の心がそう簡かん単たんに折れないことを意味していた。殺すのは容た易やすくても、それだけでは気が済すまない。

　しばしツヴァイは考え込み、やがて邪じや悪あくに引きつった笑みを浮かべその場を離れた。戻ってきたとき、その手はあの忌まわしき『封ふう魔ま録ろく』を携たずさえていた。

「これが何かわかるな、異界司書よ?」

「…………」

「これには、未いまだ封じられた我の一部が眠ねむっている。いつものように何ど処こかへ移い動どうさせても構かまわんが、我がここまで力を取り戻し、なおかつお前という生いけ贄にえがいればその必要はない。この娘が読んだままにしておいて、正解だったな。最後の封印は、お前に解いてもらうとしよう」

　最高の思いつきは、読破に最大級の屈くつ辱じよくを味わわせることができるだろう。“〝戒かい書しよ”〟を封印すべき異界司書が、解放の役目を担になう。しかも憑ひよう依いのおまけつきだ。

　うつぶせのまま動かない読破の顔を持ち上げ、その顔に『封魔録』の表紙を押おしつける。それが開かれようとしたとき、その場に一ひと筋すじの光が差し込んだ。

　館内全てを照らしていくそれは、出入り口の扉とびらが開くにつれ、徐じよ々じよに太さを増ましていく。予期せぬ侵しん入にゆう者しやに気づき、ツヴァイが扉の方を向く。

　そこには、昨日確かにその扉に鍵かぎをかけた少女が──綴が立っている。

　キョトンとした表情で、不思議そうに館内を見回す彼女は、何も疑うたがわずにツヴァイに支し配はいされた睦美に声をかける。

「あ、おはようございます。あの、月詠先せん輩ぱいはまだ地下なんですか?　心配でちょっと寄よってみたんですけど。あれ………」

　倒たおれた読破に気づき、綴が顔を強こわ張ばらせる。

　始末の対象が増えたとツヴァイが感じたとき、今度は直ちよく接せつ我わが身が異変に襲われた。顔をしかめて胸を押さえ、片膝をつく。

「……遊びすぎたか。もう留とどまれん………」

　歯は噛がみした背せ中なかから、黒い何かが抜ぬけ出していく。いかに封ふう印いんが解とかれようと、長く人体には留まれない宿命。迫る限げん界かいの中で、彼はいつのまにか読破が仰あお向むけになっていることに気づいた。しかも、その手には黒本から抜き取った蒼あおい栞しおりが。

「貴き様さま……！」

　そのとき、ツヴァイは初めて読破の意図を知った。彼が何故ここまで無抵抗でいたか──それは、全てこの一いつ瞬しゆんに賭かけるために。

　万感の想おもいを込こめた一撃は、ツヴァイではなく『封魔録』に対して放たれた。しかし蒼い栞はその赤せき褐かつ色しよくの表紙に貼りつくも、すぐに剥はがれ落ちた。呼応したかのように、睦美から完全にツヴァイが抜け出る。そして『封魔録』もまた今までのように彼女の手から消失した。

　またも標的は去り、事態は振ふり出しに戻る。

　少なくとも危き機きは去ったが、犠ぎ牲せいは大きい。

　睦美はそのまま床ゆかに倒れ込み、気を失っている。そして読破もまた。

　深しん刻こくなダメージを負っていた彼は、栞を投じた直後、いやその前からほぼ無む意い識しきで行動し、とっくの昔に限界を迎むかえている。

　唯ゆい一いつ事態の外におり、彼の最後の一撃を見ていた綴の声だけが、その場に空むなしくこだました。

「先輩、どうしたんですか、先輩……！」

　駆かけ寄る後輩への応答はなく、“〝戒書”〟に立ち向かう戦士はただ敗北の眠りにつくのみだった。
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「……どうしてかな………」

　どこまでも突つき抜ける青い空を眺ながめ、青年は呟つぶやいた。長い脚あしを組んで憂うれいの表ひよう情じようを浮うかべる姿すがたは、そこが公園の瑣さ末まつなベンチであってもどこか深しん刻こくな印象を与あたえる。

　例えて言うなら、己おのれの作品に行き詰づまった作家のような。

　実じつ際さい、彼は作家として悩なやんでいた。

　いわゆる原げん稿こう用紙に少し書いては丸めてゴミ箱に投げ、また書いてはゴミ箱へ──の状態だ。だが彼の物語が紡つむがれるのは紙上ではない。もちろんそうすることもできる。だが創そう作さく活動をより楽しむため、主人公に据すえた少年の行く末を見るため、何より己が追い求めるもののために、彼はあえてこの“〝ストーリー”〟を現実で具現化した。

　自ら選せん択たくした以上、それに伴ともなう困こん難なんは理り解かいしている。

　彼がいかに先を見通し、登場人物達をおもうがままに操あやつろうと、現実においては必ず不ふ測そくの事態が起きる。しかしそれもまた彼は予想し、常つねに手を打っている。実際、ここまで本筋に影えい響きようは出ていない。それでもなお、一人の少女が彼の心を波立たせていた。

「あの娘むすめは、二回も絡からんできた。一回目は偶ぐう然ぜんでいい。でも、二回目はどうかな?」

　茫ぼう洋ようとした呟きは、結けつ論ろんの不ふ在ざいを示しめしていた。

　そもそも、あの少女が異い界かい司書見習いになること自体が想定外だった。さしたる興きよう味みも抱いだいていなかったが、どうやらそうでもないらしい。

　一度目はこれもまた予想外の統とう馬まと共に、そして二回目は、本来ならば読どく破はとツヴァイに操られる少女のみの場面に介かい入にゆうされた。

　これを偶然と片付けるのは、プライドと勘かんが許ゆるさない。あえて使うならば、運命だろうか。ならば、その運命とは果たして。

　うーんと唸うなって柳りゆう眉びを寄よせ、より深い思し索さくに沈しずんだとき、背はい後ごから異界の気配がした。

「君か……」

　いかにも邪じや魔まだというにふうに呟き、青年は虚うつろな声で儀ぎ礼れい的に言った。

「おめでとう。もう君を脅おびやかす手記はない。解かい放ほうまであと一人、頑がん張ばってね」

　──……何を考えている?

　背後で、邪悪が蠢うごめいた。蟠わだかまる黒い影かげは、彼以外の者が目にすれば恐きよう怖ふと共に逃にげ出すだろう。

「何か毎回訊きいてるね。言っただろう、自分のためさ。君こそどうした?　手て強ごわい敵てきを卑ひ怯きように斃たおして万ばん々ばん歳ざい、次は夜よ討うちか騙だまし討ち?」

　リズムに乗せた軽快な台詞せりふは、痛つう烈れつな皮肉だった。そうしなければ勝てなかった──そう言いたいのか。

　──ほざくな……！　あの程てい度どの男、如い何か様ようにもできたわ……！

「強がりは甦よみがえってから言った方がいい。大体、君はすでに二回人間に負けてる。一度目は中世の魔ま道どう士しに、二回目は僕ぼくに。どちらも無様にね」

　突とつ風ぷうが青年の後方で吹ふき上がった。怒ど気きを孕はらんだそれは、辺り一帯の大気自体が感情を持ったかのように見せる。

「怒おこったかい?　だが事実だ。確たしかに君は強い。だが今は以前の半分がいいとこだ。あの女の子を人ひと質じちにしなければ、どうなっていたことか」

　やれやれと肩かたをすくめた様子からは、背後の存そん在ざいへの興味は感じ取れない。今最も大事なのはある少女に対する思索──それ以外は全すべて余よ計けいな干かん渉しようでしかない。そんな心を汲くむ、そもそも人の気持ちを慮おもんぱかることを知らない魔物は、ただ彼の態度を宣せん戦せん布ふ告こくと判はん断だんした。

　──……よかろう。やはり、我われらは相あい容いれぬ身──馴なれ合いも終わりだ。

　影は徐じよ々じよに本来の形をとり始め、不完全ながらもその力を行使せんと目もく論ろむ。

　振ふり向くことなくそれを悟さとった青年は、溜ため息いきを吐ついた。

「──あまり調子に乗るな。そんな体で僕に挑いどむのかい?」

　何気ない一言は、魔物を、ツヴァイを凍いてつかせるだけのものを秘ひめていた。彼は自分が斃そうとしている相手が何者か、それで思い出し始める。

「どうしても、と言うのなら止めはしない。ただあるがままに存在しろと僕も言った。けど……覚えておいた方がいい」

　青年の右手には、いつの間にか古風な黒い羽ペンが握にぎられていた。

　ペンは剣けんより強し──ひょっとしたら、魔物より。

「今の君を封印するのは僕にも無理だ。でも、殺すのはそうとは限かぎらない。それでも、やる?」

　ゆっくりと彼が振り向く。

　すでに影は形もなかった。

　賢けん明めいな判断だろう。誰だれも臆おく病びよう者ものとの謗そしりはできない。完全に解放されたとしても、それは同じかもしれなかった。

「行っちゃった」

　彼は大して面おも白しろくもなさそうな顔で立ち上がった。見み透すかしたような瞳ひとみは、すでに予想済ずみだったことを示している。

　羽根ペンをシャツの内側に仕し舞まい込こむと、子こ供どもに見られていることに気づいた。年とし端はのいかない半ズボン姿すがたの三、四歳さいの少年は、何か不思議なものを見る目つきで青年を眺ながめている。

「こんにちは」

　彼はにこやかにそう言った。あどけなく人ひと懐なつっこい笑えみは少年にも伝でん染せんし、二人は笑顔で顔を見合わせた。

　やがて母親らしき女じよ性せいが少年を呼よび、彼はバイバイと手を振って青年の下もとから去った。青年もまた小さく手を振っていたが、少年が見えなくなると同時に笑顔は酷こく薄はくな表情に変わった。

「そろそろお見み舞まいにでも行こうかな。花でも買えば喜ぶかい、読破?」





　目を覚ますと、見知らぬ天てん井じようが視し界かいを覆おおっていた。白いそれは、見たことがある気もするがこうして見上げるのは初めてだ。場所の情じよう報ほうを得ようとして首を左に回すと、女性が自分を見ていた。まだ視界が霞かすんでいるので、誰かはよくわからない。

「部長、気がついたんですか……?」

　涙なみだぐんだ声を聞いて、ようやく読破はそれが睦むつ美みのものだと気づいた。徐々に視界も明らかになり、ここが保ほ健けん室しつであることも理解できた。

　どうやら自分はベッドに寝ねかされているらしい。学生服の上着は脱ぬがされ、胸むな元もとを緩ゆるめるためにカッターシャツも第二ボタンまで外されている。外がい傷しようがないせいか、特に包帯などは巻まかれていないが、実際には全身を鈍どん痛つうが襲おそっている。

　それに顔を歪ゆがめつつも、読破は何とか上半身を起こした。

「無理しないでください。寝てた方が……」

「私のことは……いい。君は………?」

「大だい丈じよう夫ぶです。楠くす本もとさんの話だと、図書館で気を失ってたみたいで……ちょっと体がだるいですけど、部長よりずっと早く目も覚めました。あの……何があったんですか?」

　自分の顔を覗のぞき込んでくる様子から、読破は彼女に記き憶おくがないことを悟った。今までの被ひ害がい者しやと同じだが、それでいい。知ったところで、いいことは何もない。

「楠本さんにも訊きいたんですけど、口を濁にごすので……」

「彼女は……いた……のか?」

「ええ、私達が倒たおれてるのを見つけてくれたそうです。それで人を呼んでここに連れてきてくれて……部長の方は病院に連れていった方がよかったと思ったんですけど、彼女がここに寝かせた方がいいって………」

　やや非ひ難なんめいた言葉に、読破は別の感想を抱いだいていた。おそらく、綴つづるは『封ふう魔ま録ろく』の存在を感じ取ったのだろう。だからあえて事が大きくなるのを避さけ、読破を保健室に寝かせたままにしておいた。断言はできないが、少なくとも病院送りを免まぬがれたのは確たしかだ。とある事情により、今学園に保健医が常じよう駐ちゆうしていないのも功を奏そうしたのだろう。臨りん時じの者もたまたまいなかったようだ。

「部長、やっぱり……これもお仕事のせいなんですか……?　地下から戻もどった後、何が………」

　睦美はなおも真相を知ろうとするが、さすがに君に取り憑ついた魔物に酷ひどい目に遭あわされたとは言えない。だが真まっ直すぐに自分を見つめる瞳を受け止めるのは、病びよう床しようの身では辛つらかった。

　とりあえず場を切り抜ぬけるため、読破は適てき当とうかつ一いち応おうリアリティのありそうな嘘うそをついた。

「……単なる空くう腹ふくと疲ひ労ろうだ。地下にこもってから、不ふ眠みん不休だったしな」

「……本当ですか?」

　やはり信じてもらえなかったが、彼は嘘を貫つらぬいた。そもそも、まったくの嘘かと言えばそうでもない。

「本当だ。君は……信じてくれないのか?」

　君は、というのが睦美の心の琴きん線せんに触ふれた。恋こいする少女にとって、相手が自分を特別視するような言葉は甘かん美び以外の何物でもない。もちろん読破に自覚はゼロ、別に特別視した覚えもないが、睦美は先ほどまでとはうって変わって素す直なおに頷うなずいた。

「……わかりました、信じます。あの、でも部長って昼食とかどうされてるんですか?」

　いい機会だと思って疑ぎ問もんをぶつけると、答えは意外にもあっさり返ってきた。

「ちゃんと摂とっているが」

「え、でも………」

「図書館に行く途と中ちゆうで食べている。館内に入るときは、もう食べ終わっているな」

「な、何食べてるんですか?」

「すぐに食べ終わる手軽な栄養補ほ助じよ食品とか、十秒チャージのゼリー飲料だが、何か問題でも?」

　大アリだ。

　栄養学的にはともかく、毎日の昼食がそんな内容なら倒れてもおかしくないかもしれない。まして、昨日は夕食抜きで地下にこもっていたのだ。読破の思わぬ食生活が逆ぎやくに彼のついた嘘の信しん憑ぴよう性せいを上げ、睦美は心配そうに彼を見つめる。

「駄だ目めですよ、そんなものだけ食べてちゃ……」

「…………」

　読破自身も自覚しているらしく、反論はない。どこかバツの悪そうな顔をしている彼に、睦美はおそるおそるこう切り出した。

「あの部長、よかったら、その……」

　おずおずと差し出されたのは、小ぶりなバスケットだった。読破は首を傾かしげつつもそれを受け取り、睦美と交こう互ごに見つめる。

「これは……?」

「えっと……お弁べん当とう、です」

「…………?」

　ますます理り解かい不ふ能のうといった顔で睦美を見つめると、彼女は直ちよく視しされることに耐たえられずに顔を背そむけた。頬ほおは真っ赤に染そまり、口調もいつものクールぶりが完全に消え失うせる。

「その、図書館でのお仕事だったら食事も摂られないだろうと思って……あ、朝ご飯のつもりで作ってきたんですけど、よかったら………」

　最後の方はほとんど聞き取れないようなゴニョゴニョ声だった。心なしか体まで小さく見える。

　昨日綴に後を任まかせて戻ったのは、これを作るためだった。綴の言葉から、とにかく自分にできることを──と考えた結論がこれだ。最初は単に差し入れにしようかとも思ったが、やはりそれではパンチが弱い。さらなる関係向上のためにも、ここは手作りしかなかった。



　……とまあここまではいいのだが、その後が試行錯さく誤ごの連続だ。何でもそつなくこなせるだけに家庭科の成せい績せきは悪くないが、いざ実じつ践せん──しかも特別な相手のためとなると勝手が違ちがう。彼の好き嫌きらいも知らないし、あまり手の込んだものにすると逆にヒカれるかもしれない。そもそも自じ宅たくの台所でまともに調理するのが初めて……などと数々の困こん難なんに見み舞まわれた。早めに帰宅したのが正解で、とりあえずは完成──だが彼に届とどける前に『封魔録』を目にすることとなり、結局朝食は昼食に様変わりした。

　そんな背景をまったく知らない読破は、無む造ぞう作さにバスケットの蓋ふたを開け、中の品を一切れ手に取った。

　手て頃ごろなサイズのサンドイッチは、睦美の努力と妥だ協きよう、そして朝食であることを考こう慮りよしたものだ。無表情でそれを見つめつつ、読破はポツリと呟つぶやく。

「人に食事を作ってもらうのはずいぶん久ひさしぶりだな……。頂いただいても構かまわないのか?」

「ど、どうぞ、好きなだけ食べちゃってください！」

　やや興こう奮ふん気味の睦美と対照的に、読破は無む表ひよう情じようのままそれを口に運んだ。

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆん──睦美は王に食事を差し出す宮きゆう廷てい料理人にも似にた心しん境きようだが、肝かん心じんの王は何も語らない。

　ただ黙もく々もくとサンドイッチを口に運び続けるが、三切れ目を嚥えん下かした後でその手が止まった。

「ど、どうしました?」

「……何か飲み物があると非ひ常じように嬉うれしいんだが……」

「あ、ありますよ」

　慌あわててバスケットを入れていたスポーツバッグから魔ま法ほう瓶びんを取り出し、カップに注いで読破に手て渡わたす。中身は彼の嗜し好こう品ひんとして唯ゆい一いつ知るブラックのコーヒーだ。

　湯気の立つそれを飲みつつ、読破は再ふたたび食事に没ぼつ頭とうした。相変わらずその表情からは味に対する感想は窺うかがいしれないが、着実にサンドイッチの数は減へっていく。そして全すべて無くなったとき、



    

  
    
      「ご馳ち走そう様さま」

　という一言と共に彼はベッドから下りた。睦美にバスケットとカップを手渡し、ベッドの傍そばにかけてあった学生服を着込み、黒本を片手にそのまま部屋から出て行こうとする。だがその足は不意に崩くずれた。ツヴァイとの戦いの影えい響きようは、まだなおもその体に蟠わだかまっている。

「大だい丈じよう夫ぶですか……?」

　睦美の声に、読破は体たい勢せいを立て直した。振ふり向かずに語る言葉は、もういつものそれだ。

「大丈夫だ。問題ない……多分、君のおかげだ。ありがとう」

　顔を見せなくても想おもいは伝わる、そんな声だった。何より雄ゆう弁べんな礼に、睦美もはにかむような笑えみを見せる。ほんの少しでも彼の役に立てた──その実感が、今までとは違う前向きな言葉を口にさせる。

「私……待ってますから」

「待つ……?」

「部長がちゃんとお仕事に集中できるように、図書館の事とか、他の事とか、ちゃんとやって待ってますから……だから、何も気にしなくていいですから……」

　それが睦美の出した答えだった。

　自分と綴は違う。彼が“〝戒かい書しよ”〟を追うとき、その傍で寄より添そうことはできない。けれど、彼の後こう顧この憂うれいを断たつことならできる。多分、彼にとってもそれが一番いいはずだ。

　ひたむきな言葉は、たしかに読破に届とどいた。

「ありがとう」

　もう一度そう言い、彼は振り向いた。

「今まで食べたサンドイッチの中で、二番目においしかった。次は、彼氏にでも作ってあげるといい。きっと喜ぶだろう」

　そう言い残し、彼はすぐに部屋を出た。だから睦美がどんな顔をしたかは知る由よしもない。最後の最後で超ちよう鈍どん感かんぶりを発はつ揮きした少年は、穏おだやかな表情のまま廊ろう下かを進んでいたが、校こう舎しやを出るころには無表情──いや、心なしか険けわしい顔つきだった。

　校舎から離はなれて人気のない裏うら庭にわに向かうにつれ、ますますそれは深まっていく。やがて彼が足を止めたとき、すでにその顔は異界司書の、それも戦せん闘とう時の顔に変わっていた。

　背はい後ごで足音が聞こえる。

　それが誰のものか確たしかめることもなく、読破は振り向きざまに黒本を叩たたきつけた。図書館でどれほどの狼ろう藉ぜきを働いた者でも、けして喰くらったことのない本気かつ全力の一撃げき。直撃すればよくて複ふく雑ざつ骨こつ折せつ、頭に当たれば脳のう死しか即そく死しのどちらかだろう。

　そんな渾こん身しんの一撃は、人差し指一本で受け止められていた。

　いや、どれほど鍛きたえた者であっても、指一本で受け止められるような一撃ではない。黒本の威い力りよくを完全に消しよう滅めつせしめたのは、人差し指と黒本の背表紙の間にある物が挟はさまっていたためだ。

　ある物とは、可か憐れんな白い花びらだった。

　そのあまりに脆ぜい弱じやくで、あまりに小さき物が自分の一撃を阻はばんだ。

　信じがたい光景にも、読破は動じていない。一ひと片ひらの花弁に書かれた一文字──漢字に似にていつつも、日本と中国のどちらにも存そん在ざいしないその文字が全ての威力を消し去ったと理解しているからだ。

　何より、そこに佇たたずむ人物が全てを如によ実じつに語っている。

　黒い服と銀のアクセサリーに彩いろどられた青年は、にこやかにこう語った。

「ビックリしたなあ、いきなりこれだもん。折角君のために買ってきたのに、無む駄だになってしまった」

　差し出された左手には、清せい楚そな白い薔ば薇らが一輪握にぎられていた。その花弁が一片失われているのは言うまでもない。

「花屋で結構悩なやんだんだよ?　どれも綺き麗れいだから、ついつい目め移うつりしちゃってね。ようやく薔薇にしようと決めても、今度は色で迷まよった。赤だと激はげしすぎるし、ピンクや黄色だと君に合わない。となると白しかなかったわけだけど……気に入らなかった?」

　小首を傾かしげたところで、再さい度ど黒本が横よこ薙なぎに叩きつけられる。

　彼は身をわずかに引いて躱かわした。武ぶ道どうの心得云うん々ぬんではなく、最初からスピード、軌き道どう、タイミングといった全ての要素を見み透すかしていた結果だ。

「何しに来た?　私は今、すこぶる機き嫌げんが悪い」

　完全に殺す気全開の読破に対し、彼は溜ため息いきを吐つきつつ意外な言葉を述のべた。

「……相変わらず優やさしいね。それだけ怒おこっているのに、どうして黒本を『解かい禁きん』しない?　そのままで僕を殺せるはずがないことは、君が一番よく知っているはずなのに。あの女の子がツヴァイに憑ひよう依いされたときにしろ、『解禁』すればそこで事は終わっていた」

　全て見透かしたように語る青年は、実際にはその場所に居い合あわせたわけでもなければ、覗のぞいていたわけでもない。だが全ては彼の手の内で動いている。お膳ぜん立だては全て彼が行い、読破の行動すら予よ測そく済ずみなのだ。

　読破もまたそれは理解している。だからこそ、あえてこう言う。

「わかっていたはずだ、私があれを開かないことぐらい」

「まあね。もしあそこであの娘こを殺すことになるぐらいなら、君は自ら死を選ぶ。たとえ見ず知らずの人間であっても、君はそうしただろう」

「では、何な故ぜ彼女を……?」

　心の奥おく底そこから絞しぼり出すような声にも、青年は何の感情も見せなかった。登場人物への愛着という点から言えば、少なくとも睦美には対してはゼロらしい。

「別に、彼女じゃなくてもよかったよ。ただ、君が手記を手にしたときに彼女が来た──それだけさ。来なければ、人目につく場所に『封ふう魔ま録ろく』を置いて、適てき当とうな人間を選べばいい。それでいい。けど、結果的にはあれでよかったのかな。より盛もり上がった気がするよ。手記にしても、中々劇げき的てきに散ったんじゃないかな?」

「……あれを地下に隠かくしたとき、あなたはまだ異界司書だった。来きたるべき時に備そなえ、後続の者のために残しておいたはずのものを、何故消し去った……?」

「昔の話さ。今の僕には、あの手記は邪じや魔まなものだ。あれには新たな封ふう印いん術じゆつの可か能のう性せいが書かれていたが、君に読まれては困こまる。でも、そう気にすることもない。僕も参考にはしたけど、そのまま使ったわけじゃないしね。諦あきらめずに別の方法を見つけることだ」

　むしろ励はげますような口調には、罪ざい悪あく感の欠片かけらもない。

　おそらく、本気で励ましているのだろう。少なくとも彼はここまで偽いつわりを口にしてはいない。

　それがわかるから、誰よりも彼を知っているから余計に読破の中で抑おさえきれない感情が昂たかぶってくる。

　その昂ぶりを押おし殺し、読破は冷えた瞳ひとみで青年を見み据すえ、黒本を振ふりかざす。だが、体に残るダメージが三度目の攻こう撃げきを許ゆるさなかった。苦痛に顔を歪ゆがめる姿に、青年は憂うれいを込めて首を左右に振った。

「無む駄だなことはやめることだ。今の君には無理だ。大体、君が追うべきは僕じゃないと思うけど」

「あなたを止めれば、全すべてが終わる……！　“〝戒書”〟の解放者を$51734かたる、あなたを止めればな。何な故ぜこんなことを続ける……?　かつて『封魔録』を封じたのは、あなただろうに」

「僕は封じちゃいない。ただ、時が来るまで保ほ管かんしといただけさ。そして、“〝戒書”〟を解放するのは僕の生き方だ。君は『回かい収しゆう』し、僕は解放する。どちらが正しいとか、正しくないとか、そんなことはどうでもいい。生き方の違ちがいだよ。僕は君を否ひ定ていしない。そして自分の生き方を貫つらぬく以上、それに伴ともなう困難は受け入れる」

　飄ひよう々ひようとした言い様には、彼なりの信念が見え隠れしていた。捉とらえどころがないように見えて、芯しんが強い。己おのれの問いが無意味と悟さとった読破は、問うべきことを変えた。

「……『封魔録』を解放してどうなる?」

「解放それ自体に意味があるのさ。異き界み司た書ちは所しよ詮せんあれをただの魔物と考えているが、実じつ際さいにはそうじゃない。魔物が変へん換かんされた文字情じよう報ほうは、きちんと文章の体てい裁さいをなしている。それがどういうことかわかるだろう?　あの本の中にあるのはれっきとした記き述じゆつであり、純じゆん粋すいに読書を楽しむこともできるのさ。内ない容ようはあの魔物に関する詳しよう細さいで、中々興きよう味み深ぶかい。君も読んでみたらどうだい?」

　純粋な勧すすめを、読破は挑ちよう発はつとしか感じない。肩かたを震ふるわせる彼に、青年はなおも雄弁に主しゆ張ちようを続ける。

「本である以上、何より異界の知ち識しきを収おさめた“〝戒書”〟である以上、充じゆう分ぶんに解放に値あたいする。その過か程ていで生じる犠ぎ牲せいは、ある程てい度どしょうがないんじゃないか?　全ての本は読まれる権けん利りを有している。君もよくわかっているはずだ」

「だが読んではならぬ本もある。人は本を開く権利と閉じる権利のどちらも有している。後者で少しでも世界が守れるなら、私は『回収』し続けよう……！」

　読破が動いた。

　青年は余よ裕ゆうの表情で迎むかえ撃うったが、不意に眉まゆが寄よった。

「……またか。悪いがここまでだ」

　彼の右手には、いつの間にか黒い羽根ペンが握にぎられていた。それが読破すら見切れぬ速度を見せたとき、残る薔ば薇らの花びらが読破目がけて飛び散った。

　その一つ一つには、彼の署しよ名めいとでも言うべきあの文字達が刻きざまれている。それがいかなる力を与あたえたのか、花びら達は真まっ直すぐに読破の両りよう眼めを目指し、その視し界かいを塞ふさぐ。それを払はらいのけたとき、彼はすでに去っていた。代わりに、見知った声が背はい後ごからかかる。

「あの、先せん輩ぱい………」

　振り向くと、綴が立っていた。

「……見たのか、あの人を?」

「え、ああ、話し声は聞こえましたけど……」

　綴の顔からは、それ以上の情報が皆かい無むなことが知れた。読破は安あん堵どとも不安ともつかぬふうに肩をすくめ、とりあえず彼女に言うべきことを告げた。

「私を介かい抱ほうしてくれたのは君らしいな。ありがとう」

「いえ……でも、どうしてあんなこと……樹いつき先輩だって倒たおれてたし、やっぱりまた『封ふう魔ま録ろく』のせいなんですか?」

「そうだ」

　さすがに読破も否定しない。一応借りがあることも影えい響きようしているのだろうが、今の自分は先輩風を吹ふかせるほどの立場ではない気がする。

「あ、あの、もし私にできることがあれば、お手伝いしますけど………」

　モジモジと両手を絡からませながら訴うつたえる綴からは、健けな気げな気持ちが伝わってくる。統馬との一件けんを経へて、彼女は彼女なりに今回の「回収」に真しん剣けんに取りくもうとしているのだ。

　それは読破にも伝わっている。だから彼も穏おだやかな声でこう言った。

「では、一つだけお願いしよう」

「はい！　何ですか?」

「何もするな」

　冷たく言い捨すてられ、綴は息を呑のんだ。また読破の存そん在ざいが遠く見える。

「君の気持ちは受け取ろう。だが、事じ態たいは深しん刻こくさを増ました。私は何とかこうして生きているが、君ならば間ま違ちがいなく死んでいる。そんな者を、どうして巻まき込める?　この件は忘わすれろ。足手まといだ」

　そう言い放つと、読破は綴に背を向けた。

　多分、彼はこのまま去っていく。

　止められないのがわかっていても、綴はあえて言葉を紡つむいだ。

「また、一人で続けるんですか……?　先輩だってそんな目にあってるのに……」

「『回収』が終わるまではな。だがあと一人に読まれれば、それは否いや応おうなく終わる」

「……それってつまり………」

　綴は最悪の結果を想そう像ぞうしたが、読破はさらにその上を行っている。

「だが解かい放ほうされれば、私ではなく副館長や館長が腰こしを上げるだろう。むしろその方が好都合なのかもな。私では、無理だったのかもしれん」

　その場から去る読破の背せは、ひどく寂さびしく見えた。綴がそれ以上呼よび止められなかったのが、それを如によ実じつに示しめしている。

　睦美を人質に取られた自分、彼女を救うことができなかった自分、そして今あの青年に対しても何もできなかった自分──一人で抱かかえ込んでいると人は言うかもしれない。それは事実であっても慰なぐさめにはならない。

　この学園で“〝戒書”〟の脅きよう威いに唯ゆい一いつ対たい抗こうし得うる少年は、果てしない失意の中、孤こ独どくの彼方かなたへと消えた。





「それで、あなたそのまま部長を行かせたの?」

「はい………」

　うなだれる綴に、睦美は肩をすくめた。昼休み後の掃そう除じ時間に、いきなり読破のことで相談があると言われたらこれだ。珍めずらしく読破が掃除に来ていないため、彼の分も図書館を磨みがきあげなくてはならないのに、つくづくこの後輩は自分の神しん経けいを逆さか撫なでしてくれる。悪意がない分、余よ計けい性た質ちが悪い。

　憤ふん慨がいしている睦美に対し、綴は俯うつむいたままポツリポツリと『封魔録』の詳細は伏ふせつつ相談を続ける。

「でも、何だか声かけづらくって……すごく落ち込んでたみたいだし……。先輩ならどうしてました?」

「う……」

　返答に詰つまり、睦美がカウンターを磨く手を止めた。多分自分も何も言えない。言ったところで、「君には関係ない」か「別に」辺りの言葉を返されるのが関の山だ。

「わ、私のことは関係ないでしょ?　大体、あなた見習いだったら部長の手伝いとかできるでしょ?　何も言えなくても、そういうことで力になればいいじゃない」

　見事な切り返しに、今度は綴が押し黙だまった。その様子から、睦美も彼女の立場を何となく感づく。

「あなた……ひょっとして……」

「……足手まといだそうです」

　ちょっと涙なみだぐむ綴に、睦美は不ふ謹きん慎しんにも同情より優ゆう越えつ感が先立っていた。この言葉が真実なら、未いまだ自分と綴は同格──いや、サンドイッチの分だけ頭一つ飛び出しているのは間違いない。

　──……勝った！

　グッと拳こぶしを握にぎっていると、さすがに怪あやしまれた。

「先せん輩ぱい……?」

「あ、何かしら?」

　慌あわてていつものように落ち着いた表ひよう情じように戻もどすと、綴はあっさり騙だまされた。やはり睦美の美び貌ぼうにはそれだけの力がある。綴もその才さい色しよく兼けん備びぶりを見込んでいるからこそ、こうして相談しているのだ。

「それで、結局あなたはどうしたいの?」

「どうって……そりゃあ、何かお手伝いしたいですけど、何ができるのかって思って……」

　真剣な様子に、睦美のちっぽけな勝利の余よ韻いんは消え失うせた。けして気に入っている後輩ではないが、彼女はいわば読破の助手──見み捨すてることはできない。何より、自分と同じく心から読破の身を案じている。

　だが、言えることはさっきと同じだ。

「……悪いけど、やっぱり私にはわからないわ。多分、それはあなたにしかわからないと思う」

「でも、私は……」

「あなたには特別な才能があるんでしょう?　それで何ができるのか、まずちゃんと部長に訊きいてみたら?」

「…………」

　訊いても結果は見えている──そう言わんばかりに綴が押し黙る。睦美は冷たい口調で続けた。

「そうね、やっぱり無理かもしれないわ。少なくとも、私だったらあなたには何も任せられない」

「…………」

「そんなふうに何もしないうちから自信がなさそうにしてる人間には、多分何もできないわ」

「先輩……」

　顔を上げた綴を見ることなく、睦美は掃除に没ぼつ頭とうしている。カウンターを磨き終え、今度は利用者用の机つくえの清掃だ。

「私には、こんなことしかできないわ」

　自分に言い聞かせるような言葉には、卑ひ下げしている様子はない。これが自分の選んだ道だ。

「でも、部長の役に立ってると思う。あの人は私に何も言わないし、何もさせてくれない。でも、やっぱり何かしたいから、できることはないかって考えて、今こうしてる。こんなことでも、他の誰よりもできるって自信があるわ。あなたはどうなの?　本当は私よりもっと役に立てるくせに、そうやって突つっ立っているだけ?」

　問いかけの冷たさは、彼女が内に秘ひめた羨せん望ぼうを表していたのかもしれない。だがそれ以上に、自分よりもっと深くて、もっと真しん摯しな読破への想おもいが込められている。

　それに気づいたとき、綴は自分の過あやまちに気づいた。

　読破から拒きよ絶ぜつされた──だから自分は何もできない。してはいけない。

　疑ぎ問もんを挟はさむことなく、考えることもなくそれを受け入れた自分は、最初からどこかで諦あきらめていた。

　けれど、目の前の女性は違う。たとえ読破に拒きよ絶ぜつされても、彼女は自分にできることを探さがして、ちゃんとやっていくだろう。

　──じゃあ、私は?

　そう思い返したとき、少しだけ道が開けた。

　俯いていた顔をきちんと上げてから、睦美に頭を下げる。

「ありがとうございます。私………」

「お礼されるようなことはしてないわ。別に、部長のところに行ってもいいのよ?　どうせ掃そう除じも手につかないでしょ?」

「いえ……」

　綴は小さく首を振ふった。その瞳ひとみに迷まよいはない。睦美の言葉──そして思い出した統馬の言葉がある。

「掃除、やります。多分、今一番先輩の役に立てると思いますから……」

「そう。じゃあ、そこの机磨いてくれる?」

「はい！」

　元気よく返事をした綴に、睦美の唇くちびるが綻ほころぶ。

　重なった二人の道──だが、その先に佇たたずむ少年は、未いまだ無む明みようの闇やみにいる。





　冷えた風が顔を叩たたく。

　本当はそう冷たいわけでもない。ただ、その風を受ける彼の姿を見た者はそんな印象を抱いだくだろう。少なくとも、その少年の心は真冬の救われない寒さそのものだ。

　人が大雪や雪崩なだれを避さけるように、彼を目にした者は皆みな道を空ける。

　今は掃除時間であり、本来ならただ人気のない方へ歩いている彼は異い質しつそのものであるが、それを問い質ただす者はいない。彼が学園最強と謳うたわれていることがなくとも、誰だれもが近寄ることを憚はばかる。

　彼の全身から漂ただよう孤こ独どくという名の威い圧あつ感──冬の氷雪よりも冷たいそれは、他者の干かん渉しようを一いつ切さい阻はばむ。

　月つく詠よみ読破──失意の彼は、図書館裏うらの森の中にいた。

　人気のない場所ならどこでもよかったが、あえてここを選んだのは、やはり掃除をしていないことに気が咎とがめているからだろうか。彼も睦美がしっかり代理をしてくれているのは予想しているが、もう一人がそこに加わっていることは知らない。

　もしそれを知っていれば、沈しずんだ表情も少しは変わっただろうか。だが無情な現実は、彼が縋すがるべき人物をたった一人に絞しぼり、なおかつ遠い地へと追いやっている。

　携けい帯たい電話を取り出してリダイヤルボタンを押おすと、あの呑のん気きな声が聞こえてくる。

「は～い、四し海かいです。ただいまあとがきを読んでいる最中なので、あと十分後ぐらいにかけ直して下さい」

「私です……」

「あ、月詠君?　もうちょいで読み終わるから正直待ってほしいんだけど。やっぱりあとがきって大事じゃない?　あとがきも作品の一部だと思うし、コースで言うとデザートな気がするんだよ。ほら、デザートで全部の印象って決まるじゃない?」

「…………」

「うん、どうしたの?　何かあった?」

　無言の読破に、統馬も何かしら感じ取ったらしい。そもそも何かあったから電話をしているのだが、それでも程てい度どというものがある。無む反はん応のうというのは、ある意味で最も危あぶない反応だ。

　実際、読破の声はいつもより沈んでいる。ごくわずかな差ではあるが、統馬には区別できた。

「……手記は発見できましたが、ツヴァイに奪うばわれ、失われました。さらに解放も行われ、あと一人に読まれれば、完全に封印が解けます」

「あらら……でも君が奪われたってことは、人質でも取られたかな?　誰が憑ひよう依いされたの?」

　付き合いが長いだけあり、統馬は鋭するどい洞どう察さつ力りよくを発はつ揮きした。おそらく憑依された人物もほぼアタリがついているだろう。

「……樹君です。以前副館長に警けい護ごを依い頼らいした………」

「ああ、あの娘こね……ってことは、元から君の仕事は理り解かい済ずみか。情報の漏ろう洩えいが防ふせげたのは救いだね」

　ポジティブシンキングがモットーな彼は、あっさりと読破の身近な人間が巻まき込まれたことを片かた付づける。是ぜ非ひはともかく、読破も少々見習えばもう少し人生が楽しくなるだろう。

「……救いですか。しかし、状じよう況きようは一いつ層そう厳きびしくなりました。『封ふう魔ま録ろく』の『回かい収しゆう』は今もって見通しが立っていません。仮かりにできたところで、すでに魔物は六分の五が解放されています。それをどうするか……封印法は失われましたし、斃たおそうにも一ひと筋すじ縄なわではいきません」

「あー、まあそうだね。でも前の連れん絡らくのときと事情は変わんないよ。他に悪いことなかった?　なかったら別に……」

「『死書』が解かい禁きんしかけました」

　声が途と切ぎれた。統馬にとっても、それほどの衝しよう撃げきだったのだ。

「君………」

「大だい丈じよう夫ぶです、すぐに押さえました。問題はありませんが、一応ご報告を」

「そっか……」

　ホッとした声を漏もらすのは、かつてドラゴンの頭を踏ふみつけにした男だ。読破の持つ黒本──果たしてその内に秘ひめられたものとは。

「君が所持している以上、そういったアクシデントは仕方ない。君から離はなすのはもっと危ないしね。でも忘わすれないでくれよ、君に『貸かし出し許きよ可か』が比ひ較かく的てき簡かん単たんに下るのは、『死書』を使わせないためだってことを」

「心得ています。開くとなれば、必ず館長のご許可を。ところで、今後はいかが致いたしましょう?」

「うーん、何か他に変わったことあった?」

「…………」

　やや間を置き、読破はあの黒衣の青年との邂かい逅こうを語った。彼はさして重要ではないと考え、大まかな内ない容ように限げん定ていして語ったが、統馬の方はそれに何かしら感じるものがあったらしい。

「……なるほどね。少し見えてきた」

「と言いますと?」

「おそらく、彼が姿すがたを現あらわしたのは何か意味がある。それこそ“〝ストーリー”〟の進行に関かかわる、ね。彼はいわば黒子……彼から見た登場人物の前に姿を現すのは、そんなときだけだ。あえて他にあるとすれば、せいぜい“〝ストーリー”〟が完結したあと、それこそあとがきに当たる部分でちょっかいをかけてくるだけさ。この前もそうだったろう?　そして、この件はまだ終わっていない。そうなれば、彼の行動には必ず意味がある」

　上司の確かく信しんに、読破はそう簡単に賛さん同どうできなかった。少なくとも自分の印象では、相手はただ読破を軽くあしらい、それを楽しんでいたようにしか見えない。

「……私にはわかりません。仮にそうだとして、どんな意味が?」

「多分、君へのヒントだろう。君はかなりの劣れつ勢せいにある。もし彼の“〝ストーリー”〟がその展てん開かいのままでいいのなら、何もする必要はない。だが彼は姿を現し、行動を起こした。となると、この展開ではまずいんだ。つまり、彼は君の劣勢を打開させるためにあえて介かい入にゆうした。もちろん、作者としてある程てい度ど介入のルールはある。だから直ちよく接せつ君を助けるなんてことはしない。だが彼の行動には、必ず何かしら君のためのヒントが隠かくされているはずだ。おそらく、考えればわかるものだと思うけど……」

　読破の目つきが変わった。失意の翳かげは消え去り、怒いかれる少年はさっきまでの冷たい孤独をその両りよう眼めに凝ぎよう縮しゆくし始める。

「……仮にそうだとしても、彼からヒントをもらおうなどとは思いません」

「どうして?」

「当然でしょう。それは彼の思い描えがいた“〝ストーリー”〟にまんまとはまることですよ?　ひょっとしたら、ヒントを与あたえておいてさらに追い落とす……そんなことを考えているのかもしれない。もし彼が『封魔録』の完全な解放を結末としていたら、ヒントなど結局は無む駄だなはずです」

　強い口調で言い切った読破に、統馬は反はん論ろんしなかった。しばらくして、失望したように呟つぶやく。

「君もこっちに連れてきた方がよかったかな」

「どういうことですか?」

「今ロシアにいるんだ。永えい久きゆう凍とう土どに眠ねむる“〝戒かい書しよ”〟の『回かい収しゆう』で。その氷で、頭を徹てつ底てい的に冷やしてもらわないと」

「副館長……」

　珍めずらしく怒おこっているともとれる統馬に、読破もたじろぐ。一見すると華きや奢しやな本好きの青年にしか見えない統馬だが、本気で怒るとどうなるか──読破は知っている。

「君の最さい優ゆう先せん事じ項こうって何だったっけ?」

「“〝戒書”〟の『回収』です。この場合は『封魔録』の……」

「そう。ぶっちゃけた話、彼のことよりそっちが大事だ。少なくとも彼は大量殺人なんてしやしない。だがツヴァイは別だ。そしてそのツヴァイの解放を止めるためなら、どんな手がかりでもないがしろにできない。君が熱くなるのはわからなくもないが、そんな個こ人じん的な感情はどーでもいい」

　読破は黙だまって統馬の言葉を聞いていた。

　何が大事か、いつの間にか見失っていたのかもしれない。

「君の言うこともわからなくはない。彼に限って言えば、常つねに僕らの予よ測そくの外にある意図を持っているはずだ。しかし、それと君の仕事はまた別の話だ。わかるね?」

「はい……」

「直接彼と対たい峙じし、その言葉を聞いた君でなければ真実には辿たどり着けない。もう一度彼が現れたときのことを思い返すんだ。それと硯すずり……じゃないや、綴ちゃんのことだけど」

「彼女が何か?」

　かなり高度なレベルの話だったのに、いきなり異界司書的には最下級の綴のことを言われ、読破は首を傾かしげている。

「あの娘こにも手伝わせたら?　結けつ構こう役立つかもよ?」

「……他の『回収』ならともかく、今回は危き険けんでしょう。副館長もご存ぞん知じのはずですが?」

「ま、そーなんだけどね」

　統馬としても、綴の能力に関しては決めかねるところがあるらしい。だが読破一人で事に向かわせるよりはマシと考えているようだ。

「でもさ、多分どっかで危険と出会うんだよね。要は覚かく悟ごの問題だよ。彼女はまだ迷まよってる。問題は君の方。君、単純にあの娘を『回収』に巻き込ませたくないんでしょ?」

「…………」

「気持ちはわかるよ。でも彼女はこの仕事を選んだんだ。だったら、それは優やさしさじゃなくて過か保ほ護ごだろ?」

「……では、どうしろと?」

「べ～つに。決めるのは君──選ぶのは彼女だ。じゃ、頑がん張ばってね」

　ゆるい激げき励れいの後、電話は切れた。

　携けい帯たい電話をしまって歩き出した読破の顔は、まだ全すべての迷いがなくなったとは言えない。ただ、少なくとも青年の存在にこだわる彼はもういなかった。

『封ふう魔ま録ろく』の回収──今はただそれだけのために。

　森を抜ぬけて図書館前に来ると、ちょうど掃そう除じ終しゆう了りようのチャイムが鳴った。出入り口の扉とびらが開き、綴と睦美が並ならんで出て来る。

　絡からみ合う三対ついの視し線せん──だがすぐに睦美が一歩下がる形で離り脱だつした。

「私、次の授じゆ業ぎよう体育なので……先に失礼します」

　読破に一礼し、睦美は足早に去っていった。一いつ瞬しゆん綴に送った視線が「がんばりなさい」と言っていたことには、本人も気づいた。

　残された二人の間には、しばしの間沈ちん黙もくが漂ただよっていたが、やがて意を決したように綴が切り出す。

「あ、掃除なら樹先せん輩ぱいがちゃんとしてましたから………」

　まずは手て頃ごろな話題での軽いジャブ。ただし、読破がちょっとバツの悪そうな顔をしているところを見ると、失敗だったかもしれない。

「そ、そういえば……準じゆん備び室しつに新しん刊かん置いてましたね」

「ああ」

　読破は目を合わせようとしない。彼も統馬の提てい案あんを採さい用ようするか、迷っているところだ。そんなことを知らない綴は、まずは場を和なごませようと読破が食いつくであろう本の話を続けた。

「私が好きな『ドキぴゅあ』シリーズも入ってたんで、早く借りたいなあって……」

「ああ、あれか。やはり女じよ性せいには人気らしいな」

「当たり前ですよ！　私もいつかはあーゆー恋こいができたらなあって……」

　完全に本好きモードに入った綴は、読破に言うべきことを忘わすれ去っている。『ドキぴゅあ』とは、『今ドキ、純愛？』というタイトルの恋れん愛あい小説の愛あい称しようであり、特に十代の女子高生に人気が高い。内ない容ようはデザイナーを目指す少女達の恋愛模も様ようが描えがかれたもので、特にその少女達の夢ゆめに懸かける姿し勢せい、作中でのファッションが人気を集めている。

「……私にはよくわからんが、主人公達の口くち癖ぐせやファッションを真ま似ねする者も多いらしいな」

「ええ、私もちょっとやってみようかなあって……」

「…………」

　読破は無表情のまま天を仰あおいだ。否定する気はないが、主人公の少女は綴と正反対の活発で外見にかなり気を遣つかうタイプだ。そのくせ恋愛には意外に奥おく手てなのが人気の理由だが、綴が真似をするのはどうかと思う。

「でも、香か奈なちゃんには止やめた方がいいって言われて……」

　──いい友達だ。

　と読破が思ったことに気づくわけもなく、綴は滔とう々とうと続ける。

「香奈ちゃんの言うこともわかるんです。私、昔からすぐ本に影えい響きようされちゃって、結けつ構こう失敗したりするから……。前に『リング』読んじゃったときとか、しばらくビデオが使えなくなっちゃって……」

「君らしいな」

　読破は微び笑しようしたが、それはすぐに愕がく然ぜんとした表情に塗ぬり替かえられる。その変へん貌ぼうに驚おどろき、綴が心配そうに訊きいてきた。

「ど、どうしたんですか?　私、何か悪いこと言いました?」

「今何と言った?」

「はい?」

「今何と言ったか訊いている……！」

　鬼き気き迫せまる勢いきおいで両りよう肩かたを掴つかまれ、綴は怯おびえながら先ほどの内容を繰くり返した。

「えっと、私がすぐ本に影響されるって……。中に書いてることとか、すぐ信じちゃうし……」

　それを聞くと、読破の脳のう裏りに様々な光景が浮うかんでは消えた。

　綴の言葉、今までの被ひ害がい者しや、統馬の推すい測そく、そして──彼との邂かい逅こう。

　全すべてがある可か能のう性せいに収しゆう斂れんされたとき、読破は綴の肩から手を離はなして低い笑いを漏もらし始めた。

「せ、先輩……?」

　睦美が見たら腰こしを抜かしそうな光景だが、読破は至いたって正せい常じよう──いや、歓かん喜きに満ちている。

「そういうことか……！　ヒントどころではなかったな。こんなことにも気づかないとは、よほど頭に血が上っていた。それこそ、氷で頭を冷やすべきだった……！」

　ついに難なん解かいな定理を証しよう明めいした数学者の如ごとき快かい哉さいは、傍はたから見れば狂きよう人じんの戯ざれ言ごとだったかもしれない。綴がかなり怯おびえながら話しかけるが、そのときには彼はいつもの理知的な姿すがたを取り戻もどしていた。

「あ、あの……先輩?」

「解放の方は何とかなる。問題は手記の代わりだが……いや、手は……なくもない」

　綴の言葉がいかなる刺し激げきとなったのか、今読破の脳のう内ないでは瞬またたく間に数あま多たの打開策さくが浮かんでいき、その中から最良のものだけが選ばれていく。

　わずかな時間で彼は選別を終了し、次に取るべき行動を考え込む。

「あちらは副館長に要よう請せいするとして、後は……確かく保ほの問題か」

　綴を無む視ししてブツブツと呟つぶやき続ける読破だが、その矛ほこ先さきはすぐに彼女に向いた。正面から見み据すえられ、綴がビクッとたじろぐ。

「な、何ですか?」

「訊きたいことがある。私が図書館で倒たおれたとき、何があった?」

「何がって言われても……」

「最後の方は記き憶おくがなくてな。とにかく見たままを言ってくれ」

　読破に促うながされ、綴はポツリポツリとあのときの様子を語った。読破は真しん剣けんに耳を傾かたむけているが、何が彼をそうさせているかはわからない。そもそも、自分にはあの状じよう況きようの背はい景けいがよくわかってもいないのに。

　話し終わると、読破はまた意外なことを訊いた。

「図書館の掃そう除じはしたんだな?」

「……はい、まあ………」

　掃除場所としては破は格かくの施し設せつだけに、三十分にも満たない掃除時間では完全な清掃には程ほど遠とおい。だが一応各クラスの図書部員全員が掃除はするし、日常は問題ないはずだ。

「そうか……ならいい。多分準じゆん備びの余よ裕ゆうがある」

　またも謎なぞの一言を残し、読破は校こう舎しやの方へ歩いていく。その顔にはもう何の迷まよいもない。統馬に叱しつ咤たされたときとは違ちがう、いつもの彼がそこにいる。

「あ、あの一体今の何だったんですか……?」

　当然の疑ぎ問もんだが、彼は答えない。かわりに、差し迫った事実だけを伝える。

「もう授業が始まる。急いだ方がいいと思うが」

「あ………」

　すっかり忘れていた。しかしこれまでここに留とどまっていたのは、読破のせいと言っていい。せめて納なつ得とくのいく説明を──というやや恨うらめしげな視線を送ると、彼は自分にとって最も効こう果か的な一言で応こたえた。

「放課後は空けておいてくれ」

「え……」

「仕事だ。君はたしか異い界かい司書見習いだったはずだが?」

　最初は、そのぶっきらぼうな言葉の意味が呑のみ込めなかった。

　時間が経たつにつれ、綴の顔が徐じよ々じよに笑え顔がおに変わっていく。

「はい、わかりました！」

　明るく元気な声で叫さけぶと、そのまま小走りで読破の後を追う。

　教室へ急ぐ彼らをもし睦美が見ていたら、やはり嫉しつ妬との念に駆かられていただろう。

　一人の異界司書とその見習いは、今ようやく同じものを見ながら歩みだしていた。

　その先に待ち受けるのは、古いにしえより生き続ける一体の魔ま物もの──そしてもう一人。

　魔人と呼ばれる彼かの異い端たん作家は、はたしてこの二人にいかなる運命を書き綴つづっているのだろう。



    

  
    
      　第六章　強大、されど勝機あり






「また狂くるった」

　闇やみの中で青年が呟つぶやく。

　物もの憂うげな心が端たん整せいな顔立ちに翳かげりを生み、これまでにない疑問符ふを植えつける。彼をそこまで追い込んでいるのが一人の少女だと、誰だれが知ろう。

　知ったとしても、誰も信じまい。少なくとも彼は一いつ介かいの本好きな少女に翻ほん弄ろうされるような存そん在ざいではありえない。

　だが事実そうなのだ。

　彼女の何気ない言葉が、彼の“〝ストーリー”〟の中に想定外の波は紋もんを投げかけていく。

「読どく破ははいずれ必ず気づいた。彼女は、それを早めたにすぎない」

　自分に言い聞かせる言葉。

　それはまた自分自身の生み出した疑問でかき消される。

「何な故ぜ彼女はこうも狂わせる……?　必ずしもプロット通りにいかないのが執しつ筆ぴつの常とはいえ、これはひどすぎる」

　青年の顔に崇すう高こうな決意と作家としての義ぎ務むが浮うかぶ。これ以上は、見み過すごすことができない。

「今度はクライマックスにまで彼女は来る。だがそれだけは許ゆるせない」

　青年は手の中の小さな紙を閃ひらめかせた。そこに描えがかれたのは、ファンタジーの小道具として知られる円形の魔ま法ほう陣じんだ。サイズは手のひらに収おさまるほどだが、精せい妙みような筆ひつ致ちは細部まで書き込み、円の中の複ふく雑ざつな紋もん様ようを再さい現げんしている。

「心は痛いたむが仕方ない。彼女にはご退たい場じよう願おう」





　すでに学園から人は消え去りつつあった。

　生徒の行き交かう常に賑にぎやかな空間は、今は黄昏たそがれの寂せき寥りように染そまりつつある。

　放課後の部活動の時間も終わり、教きよう職しよく員いんもそのほとんどが帰りつつある。学園に残る者も、おそらくこの場所へ来ることはない。

　だからこそ彼はこの時間まで待ち、自分に付き従したがう少女もそうさせた。

　すでに時は満ちた。

　あとは、最後の確かく認にんだけ。

　読破は携けい帯たい電話で統とう馬まに連れん絡らくをする。尋たずねるのは授じゆ業ぎよう前に伝えた要よう請せいの結果だ。

「お願いしていたものは、用意できましたか?」

「何とかね。でも、まさかこんなやり方を選ぶとは……今さら訊きいても無む駄だだろう。健けん闘とうを祈いのってるよ」

「はい。ではまた」

　電話が切れると、いよいよ残されたのはただ二人──自分と綴つづるだけだ。これから始まる戦いに彼女を連れて行くのは決めたこととして、そこで何をさせるかはまだ決めていない。

「もう行くが、本当に構かまわんな?」

「はい………」

「……わかった。一つ言っておくが、君の役目はあくまでサポートだ。とはいえ、基き本ほん的には何もしなくていい。今後のために私の『回かい収しゆう』を目に焼き付けることを念頭に置け。ただし、もし私に何かあれば副館長への連絡を含ふくめて後事を頼たのむ」

「は、はい……！」

　必要以上に力んだ綴は、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置くにはまだまだ頼たよりない。だが少なくとも彼女のおかげで道は開けた。そして、その熱意だけは本物だろう。

「あまり緊きん張ちようするな。最後にもう一つだけ、私は君を助ける余よ裕ゆうがない。準じゆん備びに時間をかけた以上、もう時間は無駄にできん。この先君に何があろうと、まずは『封ふう魔ま録ろく』の『回収』が最さい優ゆう先せんだ。それだけは覚かく悟ごしておけ」

　さすがにこれは元気よく返事をすることはできず、ただ頷うなずくだけに留とどまった。読破の目を見れば、本気なのはわかる。家族や香か奈なに最悪の場合を考えて何か言っておけば──とも思ったが、ふと読破のことが気になった。

　彼には、悲しむ家族がいるのだろうか。

「行こう」

　答えが返るはずもなく、読破は歩き出した。綴もその後に続く。歩き慣なれたいつもの道は、沈しずみゆく夕日のせいか心なしか澱よどんで見える。

　目的の場所まではもう少し──すぐに着く。そのことで油ゆ断だんしていたわけではないが、前から来た風に揺ゆられてやってくる一枚まいの紙に、二人とも何の反はん応のうも示しめさなかった。

　ただ、読破はその紙に何か図形のようなものが書いてあったことには気づいていた。背はい後ごから小さな悲鳴が聞こえたとき、その図形の意味が鎌かま首くびをもたげる。

　愕がく然ぜんと振ふり向いたとき、綴はもういなかった。ただ、魔法陣を刻きざんだ一枚の紙切れが地に落ちているだけ。

「まさか…………」

　紙に描えがかれた魔法陣の効こう能のうを確かく認にんし、読破は唇くちびるを噛かみしめた。異界の存そん在ざいを束つかの間この世に招まねく召しよう喚かん陣じん──このサイズでは限かぎりなく一いつ瞬しゆんに近い時間の召喚だっただろう。だが、あのか弱い少女を連れ去るには充じゆう分ぶんな時間だ。

　探さがすか否いなか──究きゆう極きよくの選せん択たくにも思えるが、実は選択肢しなど最初からない。今読破がすべきことはただ一つであり、それは綴もわかっている。

　迷まよいを振り払はらうように、そして少しでも早く彼女の下もとへ駆かけつけるため、読破は走り出した。未いまだツヴァイから受けたダメージが体を蝕むしばむために、いつもほどの速度はない。だが逸はやる心が彼を急せきたて、速度を徐じよ々じよに上げていく。

　見慣れた扉とびらを開け、足音を立てない高速走行に切り替かえる。たとえ閉へい館かん時間を迎むかえて人っ子一人いないとしても、彼は己おのれのポリシーを曲げない。

　この場所を、図書館の掟おきてを誰よりも体現しているのは、誰あろう、彼なのだから。

　中央のホールを駆け、彼が立つことの多いカウンターの横をすり抜ぬけ、一気に準備室の奥おくへ進む。栞しおりを翳かざし、すぐさま地下に下り立った彼を、数あま多たの本ほん棚だなが迎えた。

　冷気に篭こもる本達の叫さけびが、今日は解放の怨えん嗟さではなく侵しん入にゆう者しやの排はい斥せきを訴うつたえている。外部から隔かく絶ぜつされたこの地下書庫だが、つけ入る隙すきはわずかに存在した。その事実が読破をこの場所へ招いたのだ。

「いるんだろう、『封魔録』?」

　本棚の間を進む読破は、ほぼその在あり処かを確信している。

　綴から聞いた話では、自分の栞は確かにあのとき『封魔録』に当たっていた。『封魔録』の空間移い動どうの阻そ止しはできなくとも、あの渾こん身しんの一撃げきは必ず何かしらの影えい響きようを与あたえている。

　例えば──移動距きよ離りの短たん縮しゆく。

　この図書館の敷しき地ちを考えれば、ほぼ『封魔録』は館内に留とどまっている。そして読破をこの場所にあると確信させたのは、綴達が掃そう除じをしていたという事実だ。

　館内の掃除をしたにも拘かかわらず、誰も『封魔録』を発見していなければ読んでもいない。ならば、誰にも見られず、誰も行かない場所にそれは存在しているはずだ。

　すでに照明設せつ備びは回かい復ふくしており、彼の視し界かいが闇やみで遮さえぎられることはない。読破は迷わず進み、ちょうど地下書庫の中央で足を止める。

「この場所は物理的防ぼう御ぎよや対魔ま術じゆつ装そう備びは完かん璧ぺきだが、空間超ちよう越えつまでは想定していない。いずれは改かい修しゆう費ひを予算に計上すべきだろうが、今はその不備に感かん謝しやしよう。ようやく会えたな」

　視線の先には探さがし求めた物がある。

　硬こう質しつな床ゆかに鎮ちん座ざした赤せき褐かつ色しよくの表紙は、それの持つ魔力ゆえかこの地下書庫の中でも異い彩さいを放っていた。確かく保ほしようと踏ふみ出した脚あしの膝ひざが、不意に崩くずれる。

　床ゆかに手をついた読破の顔は、この場所の気温ではありえないほどの汗あせに見み舞まわれていた。幾いく筋すじもの汗が肌はだを伝って床に落ち、小さな水みず溜たまりを作る。表情もまた、想像を絶ぜつする苦く痛つうに彩いろどられており、傍はたから見れば原げん因いん不明の体調不良と取られかねない状じよう態たいだ。

　だがそれは実じつ際さいには壮そう絶ぜつな死し闘とうだ。

　読破が挑いどんでいるのは眼がん前ぜんの『封魔録』──そして、自分の中に湧わき起こるそれを読みたいという衝しよう動どう。

　読め、と命ずる『封魔録』からの命令と、それに応おうじろと急せかす内なる自分。

　それは時が経たつたびに読破の精せい神しんを蝕んでいく。『封魔録』に近づけば、こうなるのは予想していた。だがその強きよう制せい力りよくは想像を超こえている。『封魔録』に残されたツヴァイの残ざん滓しは残り六分の一だが、それに反はん比ぴ例れいして読書への強制力は上がっていくのだろうか。

　誰も干かん渉しようできない、ただ読破の精神力のみが勝敗を分ける内なる戦いは、時間にして三分で決着を迎えた。

　床に倒たおれこむ読破。

　立ち上がったとき、その瞳ひとみはいつもの強きよう靭じんな意い志しを失った虚うつろなものだった。そのままフラフラと『封魔録』に手を伸のばす姿すがたからは、いつもの面おも影かげは見えない。

　彼まで屈くつしてしまったのか──『封魔録』を手に取った彼は、何のためらいもなくそれを開いた。

　網もう膜まくに中の文章が刻きざみ込まれ、脳のうがそれを認にん識しきする。

　量にして全体の六分の一──それを全すべて読んだとき、彼の体はツヴァイという魔物の受け皿になる。

　彼の速読が仇あだとなったか、読破は数分と経たずに『封魔録』と共に再び倒れ伏ふした。

　その名を呼ぶ者も、抱かかえ上げる者さえいない。

　孤こ独どくな敗者を見下ろすのは、ただ勝者だけ。

　倒れた読破の傍そばで、闇やみが蠢うごめく。

　それは徐々に人型を取り始め、ついに本来の姿に限りなく近い形を取った。

　異界の存在ゆえか、その姿は黒く透すき通ったものであり、輪りん郭かくがどこかぼやけていた。顔立ちはなかなか端たん整せいな長ちよう髪はつの若わか者もので、裸はだかの上半身は読破の数倍たくましい。身長は彼よりやや高い。下半身の方は濃こい獣じゆう毛もうに覆おおわれ、やはり人外の魔物であることを感じさせた。古いにしえの物語に度たび々たび姿を見せる半獣半人の存そん在ざいとは、このようなものだろうか。

　勝者の笑えみで読破を見下ろし、ツヴァイは一人勝利の快かい哉さいを上げる。

　──クククッ、やはりお前が最後の解放者となったか。ここに飛ばされたときはさすがに困こまったが、結局は思い通りに事が進んだ……！

　低い声から滲にじみ出る優ゆう越えつ感は、人間とそう変わりない。絶対的優位に立った相手への態度は、魔物も人も変わりはないのだろう。

　──あとは最後の仕上げ……その体に解き放たれた我わが一部と溶とけ合うのみ。完全な復ふつ活かつの後は、最初に貴き様さまの体を滅めつしてやろう……！

　黒い両りよう腕うでが読破に迫せまる。そのとき、舌したなめずりをした顔に黒い背せ表紙がめり込んだ。

「図書館ではお静かに」

　強きよう烈れつな一撃をもろに喰くらい、ツヴァイは床に積まれた本を弾はじきながら後方に吹ふっ飛ばされた。

　──なっ………。

　顔を押おさえて立ち上がる姿は、まさに人並の驚おどろきに満ちていた。ひょっとしたら、鼻血の一つでもこぼしているかもしれない。

　あの一撃を喰くらったなら、むしろその程てい度どで済すんで幸運だっただろう。

　今まで数々の猛も者さを仕し留とめてきた黒本を片かた手てに、読破は悠ゆう然ぜんと立ち上がった。その涼すずやかな顔からは、憑ひよう依いの気配や『封魔録』を読んだ影響はゼロだ。

　もちろんたった今黒本を振ふり回した右手にも、あの刻こく印いんは見られない。

『封ふう魔ま録ろく』を読みながらも依より代しろとなることを免まぬがれた彼に、ツヴァイは明らかに狼ろう狽ばいしていた。

　──どういうことだ……！

「案外簡かん単たんに引っかかってくれたな。右手のことでバレないか心配だったが、油断したな。あるいは、私の演えん技ぎがそう捨すてたものでもなかったからかな?　『ガラスの仮か面めん』を全巻読んでいた甲か斐いがあった」

　不ふ敵てきに微笑ほほえむ読破。

　その手には『封魔録』もまた握にぎられている。

　──何な故ぜだ、貴様はそれを読んだ！　ならば我の一部に取り込まれたはず……！

「そう驚くこともないだろう?　以前にもこれを成し遂とげた男がいたはずだ。お前を封印し、そして解き放った男がな」

　ツヴァイの顔が、醜みにくく歪ゆがむ。

　確かにあの男もかつて己おのれを読みながらも、悠然と微笑んでいた。

　その右手にはあの刻印はなく、ただシルバーリングが煌きらめいていただけ。

「……あるところに、本好きな少女がいる。彼女は、すぐ本に影えい響きようされてしまうそうだが、それを聞いて閃ひらめいた。『封魔録』を開いて文字情じよう報ほうに変へん換かんされたお前を読み、その支し配はい下かに置かれる──よくよく考えれば、それは少女の例とまったく同じだ。鍵かぎになるのは精せい神しん力と、何者にも支配されない自じ我が。それがあれば、貴様をこの本に留とどめたまま単たん純じゆんに読書を楽しめる」

　読破が軽くこめかみを叩たたいた。それは、『封魔録』に記された文章を全て読み取った証あかしだ。

「その少女のおかげで、私は彼のヒントに気づいた。彼がかつてお前を読み、なおかつ影響をうけなかったという事実──確かに、彼ならばお前の支配など撥はね除のける。少し考えればわかるはずだが、少々頭に血が上りすぎていたようだ」

　──なるほどな。あの男、やはり何か目もく論ろんでいる。貴様にヒントを与えて、何を企たくらむ?

「さてな。わかっているのは、ただ私が『回かい収しゆう』を行うことだけだ」

『封魔録』を確保したことで、それは半なかば終しゆう了りようしたと言えるのかもしれない。

　だが本番はここから、残る解放された魔物の処しよ理りにはヒントはない。

「……初めて『封魔録』を読ませてもらったが、中々興きよう味み深ぶかい文章だった。ドイツ語をベースにした一種の暗号だが、そう難むずかしくはない。内ない容ようはお前に関する詳しよう細さいだ。『強大、されど勝機あり』と記き述じゆつしてあったが、まさにその通りだ」

　今度は自分が見下され、ツヴァイが憎ぞう悪おの情念を全身から放った。

　かつて味わった屈くつ辱じよくが意思に拘かかわらず思い出される。

　あのとき、あの青年は何の迷いもなく自分を手に取り、数分であっさりと読破した。憑依などまったく受け付けず、自分を『封魔録』に押し込めたまま、ただ「面おも白しろかったよ」の一言で片付けて地の底に封じた。

　今全身を駆かけ巡めぐる屈辱は、そのときよりもなお酷ひどい。一度は自分に敗れ去った者に、こうも簡単にあしらわれる──何より、何な故ぜこの少年にできる?

　──何故我の支配を撥ね除けられた?　あの男ならわかる。だが、あのような人間が二人といるはずはない……！　何故貴様ごときに……！

「その通りだ。以前の私なら、読んだ時点でお前に取り込まれていたかもしれん」

　では何故──そう訊きこうとするツヴァイに、彼の憎悪の念すら吹き飛ばす鬼き気きが叩きつけられた。それが長い生しよう涯がいで三度目となる人間への恐きよう怖ふを生み出す。

「……あえて理由を言えば、腹ごしらえが済すんだ。もう一つ──私は今、すこぶる機き嫌げんが悪い」

　一歩踏ふみ出した読破──その姿と瞳ひとみは、ツヴァイにある仮か説せつを抱いだかせた。

　──貴き様さま、まさか………！

　読破は何の反はん応のうも示しめさない。

　今の彼を動かすのは、相手を滅めつせずにはおかない決意と殺意。それは統馬ですら止められないのかもしれない。

「よくよく考えれば、元々全部お前のせいだ。あらためて名乗っておこう。異い界かい図書館特とく務む班はん所しよ属ぞく、月つく詠よみ読破──それが貴様を封じる男の名だ。とりあえず今までの分も含ふくめて倍返しさせてもらおうか?」

　若じやつ干かん八つ当たりが入っているが、異を挟はさむ者はいまい。

　決着のために黒本を構かまえた読破に、ツヴァイはまだ衰おとろえない憎ぞう悪おを見せた。

　──調子に乗るな！　いいか、あの男は一人目の解かい放ほう者しやだった。あの男が我われの支し配はいを逃のがれたとき、解放された我はいなかったのだぞ！　だが今は違ちがう……！　たとえ完全でなくとも、貴様を殺すぐら……。

　言葉が終わる前に黒本が顔面に叩きつけられた。そのまま往おう復ふくビンタを数回、続いて喉のど元もとへの一撃げき、腹ふく部ぶにおまけの一発を喰くらってツヴァイは再ふたたび宙ちゆうを舞まう。

　すぐには言葉が出ないほど痛めつけられた彼を案じたのか、読破は嘲あざけりと共に説明役を買って出た。

「何でこんな本にいいようにやられたのか……そう思っているんだろう?」

　──………。

「そう落ち込むこともない。これは貴様を封じた男の現時点での最さい凶きよう傑けつ作さく、いかなる異界の存そん在ざいであってもダメージは与えられる」

　──だが、滅ほろぼすことはできん……！

　立ち上がったツヴァイの瞳には、まだ闘とう志しと憎悪が揺ゆらめいている。

　両りよう腕うでを伸のばし、読破すら一敗地にまみれさせたあの衝しよう撃げき波はを放つ。彼の顔面のみに狙ねらいを定めた漆しつ黒こくの波動は、その精せい度どが仇あだとなり起動を見切られた。

　漆黒の波動を防ふせぐべく掲かかげられる、闇あん黒こくの書物。

　常じよう識しきからすれば、それは読破の頭と共に無残に砕くだけ散っているはずだった。しかし衝撃波は黒本の表紙に触ふれるや否いなや弾はじけ飛び、完全に威い力りよくを無効化させられる。さらに驚おどろくべきことに、表紙には傷きず一つついていない。それこそ製せい本ほんを終えた直後のような、完かん璧ぺきな状じよう態たいを保たもっている。

　──バカな……！

「無む駄だだ。この本はいかなる手しゆ段だんを用いても破は壊かいできない。できるのなら、私がとっくの昔にしている」

　にべなく言い放ち、続く攻こう撃げきすら無駄と退しりぞける。完全にツヴァイを圧あつ倒とうする読破だが、敵てきは永ながきに亘わたり異界図書館の「回収リスト」にその名を留とどめた魔物、蛮ばん勇ゆうだけではない知能も備そなえていた。

　──確たしかに恐おそるべき武ぶ器きだが、それだけでは我は滅ぼせんだろう。ならば、いずれ力ちから尽つきる貴様の負けだ！

　負け惜おしみではない確固たる事実のはずだが、読破は動じない。彼はまだ、黒本を開いていないのだ。

「やろうと思えばできるがな」

　──なっ………。

「だが許きよ可かはおりていない。本音を言えば、とりあえず最低百発は殴なぐってから拷ごう問もん、そのうえでこれまでの行いの懺ざん悔げを数時間、最後に顔を踏ふみつけにしながら絶ぜつ望ぼうと屈くつ辱じよくの中でその存在を永えい遠えんに消し去りたいところだが、残念なことに時間がない」

　読破の手に蒼あおい栞しおりが閃ひらめく。

　すでにそれによって己おのれの手を切り裂さき、血で名は綴つづってある。

　ツヴァイにはその行こう為いが何を意味するかはわからない。だが読破の冷たい瞳だけがこれから始まるものを予感させる。プライドが崩くずれ、生存本能が退たい却きやくを決意させるが、もう遅おそい。

「無む駄だだ。『封ふう魔ま録ろく』を確かく保ほし、貴様が現れた──その時点で全すべては決まった。異界図書館──開館！」





「ここ、どこ?」

　気がつくと、森の中にいた。実は図書館裏の森なので、さっきの場所からそう離はなれてはいない。一度来たことはあるのだが、すでに暗くなっていることもあり、どこなのか気づくことはなかった。

「先せん輩ぱい、どこかな……」

　とりあえず立ち上がって辺りを見回すが、誰だれもいない。あるのは自分を覆おおいつくす木々と、どこかで聞こえる虫の声。そのうえ暗くら闇やみとくれば、元来怖こわがりの綴に耐たえられるはずがない。

　心細さだけが募つのり、少しでも明るい方を目指して森を進む。だが極きよく度どの方向音おん痴ちの彼女は、ますます森の奥おくへと突つき進んでいき、数分後には完全に迷まい子ごと化していた。

　半泣きしつつ何とか打開策さくを考えると、一つの案が浮うかんだ。よくよく考えれば、自分には便利なツールがある。喜び勇んで愛用のピンクの携けい帯たい電話を取り出し、まずは読破へ連れん絡らく──と思いきや、電池の残量がゼロだった。

「……ちゃんと充じゆう電でんしとけばよかったぁ～。香奈ちゃん、ごめんなさい………」

　親友の日ひ頃ごろからの忠ちゆう告こくを聞かなかった自分に後こう悔かいしたが、もう遅おそい。外部への連絡は閉とざされ、後は自力での脱だつ出しゆつか救出を待つしかない。歩くのも疲つかれたし、今夜はここで野宿だろうか。

　小学生の頃の林間学校でも数々の失敗を犯おかした自分には、当然アウトドアのスキルは皆かい無むだ。果たして無事生き抜ぬけるのか──傍はたから見れば大おお袈げ裟さな表ひよう現げんだが、本人は真しん剣けんそのものだ。

　どうしよう……その言葉がひたすら頭に渦うず巻まいていたが、ふと読破の顔が浮かんだ。自分はこんな状じよう況きように置かれているが、彼は大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　まあ仮かりに同じ森の中にいたとしても、彼なら余よ裕ゆうだろう。さっさと脱出して今頃任にん務むにとりかかっている気がする。それに引き換かえ自分は──惨みじめさと心細さがこみ上げてきて、今度こそ大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれそうになる。

「泣いてるの?」

　どこかで可愛かわいらしい声が聞こえた。慌あわてて辺りを見回しても、何も見当たらない。ついに幻げん聴ちようが聞こえ出したのかと首を傾かしげていると、少し怒おこったような声がした。

「ここだよ。何でわかんないの?」

　声は左ひだり肩かたで聞こえた。小こ刻きざみに震ふるえつつそーっと肩の方を見ると、そこに小さな人ひと影かげが乗っていた。身長は十センチ程てい度どだが、サイズを考こう慮りよしなければ、それは間ま違ちがいなく立りつ派ぱな人間だ。

「きゃああああ！」

　夜の闇を劈つんざく悲鳴に、肩に乗った小人は小さな両耳を押おさえた。

「うるさいなあ、もっと静かにしてよ。そんなお化け見たときみたいな声だすなんて、失礼しちゃうよ」

　ぷくっとふっくらした顔を膨ふくらませた子こ供どもは、確かにお化けとは程ほど遠とおい可愛げのある姿だった。魔法使いの着るような黒のローブに同じく黒のとんがり帽ぼう子しがよく似に合あい、見た目は何とも言えない可愛さと小生意気さが同どう居きよしている三、四歳さいの子供にしか見えない。これで衣い装しようを変えて羽を生やせば、妖よう精せいで通るだろう。

　子供の頃に見た絵本、そしてよく読むヒロイックファンタジーの住人は、その外見だけで綴の恐きよう怖ふを取り払はらった。

「あ、ごめんなさい……」

　つい普ふ通つうに謝あやまると、小さな小さな少年は唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎした。

「まったく、そんなことすると、ここから出られなくなるよ?」

「え、そ、それは困こまるの。私、早く先輩のところに行かないと……」

「行ってどうなるの?」

　訳わけ知り顔で尋たずねる少年に、綴は一いつ瞬しゆんたじろいだ。しかしすぐに向き直り、

「ちゃんと、先輩の仕事見てなきゃいけないから……！」

「見てどうなるの?　何か変わるの?」

「……変わらないかも。でも、行かなきゃいけないの……！」

　奇き妙みような少年との出会いが、自分の決意を再さい認にん識しきさせる。もう、ただ何もしないだけの自分ではいたくない。

「私がちゃんと顔を見せれば、余よ計けいな心配だけはさせなくて済むと思う。だったら、行かなきゃ……！」

　気弱な表情の奥に見え隠かくれする決意を感じ取ったのか、少年は軽く肩をすくめた。

「ふ～ん……これでも?」

　彼が軽く指を鳴らすと、前から突とつ風ぷうが吹ふきつけてきた。それが木々を大きくざわめかせ、さらに鳥の羽ばたきが綴の心を掻かき乱みだす。



    

  
    
      「な、何……?」

　怯おびえながら前方に視し線せんを移うつすと、木々の隙すき間まから何かが自分を狙ねらっていた。四本足の黒色の獣けもの──犬よりは狼おおかみと呼ぶべき存そん在ざいだが、その血走った紅あかい瞳ひとみが綴に正体を悟さとらせた。

　自然界の獣は、あんな目をしない。するとすれば異界の存在だけだ。しかも、あの瞳は自分をこの森に運んだモノとまったく同じだ。

「あ、ああ………」

　恐怖で膝ひざが崩くずれ、立ち上がることができない。今度は連れ去られるだけで済むはずがない。済んだとしても、連れ去られるのは常とこ世よだ。

　最も早はや泣くことすらできない綴に、肩の少年は言い聞かせるように語る。

「ここにいなよ。そうすれば、アイツは何もしない。ね?」

　震える綴だが、首を左右に振ふって否定の意い志しを譲ゆずらない。少年は諦あきらめたように呟つぶやいた。

「おいで」

　黒こく狼ろうがしなやかな体を躍おどらせ、地を駆かける。真まっ直すぐに自分目がけてやってくる獣に、綴が対たい抗こうできる手段は一つしかなかった。制せい服ふくのポケットに入れた白い栞しおり。自分が異界司書見習いであることを証しよう明めいするこの品が唯ゆい一いつの武ぶ器きであり、たった一つの希望だった。

　目をつぶり、ままならない照しよう準じゆんで栞を投じる。距きよ離りは近いが、こんな状態では当たる可か能のう性せいは限りなくゼロに近い。

　自分の運命を覚かく悟ごし、綴は我わが身を抱だきしめて恐怖に備そなえた。

　五秒……十秒……十五秒。

　そこまで経けい過かして、綴は異変に気づいた。おそるおそる目を開けると、すでに黒狼の姿はない。代わりに、足元に下りた少年が苦笑いを浮うかべてこちらを見ている。

「……負けたよ」

　どこか満足そうに呟き、自分のすぐ傍そばに落ちた栞を指差す。

「これの反はん応のうに従したがっていけば、ここから出られる。お姉ちゃんの先せん輩ぱいのと共鳴してるはずだから、後はこれの導みちびきに従えばいいよ。気をつけてね」

　それだけ告げて走り去ろうとする少年を、綴が引き止めた。

「待って！」

「何?」

「お礼、言わせて。ありがとう」

　ペコリと頭を下げた綴を、少年は不思議そうに見つめていた。確たしかに道は示しめしたが、礼を言われる筋すじ合あいはない。そもそも今し方彼女を襲おそった脅きよう威いは、自分が招まねいたようなものなのに。どうしたものか困こん惑わくしていると、綴は澄すんだ瞳ひとみのまま顔を寄よせてきた。

「名前、教えてくれる?」

　顔を少し赤らめた少年は、困ったように頭を掻いた。

「ゴメンなさい、ないんだ」

「そっか……じゃあ、ノンちゃんって呼んでもいい?」

「ノンちゃん?」

「うん、昔私が好きだった絵本に出て来るの。色んなこと知ってて、何でも教えてくれる妖よう精せいさん。駄だ目めかな?」

　眼がん前ぜんのあまりにも小さな存在に対し、綴はけして侮あなどることのない真しん剣けんな瞳で訊きいた。吐と息いきが当たるほど近づかれ、少年の顔が真っ赤に染そまっていく。間近で見ると、この少女の野や暮ぼったい眼鏡めがねの奥おくにある隠された可か憐れんさが現あらわれてくるのだ。

「……いいけど」

「本当?　よかった……」

　心底嬉うれしそうな表情を浮かべた綴に照れたのか、ノンちゃんと命名された小人の少年は一目散に地面を駆けていく。

「バイバイ、ノンちゃん」

　手を振られたことに、彼が気づいたかどうか。

　不思議な出会いはノンちゃんが闇やみの彼方かなたへ去ったことで終わり、余よ韻いんを楽しんでいた綴もやがて土を払はらって立ち上がる。

　白い栞を手のひらに載のせると、確かに白い光を放ち、懐かい中ちゆう電でん灯とうのようにある一方向だけを照らしていく。それが照らす前ぜん途とこそが、行くべき道だろうか。

　なおも襲いくる闇の恐怖と戦いながら、綴は歩き出した。

　その歩みが力強くなり、誰の目にも安心と思えるようになると、綴がいた場所で誰かが動いた。

　木に背せを預あずけ、闇に身を浸ひたして様子を窺うかがっていた青年は、自分を戒いましめるように軽く頭を小こ突づく。

「少しいじめすぎたかな。でも、意外に芯しんは強い。読破が傍そばに置くのもわかる気がするよ。まあ時間稼かせぎは充じゆう分ぶんか。僕も急ぐとしよう。しかし──」

　青年は手の中の人型に切り取られた紙を見つめた。そこに刻きざまれた「人」を意味するある古代文字、そして彼自身の血の滴したたりがあの小人を生み出したことは、誰も知らない。陰おん陽みよう道どうなどではよく見られる術じゆつだが、彼がやるとまたそれとは別の存そん在ざいを生み出せるのだ。

　己おのれの小さな分身につけられた名を思い返し、青年は呟いた。

「……ノンちゃんか。悪くないな」





　招まねかれたのは、広大な大広間だった。

　周囲は数えることすら叶かなわぬ大量の本ほん棚だなで覆おおわれ、どこまでも続く吹き抜ぬけの天てん井じようは、文字通り天に至いたるほどの高さを見せる。

　人の気配がない代わりに、その場所は悠ゆう久きゆうの歴史に連なる数あま多たの禁きん断だんの書物が収おさめられ、迷まよい込こんだ者を異界の知識へと誘いざなう。

　叡えい智ちを求めて訪おとずれた者達の終ついの館やかたであり、常つねに世界を陰かげから見守る戦士達の住すみ処か──異界図書館。

　蒼あおく眩まばゆい光でそこに導みちびかれたツヴァイと呼ばれる魔ま物ものは、周囲の気配に圧あつ倒とうされていた。自分の妖よう気きなど意に介かいさぬ荘そう厳ごんな空気は、それだけで異界の魔物を封ふうじる役目を果たしている。事実、彼の同族もすでにこの場所の蔵書となっているのだ。

「こ、ここは……」

「異界図書館──そしてお前の永と遠わの居い場ば所しよだ。今こそ眠ねむるがいい」

　大広間の中央に並び立つ司書と魔物。

　異界図書館に引きずり込まれた時点で、後者の勝利は限かぎりなく儚はかないのかもしれない。だがそれで引き下がる相手でないのは、読破が一番理解している。

　──勝ったつもりか、異界司書よ?　侮あなどるな、貴き様さまと共にこの場所を破は壊かいし尽つくしてくれようぞ……！

「無理な話だ」

　読破は五メートルほど距きよ離りを置いたツヴァイに向け、左手を差し出した。手のひらの上には、小さなガラスの瓶びんが載っている。黒い液えき体たいを満たしたそれを見たとき、ツヴァイの端たん整せいな顔は蒼そう白はくの怯おびえを刻きざんだ。

　──ま、まさか……それは！

「そう……これはかつてお前を封じたものと同じ品だ」

　黒いインクを満たした小瓶と対ついとなるものが、読破の右手には握にぎられている。黄金の装そう飾しよくを施ほどこされた古風なペンもまた、古いにしえの魔道士の愛用品を再さい現げんしたものだ。これこそ彼が統馬に用意を依い頼らいした品々だった。そして残る一つはすでに読破の足あし元もとにある。

「お前が封じられていた『封魔録』もここにある。この本を読むことなく確かく保ほし、解放された貴様を連れ込むことができるなら、あの手記がなくとも封印は不ふ可か能のうではない。異界図書館法第四条『“〝戒かい書しよ”〟はでき得る限りその形を留とどめたまま回かい収しゆうを行う』──これがどういうことかわかるな?」

　──む、無理だ、無理なはずだ！　あの術じゆつを使える者は、もう……。

「その通り。だが、それなら招魂よべばいいだけだ。館長、特とく務む班はん所しよ属ぞく月詠読破の名により、ここに閲えつ覧らん許きよ可かを申しん請せい致いたします！」

「いいわよ。存ぞん分ぶんになさい」

　読破達からはるか離はなれた場所で、豪ごう奢しやな椅い子すに腰こし掛かけた女じよ性せいが艶えん然ぜんと語る。その白く美しい手には読破の蒼あおい栞しおりがあり、彼女の口づけの証あかしである真しん紅くのキスマークが刻まれていた。

「行きなさい」

　愛めでるような口ぶりで囁ささやくと、栞は音速に近い速度で館内を駆かけ抜ぬけた。それほどの速度でなければ、この無む限げんに近い敷しき地ちを誇ほこる異界図書館では役に立たない。

　栞が主あるじの下に帰き還かんするまで数秒、そして到とう達たつと共に読破の周囲を数え切れないほどの本棚が覆おおう。館内の至る所から滑なめらかに床ゆかを滑すべってやって来た彼らは、ツヴァイが妨ぼう害がいのために繰くり出した衝しよう撃げき波はから読破を守る。

　その一方で個こ々この本棚は内側の読破に向けて蔵ぞう書しよを吐はき出していく。彼の周囲に様々な本が浮うかび、その中の求める一冊さつを栞が選んだ。栞は読破のちょうど真後ろに浮かんでいた本に自ら収おさまり、前に回って独ひとりでに開く。同時に残る本は本棚に戻もどり、本棚もまた読破から離れた。

　今読破の目の前にはただ一冊の本のみが宙ちゆうに浮かんであり、全長が彼の身長のほぼ半分、厚あつさも広こう辞じ苑えん二冊分に及およぶ巨きよ大だいな本のみであり、その巨大な鉄ごしらえの表紙にはラテン語で『古こ今こん招しよう魂こん目録』と記されている。

「この本は非ひ常じように便利な品でな。それ単体で招魂儀ぎ式しきを発動できる。ただし、読めればの話だが」

　読破は重じゆう厚こうで無ぶ骨こつな『古今招魂目録』を片手で軽々と支ささえ、本を開いた。

　ページを繰くる手は信じがたい速度で動き、両りよう眼めは広い面積に書かれた膨ぼう大だいな量の文章を瞬またたく間に読み取っていく。いつの時代、どこの国とも知れぬ文字、随ずい所しよに散りばめられた暗あん喩ゆや難なん解かいな語句も彼の手は止められない。

　超ちよう速読でありながら、いつものように完全な静せい謐ひつと美を保たもつ完かん璧ぺきな読書はツヴァイすら見み惚とれさせ、抵てい抗こうの気き概がいを奪うばう。妨害しようにも、不可視の圧あつ力りよくが魔物をその場に留め置くのだ。

　ほどなくして読破は全体の半分に当たる部分で手を止めた。

　見開きのページが彼の読書の終しゆう了りようを告げる。

　ページの左にはごくごく一いつ般ぱん的な魔ま法ほう陣じん、そして右には読者の手を重ねるための手形が描えがかれている。読破はためらわずに右のページに己おのれの手を重ね合わせた。

　ここまでの膨大な文章を読み込み、自分のものとすること──それ自体がすでに招魂儀式の一部。ここまで読み終わるのに約二分、後は魔法陣の下、ただ言こと霊だまに願いを乗せるのみ。

「今一度その力を示しめせ、偉い大だいなる封印者！」

　使し役えき者しやの命に従したがい、本が内なる力を発動させる。

　読破の招まねきに応おうじたのか、彼の頭上から突とつ如じよ流星に似にた一条の光が現あらわれ、ページに吸すい込まれた。

「魂たましいは招かれた。続いて憑ひよう依い術式開始」

　読破は瞬しゆん時じに先ほど読み終えた内ない容ようの一部を思い返し、左手を通じて新たな術式の発動を伝えた。

　先ほど呼び出した偉大な魂が、術式に則のつとってページに触ふれた左手から流れ込んでくる。その異い質しつな魂の波動は、侵しん食しよくではなく調和を求めて彼の体を駆け抜けた。内側から変へん貌ぼうしつつある読破に気づいたとき、ツヴァイはようやく呪じゆ縛ばくから離れ、彼の意図を悟さとった。

　──貴様、奴やつをその身に宿らす気か……！

「そうだ。久ひさしいな、ツヴァイよ」



    

  
    
      　応じた声は、読破であって読破でなかった。彼本来の人じん格かくは眠ねむり、今はかつての仇きゆう敵てきを封じるため、束つかの間現世に舞まい戻もどった一人の魔道士がその体を借りている。

「すでに滅ほろびた身ではあるが、貴様を封じるため今一度舞い戻った。全すべてはこの少年の願いと力ゆえに。さあ、私と共に眠るがいい」

　その身から放つ気配、そして読破の背後に見える使命に燃もえた若わかき魔道士の在ありし日の姿すがたに、ツヴァイは憎ぞう悪おより恐きよう怖ふを抱いだいた。

　──や、やめろ、やめてくれ……！

　懇こん願がんが聞き入れられるはずもなく、身を屈かがめた読破は封印を始める。小瓶のガラス栓せんを抜き、そこに満たされたインクをペンにつける。この“〝同調”〟の魔術を行使した漆しつ黒こくのインクが、黄金のペンによる筆ひつ致ちを刻むとき、何が起きるか。

　答えはツヴァイの体にある。

　読破が床ゆかの『封魔録』の白紙のページにアルファベットを一文字書くと、ツヴァイの獣けものの爪つま先さきがごく一部だけ消失する。切られたのでも焼かれたのでもなく、完全に消失したのだ。

　この現象は、読破の“〝執しつ筆ぴつ”〟が進むにつれて深まった。一文字一文字流りゆう麗れいな筆致で文章が刻まれていくたびに、ツヴァイのどこかが消えていく。それはけして緩ゆるやかなものではなく、ワープロなどよりはるかに早い驚きよう異い的な執筆速度だった。瞬く間に白紙だったページはかつてのように文章で埋うまり、『封魔録』を完成させていく。

　──やめ……。

　すでにツヴァイは言葉も発することができなかった。発するための口も消えている。残っているのは、消えゆく生の火を掴つかむかのように伸のばした右手と、頭部の鼻から上だけ。

　やがてそれすらも消え失うせ、古いにしえの魔物は完全に全存そん在ざいを文字情じよう報ほうへと変へん換かんさせられた。再ふたたび魔物の全てを内包した『封魔録』は閉とじられ、読破から名も無き偉大な魂は抜け出る。

　自じ我がを取り戻した読破が『封魔録』を手にしたとき、すでに『古今招魂目録』は役目を終えて消えていた。その代わりに、今また新たな本を収めるための措そ置ちが下される。

　読破の前に現れた、ちょうど本一冊が収まる程てい度どの棺ひつぎに似た銀の箱。

　彼が本をそこに収めると観かん音のん開きの蓋ふたが閉じ、見えざる手によって重厚な金の鎖くさりが巻まかれていく。第一級の“〝戒書”〟はそれに相応ふさわしい徹てつ底てい的な封印が施ほどこされ、異い界かい図書館の深しん奥おうに保管されるのだ。

　やがて銀の箱が虚こ空くうを漂ただよって何処いずこかへと去ると、読破は上司への礼を口にした。

「ありがとうございました、館長。では『封魔録』の監かん視しをよろしくお願いいたします」

「ええ、後は管理部に任まかせることね。よくやったわ。今度は直ちよく接せつキスしてあ・げ・る」

　館長の称しよう賛さんとチュッという投げキッスの音を聞くことで、ようやく読破は仕事の終しゆう了りようを実感した。

「──回収完了。これにて閉へい館かん」

　読破の右手で蒼あおい栞しおりがまばゆい光を放つ。それが止やんだとき、すでに彼の前に広がっているのは見み慣なれた地下書庫の光景だった。

　現げん実じつへの帰き還かんと仕事の終了を惜おしむ間もなく、読破はすぐに栞を黒本に収め、梯はし子ごを上って地上に戻る。連れ去られた綴が気がかりだ。

　しかし図書館中央のホールに辿たどり着いたところで、彼は荒あらい息を吐はきながら絨じゆう毯たんの敷しかれた床に倒たおれ伏ふした。

　本調子でない体とこれまでの大立ち回りを考えれば、当然だろう。“〝戒かい書しよ”〟の力を行使できる異界司書とはいえ、その行使には数々の苦く難なんが伴ともなう。“〝戒書”〟の内容に関する記録が強制的に消去される“〝貸し出し”〟よりはマシとはいえ、閲えつ覧らんという行こう為いもまた読破の体力を著いちじるしく奪うばう。

　まして読破が使った招しよう魂こん術じゆつは、それこそ霊れい媒ばい体たい質しつでもないかぎり術者にかなりの負ふ担たんを強しいる。彼がツヴァイを封じたあの術を使ったことまで考えると、意い識しきを失わないだけ幸運なのかもしれない。

　もちろんそれで読破が満足するわけはなく、彼は這はってでもいこうと懸けん命めいにあがいていた、だが体が言うことを聞かない。それでもなお行こうとしたとき、彼の容態を案じる声がした。

「お疲つかれ様。よくやってくれた。見てはいないが、君のことだ、きっと僕の思い描えがいた結末を予想以上にこなしてくれたはずだ」

　見上げることすらできない。

　しかしその声の主は、あの青年のものに違ちがいない。

　何とか立ち上がろうとすると、真しん摯しな心配の声が制した。

「やめた方がいい。無理はよすんだ。僕も用事が終わればすぐ帰る」

　青年が黒い羽根ペンで読破の右手の甲こうに何やら書き込み始めた。その動作から感じられる不ふ吉きつに、読破は喘あえぎながら何とか声を絞しぼり出した。

「な、何を……」

「心配しなくていい。ただちょっと君の腕の記憶をもらうだけさ」

「な………」

「実は以前から『封魔録』の著ちよ者しやに興きよう味みがあってね。異界の魔物を封印したその筆致を、僕は作家として尊そん敬けいしてる。是ぜ非ひともその秘ひ術じゆつの一いつ端たんなりともご教きよう授じゆ願いたいけれど、そう思ったときはもう僕は異界司書じゃなかった。だから、君にその技わざを使ってもらって、記き憶おくを頂いただこうと思ってね」

　朦もう朧ろうとする意い識しきの中で、読破は初めて彼の本当の意図を悟さとった。

　己おのれの“〝ストーリー”〟を現げん実じつで具現化する──それも重要には違いない。しかし、その裏うらにあったのは、作家としての願望だった。だからこそ手記を奪うばい、あの方法でツヴァイを封印させる必要があったのだ。

　何とか抗あらがおうとする読破だが、この体では叶かなうべくもない。

　右手全体に羽根ペンによる複ふく雑ざつ怪かい奇きな紋もん様ようが刻きざまれていき、全てが終わったところで青年がその手を握にぎる。その途と端たん、読破は言い知れぬ喪そう失しつ感を覚えた。これが記憶を奪われるということなのか、見えない何かが確実に右手から失われていく。

「ありがとう。この記憶を活いかして、僕はより高みへ行くよ」

　すでに読破の意識はない。

　力尽つきて倒れ伏す彼の頬ほおに触ふれ、青年は悲しげに呟つぶやいた。

「本当は、介かい抱ほうしてあげたいけどね。けど、長なが居いはできない。多分あの娘こが来るだろうから、もう少しここにいてくれ。じゃあね、読破」

　別れの言葉を告げ、青年は読破を残して図書館を出た。

　扉とびらを開けて夜の学園を歩いていくと、向こうから大急ぎで駆かけてくる少女とすれ違った。鈍どん足そくもいいところだが、表ひよう情じようは真しん剣けんそのもの、ちょうど自分とすれ違った直後に転んで膝ひざをすりむいたようだが、すぐに起き上がってまた走り出す。

　その様子をどこか好ましげに見ていた青年は、苦く笑しようを漏もらした。

「……素す通どおりされちゃった。まあいっか。でも、あの娘このおかげで大分困こまった。次はもう少しメインに据すえてみるのも悪くないね」

　次回作の構こう想そうを練りつつ、魔人と呼よばれる黒衣の異い端たん作家はより深い闇やみを求めて彼方かなたへ歩き出した。その羽根ペンが次にいかなる物語を紡つむぐかは、まだ神の立場にいる彼さえ知らぬことだった。



    

  
    
      　エピローグ






　数日後の昼休み、読どく破はは睦むつ美みと共に音楽室にいた。

　本来ならば図書館にいるべき二人なのだが、今日は睦美のたっての希望で真ま由ゆに任まかせてここに来ている。

「……本当にこんなものでいいのかね?」

「はい、お願いします……！」

　目を輝かがやかせる睦美に苦く笑しようしつつ、読破はピアノの前に座すわってあの曲を演えん奏そうし始めた。

　サンドイッチのお礼を、という読破の申し出に対して睦美が要求したのはこれだった。読破としてはかなり気き恥はずかしいし、できれば他のことをお願いしたかったのが、借りがある分無む碍げに断ことわるわけにもいかない。

　とりあえず若じやつ干かん気合を入れ直して旋せん律りつを奏かなでていると、ふとこの曲を今の睦美のように目を輝かせて聞いていた頃ころの自分を思い出した。

　あの頃は、今の自分のことなど想そう像ぞうもしていなかった。

　自分の選んだ道は後こう悔かいしていない。だが戻もどらない過か去こに比くらべて今の方が素す晴ばらしいとは、どうしても言い切れない。

　何な故ぜ時は戻らないのか、どうしてあの頃に帰れないのか。

　悲しげな表情は指先にも伝わり、曲の調べを一いつ層そう深いものへと変えていく。素人しろうと同然の読破ではあるが、今日の演奏は少なくとも人の心を波立たせるものを含ふくんだ味わい深いものだった。

　演奏を終え、読破が鍵けん盤ばんの蓋ふたを下ろす。

　パチパチと唯ただ一人の観客が拍はく手しゆを送るが、読破の顔は晴れない。

「あの、部長……?」

「──あのままでよかったのに」

　彼は窓まどの外を見ていた。

　そこに映うつるのは、外の風景ではなくもう戻れない過去。

「他に何もいらなかった。何も望んでいなかったのに、どうしてだろうな」

「部長……」

「いや、きっと何も変わっていない。多分、彼も。変わったのは、きっと私だけだ」

　寂さびしげに佇たたずむ読破に、かける言葉は見つからなかった。

　ただ思うのは、彼には過去より自分といる今を見つめて欲ほしい。

「あ、あの部長、もう一つお願いがあるんですけど……」

「何だ?　アンコール以外なら構かまわんが」

「また、小説の批ひ評ひようをお願いできますか?　もうちょっとで読んでいただけるぐらいの量になるので……」

「ほう……わかった」

　読破の興きよう味みがうまい具合に向いたのを見ると、やはり付き合いの長い睦美の戦せん略りやくは効こう果か的と言える。三大欲よつ求きゆうより読書欲よくを優ゆう先せんする彼は、基き本ほん的に本に関することならすぐに食いつく。それが素人の手書きの小説といえど、さして変わりはない。

「今度の休日なんていかがでしょう……?　あ、よ、よよよよかったら昼食も作りますけど?」

　暗に手作り弁当持参のデートの誘さそいを迫せまっているが、読破にそんな意図が読めるはずもない。彼はいつものようにあっさりと学園中の男子が求める栄光の座ざを捨すてた。

「読書中は飲食をしない主しゆ義ぎなんだが」

「あ、じゃあいいです。別にいいです。と、とにかく今度の日曜は空いてますか?」

　いつになく積極的かつテンションの高い睦美だが、読破はうーんと腕うで組ぐみをして考え込んでいる。

「用事があったような……」

「え、何ですか、またお仕事?」

「いや……」

　思い出しかねていると、廊ろう下か側の窓の向こうから綴つづるが顔を出して声をかけてきた。

「あ、先せん輩ぱい、昨日の分持って来ました。また見てくれますか?」

「ああ、わかった。そうそう、用事を思い出した」

　睦美の方を向き、彼はあっさりと乙女おとめの純じゆん情じようを打ち砕くだく発言を開始した。

「実は土日に楠くす本もと君の勉強に付き合うことになっていてな。急に熱心に異界司書の勉強がしたいと言い出すので、毎日初級用のテキストを解とかしている。まあ今回は助けてもらったこともあるし、断るわけにもいかん。というわけで、今回は無理だな」

「そ、そうですか……」

　読破が睦美の引きつった笑えみの意味に気づかないのは言うまでもないが、綴は別だ。さらに自分へ怒いかりの視し線せんが送られていることを知ると、本ほん能のう的に危き険けんを察知した。

「えっと……その………」

　綴としてはどう対応すべきか迷まようところだが、睦美は諦あきらめたように肩かたをすくめ、身を引いた。今回は綴の方が役に立ったに違ちがいない。

「じゃあ、仕方ないですね。でも、もし時間ができたら……」

「そのときは付き合おう」

　懇こん願がんはあっさりと受け入れられ、とりあえず事無きを得た。

　その後睦美は綴に、

「今度だけだからね」

　としっかり念押おしをしたが、読破に暇ひまな時間ができるかどうか、保ほ証しようはない。



    

  
    
      
　あとがき






　十と月づきです。

　初めての方には初めまして。この本を手にとってくださってありがとうございます。よろしければ前作の方も読んでいただければ幸いです。

　二度目の方は、また僕ぼくの作品を手にとってくださったことに感かん謝しやします。あなた方の声せい援えんにより、何とか二作目を出せることができました。

　最近、ようやく世に作品を発表するという喜びを実感できるようになりましたが、まだまだ道は険けわしいです。

　例たとえば執しつ筆ぴつ環かん境きよう。

　実家に住み、居い間まにある家族共用のパソコンで執筆しているため、人の気け配はいが気になってしょうがありません。後ろに人が立っていると、某ぼう超ちよう一いち流りゆうスナイパーのように「俺おれの後ろに立つな！」と口走ってしまい、中々先に進みません。

　長年の習性で、もう体が反射的に動いてしまい……スミマセン、嘘うそです。多分、ただの集中力不足です。というか、早く自分用のパソコンが買えるよう努力しましょう。

　まあこの執筆環境はかれこれ六年近く続いているので、今さらどうこう言ってもしょうがありません。個人的には、これから書くことの方が応こたえました。

　今回の著者校正作業は雑誌に載のせる短たん編ぺんと並へい行こうして行っていたのですが、短編の方はたまたま控ひかえの原げん稿こうがなかったので、自分でコンビニにコピーをとりに行きました。

　時刻は深夜一時。

　家からそう離れていないコンビニまで原付を走らせていたら、前の交差点の右から車が左折してきました。こちらとすれ違ったところで止まり、中から数人の怪あやしげな男達が現あらわれ、僕を取り囲みます。

　どうしたことか身み構がまえたら、実はその車はパトカーでした。当然、車内から出てきたのは警けい察さつ官かんの方です。それがわかってもまだ状じよう況きようは呑のみ込こめません。交差点前なので速度は落としていますし、ヘルメットも被かぶっています。何が悪いのかと考えていたら、衝しよう撃げきの一言。



「ライトついてないよ」



　え、嘘、と思ったらその通りでした。久しぶりに夜の走行だったので、ライトの電球が切れたことにまったく気づいてなかったわけで。道路もそこそこ明るかったですし。普ふ段だんはエンジンが点つくと自動的にライトも光るので、完全に光ってるものと信じてました。

　幸い切れたのは下向きの灯あかりだけで、上向きに切り替かえれば何とかついてくれたので、その場はお咎とがめなしで無事コピーも終わりました。

　最初は運が悪いなと思ってましたが、よくよく考えればあの場で指し摘てきされなかったら、事故も犯おかしかねなかったわけです。こうしてあとがきを書き、読者の方に作品を読んでいただけるのも、そのことのおかげといえなくもありません。

　こんなちょっとしたことが自分を支ささえてくれたと思うと、感かん慨がい深いものがあります。

　先にも述のべましたが、そもそもこの作品の存そん在ざい自体が何より前作を読まれた方々のおかげです。続きが読みたいというありがたいお言葉も頂いただきました。月つく詠よみ読どく破はといういささかぶっ飛んだところのある主人公もそれなりに受け入れられたようで、嬉うれしい限りです。

　ちなみに読破には実在のモデルがいます。

　その方と出会ったのは、僕がまだ中学生の頃ころでした。

　当時は昼休みが終わるとすぐに図書室に向かい、前日に借りた本を返してまた新しいのを借りる──という生活を送っていました。そのため司書の先生とも親しくなり、図書室の内うち幕まくなども知る機会がありました。この経けい験けんが作品にも活いかされているわけですが、図書室に頻ひん繁ぱんに出入りしていたがゆえに、その人と遭そう遇ぐうすることとなったのです。

　うちの中学の図書室は手て塚づか治おさ虫む先生の漫まん画が全集なども置いてあり、それ目当てで毎日かなりの生徒で賑にぎわっていました。しかしそれほど広くないため、すぐに椅い子すが埋うまって人口密みつ度どが高まり、そのせいか話し声も増ふえていきます。

　そしてそれがピークに達すると、貸し出し用のカウンターから大声が響ひびき渡ります。



「喋しやべる奴やつは出てけ！」



　その一言で図書館は静まり返り、再び静せい謐ひつが取り戻されるのでした。

　おわかりかと思いますが、その声の主が読破のモデルであり、うちの中学の図書館を統とう括かつしていた図書委員長です。

　命が惜おしかったら図書室内で彼に逆さからってはいけない──というのが当時の生徒の暗あん黙もくの掟おきてでした。冗じよう談だん抜ぬきに怖こわかったです。別に悪い人ではなかったんですが、後こう輩はいには体育会系のノリでよくプロレス技を浴あびせてました。

　正直な話、この話が世に出るとき最も懸け念ねんしたのが、彼にモデルの件けんがバレることです。これを書いている今も、ガタブル状態なのでした。

　もっともモデルといっても黒本は持ってませんでしたし、異い界かい司し書しよでもありません（当然ですが……）。外見的な共通点も学生服と眼鏡めがねぐらいで、あくまで「最強の図書部長」というコンセプトのきっかけになった、というだけのことです。

　読破が愛用する蒼あおい栞しおりについても、元ネタは僕が高校時代に生物の先生から頂いた栞がモデルだったりします。先生が毎年受け持った生徒にあげることにしているそうで、四葉のクローバーを押し花にした手作りの品です。その押し花の台紙が青かったので、そこから読破の栞のイメージが生まれてきました。

　作中でも色々と役立つ栞ですが、僕も私生活で結けつ構こう使いますので、自分用のかっこいいのが欲しい今日この頃です。

　というわけで、あの蒼い栞は地味に実物が欲しかったりします。

　誰だれか作ってくれないかな……と妄もう想そうを終えたところで、前回と同じくいいわけというか申し開きをさせていただこうかと（汗）。

　前作の刊行後には色々とご支し援えんの声を頂きましたが、もちろん中には作品への批ひ判はんもあるわけです。その中でもグサッときたものがありました。要よう約やくするとこんな感じです。



　読破は本を大事にしないと怒るのに、自分が本で人（もしくはそれ以外の存在）を殴なぐるのはいいの?　つーか、本を凶きよう器きにするのはアリなの?



　……ごもっとも。ええ、至し極ごく真まっ当とうな疑ぎ問もんですとも。ですが、これにはちゃんと理わ由けというか事情がありまして。今回の話でもそれに関してちょこっと触ふれています。普通に読んでいれば、ある程てい度ど見当がつくのではないかと。わかったところで納なつ得とくできない方がいらっしゃるかもしれませんが、それはもう許ゆるしてください（泣）。

　そもそも、読破があの黒本を例外として扱あつかうということは、結構今後のストーリーに関わってきたりするかもしれないのです（どっちだ）。ですので、黒本の扱いについてはしばらく温あたたかい目で見守ってください。というか、その秘ひ密みつを明かせるまで書かせてください。

　何より、僕が書きたいあの青年のためにもよろしくお願いします。

　では、また次作にて。



　　　二〇〇六年　三月

十月　ユウ



    

  
    
      戒かい書しよ封ふう殺さつ記き

その本ほん、触ふれることなかれ



十と月づきユウ
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